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			櫻谷学園は伝統と格式のある、生粋のお嬢様が通う学園として知られている。

			広大な敷地面積、煉瓦作りの歴史ある校舎、四季折々の花を咲かせる美しい庭園──門の外から眺めるだけでもこの学園は、ある種、神聖な雰囲気さえ感じさせる。

			勿論、そのイメージは学園に通う生徒の持つ雰囲気にもよる。この学園に通ってくる女子生徒は、全員名家の令嬢なのだ。

			成績が優秀というだけでは、櫻谷学園に入ることは決してできない。時代錯誤ともいえるほどに、この学園に入るには家柄を求められ、厳しい面接を通過しなければ入学することができないのだ。

			当然、この学園で教師として採用されるにも、学歴はもとより家柄が重視される。

			選りすぐられた教師によって厳格な教育を施されて、思春期の大事な時期をお嬢様達は純粋培養で育てられるのだ。

			そんな世間から隔絶した学園で神かん成なり正まさ義よしは化学の授業を受け持っていた。

			今年で四年目になる。

			まだまだ若手ではあるが、周囲からは温厚で真面目な教師として一定の評価を受けている。そして、整った容姿から女子生徒だけでなく、女性教師にまで慕われていた。

			「そろそろ試験が近いからな。この辺りは出るぞ。しっかり復習しておくように。いいね」

			そう正義が言ったところで、授業の終わりを告げる荘厳な音色のチャイムが鳴った。

			お嬢様校といえど、さすがに年頃の女子生徒。休み時間にもなれば雑談に花が咲く。

			「やっぱ、神成先生って格好いいよね〜」

			「そうだよねー」

			「おまけにイケメンだし、優しいし、言うことなしだよねぇ」

			そんな女子生徒の会話を聞きながら、正義は心の中でほくそ笑んでいた。

			──そんな評価は、俺の表の顔にすぎない。裏の顔は、そんなもんじゃない。

			そう、正義の裏の顔。それは女生徒達を言葉巧みに口説き落として、モノにしてしまうような非道な男なのだ。もっとも、そのことは肉体関係のある女子生徒と、協力関係にある一部の教師以外には知る由もないことである。

			「ねえ、先生。わからないところがあるんですけど」

			「あ〜、先生。私にも教えてください〜」

			「はいはいはい、わかったよ」

			女子生徒達が質問のために集まってくる。本当は質問なんて本来の目的ではない。ただ単に「優しくて格好良い神成先生」と話すきっかけがほしいだけだ。

			お嬢様といっても、彼女たちも思春期の女子生徒に過ぎないのだ。

			そんな彼女達に愛想笑いを浮かべながら正義は心の中では毒づいていた。

			──まったく、ご令嬢が笑わせる……。結局のところ、女なんてどいつもこいつも同じだ。ちょっと優しくしてやるだけで色目を使ってくるし、放っておいても言い寄ってくる。

			最初はチヤホヤされることに悪い気はしなかったが、何年も経つうちに辟易してきていた。これでは、ありふれた女子校の生徒と何も変わらないではないか。

			「ねえ、先生〜」

			「神成先生〜」

			「はいはい、みんなちゃんと順番にね」

			「は〜い」

			それでも一般の女子生徒の前では「温厚で優しい神成先生」を演じ続ける。うっとうしくて振り払いたくなる気持ちもあるが、そうもいかない。

			この学園では正義以外はどの教師もそこそこ年がいっているので、どうしても女子生徒の興味が集中してしまうのだ。

			まさに入れ食い状態なのだが、そんな表面だけのお嬢様達に幻滅して今ではすっかり邪魔くさく感じてしまっているのが正義だった。冷たくあしらうわけにもいかないから、こうして相手をしないとけない。教師という仕事も楽ではない。

			だが、正義には最近、ひとりだけ気になっている女子生徒がいた。

			それは桐きり原はらユキノ。クラスでは孤立気味になっている、いかにも気弱で臆病なタイプの美少女だ。

			だが別にユキノがイジメられているというわけではない。他の生徒は彼女に近寄りがたいものを感じているのだ。

			なぜなら、ユキノは世界的大複合企業『桐原グループ』の次女で、正真正銘のお嬢様なのである。いわば、お嬢様中のお嬢様。別格なのだ。

			表と裏の顔を使い分ける計算高いお嬢様と違い、ユキノには表裏がない本物のお嬢様を感じさせるものがある。純粋培養で大事に育てられたことが、言動や仕草から見て取れる。

			正真正銘の箱入り娘とは、桐原ユキノのことを言うのだろう。

			桐原ユキノのことを意識してからは、他の女子生徒達が贋物にしか見えないほどだ。

			──本物のお嬢様を自分の手で思うまま、堪能したい。

			いつしか正義はそう思っていた。

			しかし、ユキノは財閥の桐原グループの令嬢。下心を持って近づいて一歩でも間違えば、社会的に抹殺されてしまうかもしれない。あるいは、本当に命を落とすことになるかもしれない。それぐらい、ユキノに手を出すことは危険なことだ。

			しかし今となっては、桐原ユキノ以外には食指が動かなくなっているのも事実だった。　正義は、覚悟を決めつつあった。

			──ここは思いきって……手を出してみるか。

			「ねえ、神成先生」

			「先生ってば〜」

			「わかったわかったよ、また後でね」

			群がる女子生徒をいなしながら、正義は桐原ユキノの方へ歩み寄った。

			ユキノは、窓の外をボンヤリと眺めている。

			その横顔が、また美しい。窓際に佇む薄幸の令嬢という雰囲気で、とても絵になるのだ。

			「……桐原、最近どうだ？」

			「あっ……先生……」

			こちらを向いたユキノは、愁いを帯びた顔をしていた。

			そんな表情に、思わず心の中で舌なめずりをする。

			（さてと……本物のお嬢様は、どんな味がするのかな？）

			完全に桐原ユキノをターゲットとしてロックオンする。

			だがそんな下心などおくびにも出さず、いつも通りの表情で優しく語りかける。

			「どうしたんだい？　浮かない顔をして」

			今までも少しずつ、教師として真面目に相談に乗っていたので、人見知りの激しいユキノも、徐々に正義に親近感を抱いてきているところだった。

			最初は、何でもないです、とか言って逃げ出していたのに、今はちゃんと話ができるようになっていた。

			「何か、悩みでもあるのかい？」

			「い、いいえ……だ、大丈夫です」

			そう答えて俯くユキノを、気づかれないように舐めるように見てゆく。

			線が細い体つきに、似つかわしくない豊満な乳房。

			やはりお嬢様育ちは、食べる物が違うのか美味しそうな肉付きをしている。

			「そうか。でも、何か困ったことがあったら、些細なことでも相談してくれよ」

			「は、はい……先生。そのときは、よろしくお願いいたします」

			この調子で信頼を得れば、遠からず本物のお嬢様の味を堪能できるかもしれない。

			「それじゃあね」

			「は、はい……」

			──ここまで温室育ちのお嬢様なら間違いなく処女だろうし、擦れていない分楽しめそうだ。そんな事を考えながら、正義はあくまでも爽やかな教師を演じて教室を後にした。
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			「ねえ先生、 先生ってば」

			「……んっ？」

			教室を出ると、他クラスの女子生徒達がじゃれついてきた。

			「ちょっと、神成先生。最近、付き合い悪いじゃないですかぁ」

			「そ、そうかな？」

			「そうですよぉ」

			「授業が終わったら、すぐに準備室にこもっちゃうんだもん」

			女というのはまったく面倒くさいな、と思いながらも正義は爽やかな笑顔を浮かべながら彼女達に頭を下げた。

			「ごめんな、期末の準備で忙しくてね。お前たちも、早く帰って勉強するんだよ」

			「は〜い」

			「もう……面白くないなぁ〜」

			女子生徒達は散り散りに去っていった。

			こんなのにいちいち付き合っていたら身が持たない。

			「はぁぁ……」

			周りに人がいないのを確認した上で、ため息をつく。

			ただでさえ真面目な教師を演じる事に疲れているのに、期末試験の用意で毎日毎日準備室に籠る生活が続いていた。今日もこれから準備室で資料整理をしなければならない。

			「さてと……」

			資料整理など気が滅入るが、やらなければならない。

			憂鬱な気持ちを抱えながら、準備室へと向かう。

			「……まったく、資料資料資料資料」

			嫌になるぐらい膨大な枚数の資料が山積みされていた。しかし、片付けないと永遠に仕事は終わらない。内容に目を通しながら、機械的に段ボール箱に資料を詰め込んでゆく。

			「優秀な教師を演じるのも大変だな……」

			思わず愚痴が口からこぼれ出る。

			しかし、全てはこの学園で教師を続けるため。

			窮屈なところでもあるが、他の学校と比べて待遇は素晴らしく良いし、何よりも本物のお嬢様である桐原ユキノがいる。

			「…………」

			しかし、ストレスが溜まる作業である。

			一発やっておかないとイライラが爆発しそうなほどだ。

			──そうだ、この間やってやったあの……何とかっていう女がいたな。あいつを呼び出して、スッキリしてやろうか。

			それは、桐原ユキノと同じクラスの女子生徒だ。

			名前をど忘れしてしまったが。穴の名前などいちいち覚えていられない。

			正義にとっては、ただの性欲処理に他ならないのだから。

			そんな事を考えながら作業を続けていると、不意に背後の扉が開く音が聞こえてきた。

			「……どなたですか？」

			正義は咄嗟に笑顔を作って、振り返った。

			するとそこには他ならぬ、桐原ユキノの姿があった。

			「せ、先生……」

			「どうした桐原？　何かあったのか」

			「い、いえ……その……忙しいって聞いて、何か手伝えないかなって思ったので……」

			そんな言葉に、正義は内心でニヤリとほくそ笑んだ。ちょっと優しくするとすぐに騙される。所詮は温室育ちということだろう。

			「それでわざわざ来てくれたのかい？　それは助かるよ」

			表の顔はあくまで崩さずにニッコリと微笑むと、ユキノの顔に笑顔が浮かんだ。

			「先生……」

			数日前まで家庭の問題で随分と悩んでいたとは思えない表情だった。

			悩みの内容は跡取りの問題で、家族の仲がどうとか、一般人である正義には到底理解できないような事情であったのだが。所詮、金持ちの悩みは庶民にはわからないものだ。

			それでも、とりあえず父親とちゃんと話をするようにとアドバイスしてみたのだが、ユキノの顔を見ると、どうやらそれが上手くいったようだった。

			「……それじゃあ、そこに積んである書類を片付けて貰ってもいいかな？」

			「あっ、はい……」

			あくまで表の顔を崩さずに、指示をする。

			「……そろそろ期末試験だけど、桐原はちゃんと勉強しているか？」

			「はい……授業の予習復習は、お家でしっかりやっています」

			「そうか、桐原は優等生だな」

			「優等生だなんて……そんな……」

			「無遅刻無欠席で成績優秀。これを優等生と言わないで何と言うんだ？」

			「で、でも……そういう風に言われるの……あ、あまり好きじゃないんです」

			そう言って口ごもる。わかっていた反応だが、その慎ましさがまた心をぞわぞわさせる。

			それでも、あくまで表の顔を被ったまま会話を続ける。

			「あっ、そうだったのか、ゴメン」

			「い、いいえ……別にそんな……謝られても……」

			「優等生とか言われたら、そうじゃなきゃいけない気になってプレッシャーになるよな」

			「あっ……は、はい……まあ……」

			「まあ今は気楽にしてていいよ。肩の力が抜けるところもないとな」

			「神成先生……」

			ユキノからの好感度は高まるばかりだ。それが手に取るようにわかっていながら、正義はあくまで普段通りを崩さない。

			「あっ……それはそこに置いておいてくれればいいよ。紙資料だから重いだろ」

			「あっ、はい。それじゃあ、こちらの資料を箱詰めしますね」

			「悪いな、頼むよ」

			「はい、先生」

			一緒に資料を片付けてゆく。一人で黙々とやるのと違って、あれだけあった資料はみるみるうちに片付いていった。

			それと同時に日もかなり傾き始めてきている。

			「ありがとう、助かったよ」

			資料もかなり片付いたところで手を止め、正義は準備室に常備されているサイフォンでコーヒーを淹れることにした。

			ユキノはサイフォンを見るのが初めてなのか、物珍しそうにそれを見つめる。

			「先生、これは……なんですか？」

			「コーヒーを淹れる道具だよ。サイフォンというんだ」

			「そう……なんですか？」

			ユキノはアルコールランプで温められたお湯が管を伝って上がってゆくのを不思議そうな顔で眺めた。

			全てのお湯が上がると、コポコポと小気味のいい音が鳴り、何ともいえないコーヒーの香りが漂い始める。そして、上がりきったお湯がコーヒーを掻き回した。

			「わぁ……いい香り……」

			「だろ？　こうやって淹れるのが一番香りがたつんだ」

			「そうなんですか……」

			「さてと……これぐらいかな」

			良い感じでコーヒーが抽出されたところで、アルコールランプの火を消す。

			すると今度は上がっていたお湯がゆっくりと下に落ち始める。

			さっきまで透明だったお湯は、キレイな琥珀色に染まっている。

			「さてと……今日はもう遅いから、桐原もこれを飲んだら帰った方がいい」

			淹れたてのコーヒーをカップに注ぎながら、そう告げる。

			その言葉にさっきまで明るかった表情が少し曇った。

			「どうした？　桐原」

			「あ、あの……私……帰りたくないです」

			突拍子もないことを口にしたユキノに驚きを隠せず、思わずカップにコーヒーを注ぐ手を止めてしまった。

			「おいおい……何を言ってるんだ」

			少し困惑した感じで呟くと、少し慌てた感じで両手を左右に振る。

			「……じょ、冗談ですよ」

			「冗談か……」

			「先生……その……最近、ちょっとだけ父が兄の話を聞いてくれるようになったんです。先生の言う通り、私から父に話してみて良かったです……」

			「そうか、それは良かったな」

			「はい……」

			そう言いつつもその表情は、どこか浮かない感じである。

			桐原家の家庭問題は、まだまだ解決には程遠いということだろう。

			「まあ、何かあればいつでも相談に乗ってあげるよ」

			そう言って優しい笑みを作ると、頭にポンと手を置いてやる。するとユキノは、はにかむような笑みを浮かべた。

			「……先生って、お兄様みたい」

			やはりお嬢様育ちは、疑うということを知らない。ユキノはかなり好意を寄せているのが、その表情から見て取れる。

			素直というか、つまりは単純なのだ。

			実際問題、相談に乗ってはいるが、正義には他人の家の事情などどうしようもないし興味もない。

			興味があるのは、目の前にいる桐原ユキノの身体だけだ。そんな冷め切った内心も知らずに、お兄様みたいと呼ぶユキノ。純粋過ぎるということは、哀れでもある。

			（……そろそろ頃合いか？）

			そう考えて、何気なく近づいて手を伸ばそうとする。

			そのとき、ユキノが不意に口を開いた。

			「……でも」

			「…………でも？」

			手を止めて、ユキノの話の先を促す。

			「私……変な噂を聞いて……」

			「変な噂って……なんだい？」

			「先生が……その……色んな女の子と付き合ってるって」

			その言葉に一瞬ドキッとしてしまう。もしかしたら裏の顔に気づいてるのだろうか？

			「きっと、最近私と先生がよくふたりで話してるから……ひどいですよね、先生のことまで悪く言うなんて」

			疑念は、取り越し苦労に終わった。所詮は、純粋培養のお嬢様なのだ。

			「……悪かったな、桐原。俺からもそれとなく注意しておくよ」

			笑みを浮かべてそう言いながらも、頭の中は、別のことを考えていた。

			まず、その噂の発信源を聞き出す必要がある。

			面倒ではあるが、最悪の場合、手を打たねばならなくなる。

			「……それで私、そんなはずないって言ったんです。そしたら、見ればわかるって……」

			ユキノは携帯電話を取り出して、画面を見せた。

			「この画像をくれたんです……」

			その写真を目の当たりにして、正義は一瞬言葉を失う。

			「でも、私にはこれがなんだか……先生には、わかりますか？」

			映っているのは、結合部分の写真だった。

			だが、性の知識に疎い生粋のお嬢様であるユキノには、それが何を意味するのかも想像がつかないらしい。

			「……いや、よくわからないな。これ、何の写真だい？」

			本当に何も知らないというような感じでそう答えてやると、ユキノの顔からようやく緊張感が解けてゆく。

			「そうですか……良かった」

			「ほら、それよりもコーヒーでも飲もう。冷めてしまったら美味しくないからね……」

			あくまで冷静を装ってカップにコーヒーを注ぎ入れる。

			「……お砂糖は二つでいいかな？　ミルクは入れる？」

			「あっ……はい、お願いします」

			慣れた手つきでカップの中に砂糖とミルクを入れると、ガラス棒で掻き混ぜ手渡してやった。

			「それじゃあ……いただきます」

			ユキノは、上品にコーヒーを啜る。

			「どうだい？」

			「美味しいです、先生の淹れてくれたコーヒー」

			「そうか、それは良かった」

			その姿を横目で見ながら、正義もコーヒーを口にする。

			しばし無言でコーヒーを飲み続けていると、ユキノの様子が徐々に変わっていった。

			瞼がゆっくりと下がり始め、可愛らしいあくびもし始める。

			「あ、あれ……？　せ、先生……安心したら、なんだか……」

			そこまで言って、座っていたソファーにぱたりと倒れ込んでしまった。

			「……どうやら効いたようだな」

			ついに、ユキノの前で裏の顔を見せる時が来た。

			だが、その前に、噂の出所を探すのが先だ。

			完全に眠っているのを確認して、制服から携帯電話を取り出す。

			先程の写真を消去して、送り主をチェックする。

			「……桐原と同じクラスの『姫野ユリ』か。面倒な女だな」

			呼び出して性欲処理でもやらせようかと考えてたのは、この女子生徒だ。

			どうにも独占欲と自尊心が強くて、扱いにくいなと思っていたのだが。

			ユキノに色目を使っていると感づいて、こういうことをしたのだろうか？

			面倒くさい女だが、とりあえず姫野ユリのことは後回しにするとして──。

			「……すぅ……すぅ…」

			完全に眠ってしまっているユキノの姿を見て、思わず舌なめずりをする。

			正義はユキノの足をソファーの背まで上げると、制服の胸元とスカートをはだけさせた。すると、柔らかそうな胸が露になる。

			すっかり無防備な格好となった本物のお嬢様の姿に、興奮が高まってくる。

			「これは……たまらないな……」

			それにしても流れとはいえ、かなり強引な手口になってしまった。

			こうなると後々のことを考えて、保険でユキノの写真を収めておく方がいい。

			そう判断すると、ポケットから携帯電話を取り出してカメラモードにする。

			「……すぅ……すぅ」

			熟睡している上に無防備な姿を、携帯電話で撮影する。

			カシャカシャと音が鳴っても、起きる気配はない。

			「……それにしても美しい。他のあばずれ連中とはワケが違うな」

			自然と手があらわになった胸元へ、引き寄せられるように伸びていってしまう。

			──既にユキノに気に入られているようだし、この際手を出してもいいだろう。

			自分に言い聞かせるように心の中で呟くと、柔らかそうな乳房に触れた。

			柔らかい感触が指に触れると、ユキノの身体がぴくんと可愛らしく反応する。

			だが、これぐらいでは目を覚ます感じではない。覚ます筈もないのだ。

			「これが……本物のお嬢様の身体か……」

			ゆっくりと乳房を揉むと、何とも言えない感触が手のひらに広がる。
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			柔らかくて、張りがある心地の良い感触。

			「見た目からも触り心地が良さそうだとは思っていたが……ここまでとは……」

			「……んっ……あふっ……」

			指が動く度に、眠ってるユキノの口から小さな吐息が漏れ出た。

			「はぁ……はぁ……はぁ……」

			興奮から思わず息を荒げながら、乳房の感触を楽しみ続ける。

			指が動く度に、大きな乳房は形を変える。それがまた、淫らな気持ちに拍車をかける。

			思わず夢中になって、乳房をこね回しまくってしまった。

			「あふっ……っ……んっ……ぅぅん……」

			乳房が歪むと、眠っているのに切ない声を漏らす。そんな姿にどんどん欲情していって、すでにズボンの中のモノはいきり立ち始めていた。

			「た、たまらないな……胸の感触だけで……俺がここまで興奮するとは……」

			思わずニヤつきながら、夢中で心地よい胸を揉み続ける。

			「くぅん……あっ……ああっ……んっ……」

			「ふふふっ……可愛い顔をして、なんてイヤらしい乳房をもっているんだ」

			童顔に大きな乳房というギャップが、実にたまらない。

			「……さてと。下の方は……どんな感じなんだ？」

			乳房をまさぐっていた手を下に動かし、股間へと滑り込ませてゆく。

			陰毛を掻き分けて進んでゆくと、指先に温かく柔らかな感触。

			「……んんっ」

			「ふふふっ……ここか……」

			「……んっ……あっ……んんっ」

			秘裂をなぞるように指で撫で上げると、ビクンと身体を跳ねさせる。

			「こちらも……柔らかいな……ふふふっ」

			割れ目を指の腹でゆっくりとなぞると、オマンコの感触が伝わってくる。

			「あっ……んっ、んんっ……あふっ……ぅぅん……」

			「……型くずれしていない感じだな」

			オマンコの形を確かめるように、執拗に割れ目を弄る。やはり、本物のお嬢様の処女オマンコは最高だ。

			──ふふ……ここにぶち込むのかと思うと、股間がどんどん熱くなってくるな。

			「んっ……んんっ……あっ……ぅぅん」

			指が股間で蠢く度に、ユキノは甘い声を上げてむず痒そうに身を捩った。

			それでも更に責め立てるように、指先を上下させる。

			「お嬢様のオマンコは、柔らかくていいなぁ……」

			「……っ……んっ……んんっ……あっ……うぅん」

			割れ目を何度も刺激してゆくと、徐々に熱を持ち始めてきた。

			「しっかり反応してるみたいだな」

			「んっ……んんっ……あっ……あぁぁ……あふうぅん」

			「あぁぁ……もう我慢できない……」

			あまりの触り心地の良さに、ユキノの下着に手をかけスルスルと引き下ろしてゆく。

			下着の下からは形の整った美麗な秘裂があらわになった。

			「おおっ……」

			──この形は間違いなく男を知らないオマンコだ。

			思った通り型くずれもしていないし、色もキレイなものである。

			そして、ここまでされてもまだユキノは起きる気配がない。

			これならもっとしても、起きないかもしれない。

			「お嬢様のオマンコは、どんな味がするかな？」

			まるで吸い寄せられるように、ユキノの股間へ顔を近づけてゆく。

			そして、その股間にゆっくりと舌を伸ばした。

			「んっ……あっ……あふっ……うぅん」

			秘裂をなぞるように舐め上げると、ユキノは甘い声を漏らした。

			その声とオマンコの生々しい味に、激しく興奮してゆく。

			「やはり本当のお嬢様は、オマンコの味が違うな……んじゅる……」

			「あっ……はぁんっ……んっ……あっ、あぁぁ……」

			更に大胆に、股間にむしゃぶりつく。舌先が上下する度に、どんどん声を上げ始める。　それでもまだ、目覚める気配はない。

			「寝ているうちに……たっぷりと堪能させて貰うとするか」

			「んあっ……あっ……ああっ……くっ、うぅぅん」

			ペチャペチャと音を立てながら秘部を舐め回すと、その刺激に身体が小刻みに痙攣する。

			きっと今頃良い夢を見ていることだろう。

			キレイな色をしたオマンコには、当然、汚れを知らない証である処女膜がある。

			「正真正銘の処女膜か……んんっ……処女膜の味、もっと味わわせて貰おうか」

			その膜を破らぬように丹念に舐めまくる。

			「……あうぅ……くふっ……んっ……んんんっ……」

			可愛い声が漏れる度に、秘裂がヒクヒクと蠢いてくる。まだ濡れてはいないが感じてはいるようだった。
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			「いいぞ……こういうのを待っていたんだよ、俺は……」

			まるで擦れていない純粋な反応。そして汚れを知らない本当のお嬢様。

			──桐原ユキノ……この女こそが、求めていた本当の本物のお嬢様だ！

			「ほらほら……もっと感じさせてやるぞ……」

			さらに舌使いを激しくさせ、割れ目の上にある小さな突起を舌先で転がしてやる。

			「はうぅんっ！　あふっ……あっ……あはぁぁん……」

			さすがにクリトリスへの刺激は反応が大きい。ビクンと大きく身体を跳ねさせる。

			「……あっ……あああっ……んっ、あぁぁ……んっ！　んんっ！」

			「そうだ……いいぞ……んっ……んんんっ……」

			寝ているだけに反応が素直だ。身体が舌使いにダイレクトに反応している。

			それでもどこか、はにかんでいる感じなのが、他の女子生徒とは違う。

			「はっ……ぁんっ……んっ……くぅぅっ……あっ……ぁぁぁ」

			ユキノの口から漏れ出る声が、どんどん大きくなってきた。

			「まだまだ……たっぷりと味わってやるぞ……本物のお嬢様の味をな」

			秘裂から舌を離すと、その上にある突起を舌先で転がす。

			「あっ……あぁぁぁぁぁ……んんっ……あふぅぅぅ……」

			クリトリスを責めると、ビクンと身体を跳ねさせる。その姿を見つめながら、休むことなく敏感な肉芽を舌先で舐め上げる。

			「んはっ……あっ！　あっ……あぁぁぁぁ……」

			舌での愛撫に今までよりも身体を大きくのけ反らせる。

			「ふふふっ……軽くイッたか……」

			「んっ………………あっ……えっ……？」

			さすがに強い刺激を受けたユキノは、ゆっくりと目を開けた。

			どうやら、好き勝手なお楽しみはここまでのようだ。

			「……せ、先生？　あっ……何これ？　これって夢じゃ……」

			淫夢でも見ていたつもりだったのか、呼吸を少し荒げながら自らの状況を確認するかのようにキョロキョロと見回す。

			そんな戸惑っている顔に、正義は自分の顔を寄せてやった。

			「桐原……」

			「せ、せんせ……んっ！　んんっ!?」

			話しかけた唇を、強引に唇で塞ぐ。

			「んっ……んんんっ……」

			突然のキスに驚いたようだったが、次第に大人しくなっていった。それをいいことに、口の中に舌を差し込んでゆく。

			「んんっ！　うっ……むっ、うううっ……」

			激しく舌を絡めると、戸惑いながらも抵抗せずに為すがまま舌を預けてきた。やはり今まで築き上げてきた信頼関係が大きいのだろう。

			「んうっ……ううっ……あっ……あううっ……んっ、んんっ……」

			完全にペースを掴みながら、長い時間をかけて濃厚なキスを交わす。キスをしているだけで興奮は高まり、股間のモノは限界まで膨らんできていた。

			──そろそろ、次の段階に進んでも良さそうだな。

			そう考えながら、正義はゆっくりと唇を離した。

			「はぁぁ……せ、先生……」

			潤んだ瞳で見つめてくる汚れを知らないお嬢様に、剛直したペニスを押し当てる。

			「な、なに……？　せ、先生……なにをするんですか……？」

			それでも、性知識に乏しい本物のお嬢様には状況が理解できていないようだった。それがまた、嗜虐心をそそる。

			「イヤなら……ここでやめるけれど、どうする？」

			無論、ここまできてやめる気なんて更々ない。

			「えっ？　あ、あの……その……せ、先生……」

			ユキノは完全に困惑して、何も答えられずにモジモジするばかりだ。

			「どうした？　答えないと言うことは……続けてもいいということなのか？」

			「そ、その……えっと……あ、あの……」

			「続けて……いいんだな……？」

			「つ、続けるって……あ、あの……先生……わ、私は……」

			「悪いな……これ以上は、我慢できないんだ」

			「せ、せんせっ……」

			大きく腰を前に突き出す。

			ズブズブと汚れを知らない美膣に勃起した肉棒が入り込んでゆく。

			「……ひっ！　ひいっ！　な、なにっ!?　い、痛いっ！　うあああああああああっ！」

			亀頭に抵抗を感じるが、お構いなしに腰をグイグイと突き出してゆく。

			「……あっ！　ああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			ブチブチと処女膜を貫く感触がした後、剛直したペニスが生温かい感触に包まれた。

			「くっ……ううっ……さすが本物のお嬢様だな……すごい締りだ」

			「ひっ！　ひぃぃぃぃっ！　痛いぃぃぃっ！」

			とうとうユキノの処女を奪ったのだ。征服感と満足感がない交ぜになったゾクゾクする感情が全身に広がる。何という心地良さなのだろうか。

			「い、痛いっ！　痛いです、先生！　ああああっ！」

			すっかり興奮しきっている正義とは対照的に、ユキノは破瓜の痛みに泣き叫び続けていた。

			「そうか……痛いか……くくくっ……」

			もう、表の顔も裏の顔もない。

			ただ、ただ、目の前の本物のお嬢様の肉体を味わう。それしかもう頭には無い。

			「あひいっ！　あああああっ！　痛いっ！　痛いぃぃぃぃぃっ！」

			痛がる声に構うことなく乱暴に腰を前後させる。

			悲鳴を上げて身をよじるその姿が、感情を異常なほどに高揚させてゆく。

			「せ、先生っ！　痛いです！　ああっ！　や、やめてくださいぃぃぃっ！」

			こんなに気持ちがいいことを、やめられるわけはない。

			必死に痛みを訴える言葉を無視して、腰を前後させ続ける。

			「はううっ！　あひぃっ！　さ、裂けちゃう！　か、身体が……あああああっ！」

			「いいっ……いいぞっ……す、すごいぞ……桐原ぁっ！」

			「せ、せんせっ……やめっ……んんんんんっ！　あひぃっ！　あああああっ！」

			ペニスが出入りする度に、膣の肉襞が絡みついてくる。何も知らないお嬢様性器だというのに、ペニスをキュウキュウと締めつけて今までにない快楽を与えてくれる。

			「やっ！　あああっ！　こ、こんなの……ひっ！　あうううううっ！」

			「はぁはぁ……いいぞ、すごくいいぞ……！」

			「うああああっ！　ひいいっ！　い、痛いっ！　痛いぃぃぃぃぃっ！」

			快楽を満たす為だけに何度も何度もペニスを突き上げる。反り返った肉棒が奥に打ちつけられる度に、ユキノは悲鳴を上げて身をよじった。
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			「せ、先生っ！　痛いです！　痛いぃぃぃっ！　あうっ！　んああああああっ！」

			「少し我慢してろ……そのうち気持ちよくなるからさ……」

			「せ、せんせ……い……んんっ！　ああっ！　あああああああああっ！」

			「こ、この感覚……たまんないな……くぅぅ……」

			「あううううっ！　……せ、せんせ……や、やめて……ひっ、ひぃぃぃぃっ！」

			哀願するような声は、男の興奮を煽るばかりだ。正義は、腰を激しく振り始めた。

			「そらそらっ！　まだまだこんなんじゃ終わらないぞ！」

			「ひっ！　ひぃぃぃぃっ！　さ、裂けちゃう！　ア、アソコが……んはぁぁぁっ！　あっ！　あうううううっ！」

			悲鳴を上げるユキノに構うことなく、自己の快楽のためだけに肉竿を抽送する。

			口では痛みを訴えつつも、ペニスが奥まで入り込むと、まるで抽送を止めようとするかのように、膣がギュッと締まってくる。

			「くぅぅっ……す、すごい締めつけだ……うっ、ううっ」

			今まで味わってきたどんなオマンコよりも気持ちがいい。

			想像をしていたとおり──いや、それ以上にユキノのお嬢様マンコは極上だった。

			「せ、せんせっ……も、もう……やめて下さい……ひっ！　あひぃぃぃっ！」

			「何を言ってるんだ、桐原。まだまだ……これからだぞ！」

			苦痛に歪むお嬢様の表情を網膜に焼付けながら、情け容赦なく肉竿を突き立てる。

			「んぐぅっ！　せ、せんせ……だめっ！　……も、もう……つらい……はああっ！」

			「はぁ……はぁ……い、いいぞ……この締めつけ……うううっ」

			肉竿が苦しいぐらいの強烈なしまり具合。

			まったく擦れていない本物のお嬢様だからこその純粋な反応に、異様なほどに興奮が高まってゆく。

			「はぁ、はぁ……あうっ！　んっ、んんんんんっ！」

			そうしているうちに、少しずつであるが、ユキノに変化が訪れた。

			何度も肉竿が膣を出し入れされるうちに、膣内が徐々に熱を帯び始めてきたのだ。腰の動きも少しずつだが、スムーズになってきつつある。

			「あぁぁぁぁっ……ひっ……んんっ！　あっ……ああぁぁぁ」

			さっきまで痛いと叫んでいたのに、今はもう痛いとは言わなくなってきている。

			それどころかユキノの口から漏れる声は、どこか甘い感じに変わってきているのだ。

			「せ、せんせっ……いっ……んっ、んんっ……はうっ！　んっ……ああぁぁぁっ」

			膣壁からはネットリとした汁が溢れ出てきて、出入りを続けるペニスに絡みついてくる。

			「こ、この感じは……」

			間違いなく、オマンコから愛液が染み出してきているのだ。

			「せ、せんせっ……ああっ！　も、もう……わ、私っ……んんんっ！　あっ、ああぁ」

			口を突いて出る声は、あきらかに悲鳴ではなく喘ぎ声に変わってきている。

			そう思った正義は、一旦腰の動きを弛めるとそっと耳元で囁きかけてやった。

			「……どうだ？　感じてきたか？　お前のオマンコがグチュグチュとイヤらしい音を鳴らし始めてきたぞ」

			そんな指摘に、ユキノは羞恥に表情を歪める。

			「あぁぁ……せ、先生……そ、そんなこと……言わないで下さい……あぁぁぁ」

			「うるさい！　本当はこうされたかったんだろ！　そらそらそらっ！」

			「ひぃぃっ！　あうっ！　はぁぁぁんっ！　あああぁぁっ！」

			薄っすらと涙が滲んだ瞳。悲鳴をあげる唇。

			どんなに激しく拒絶しようとも、男を迎え入れるための女性器は、その役目を果たしてしまう。

			「ほらほら、桐原！　お前も遠慮しないで悶えていいんだぞ！」

			「せ、先生ッ……やめて！　んあっ！　ああああああああああっ！」

			どんなに乱暴にされても、膣内からとめどなく淫らな水音が漏れでる。

			それは、膣を傷から守るための防衛本能であり、快楽を求めるための女の本能なのだ。

			「あっ！　あぁんっ！　だめっ……んんんんっ！　ああっ！　やめて下さいぃぃぃっ！」

			息を荒げながら、更にピストン運動を速める。

			本物のお嬢様オマンコの奥まで容赦なく突っ込んでゆく。

			「あぁぁ…………せ、せんせ……も、もう……やめてください……あぁぁっ！」

			「も、もう少しだ……もう少しで……くっ、ううっ……」

			徐々に射精感が込み上げてくる。このまま永遠に味わっていたい気持ちと、今すぐにでも放ってしまいたい気持ちが拮抗する。

			それでもラストスパートをかけるように、腰の動きを激しくさせていった。

			「はうううっ！　そ、そんな乱暴に……ああっ！　痛いっ！　んっ、あひぃぃぃぃっ！」

			「そらそらそらそらそらっ！」

			「やっ、あああああっ！　は、激しいっ！　んんっ！　くっ…あああぁぁっ！」

			「くっ……い、いいぞっ……うううっ」

			「ああっ！　はぁんっ！　せ、せんせっ……んはっ！　はうっ！　んんんんっ！」

			「ま、まだまだ……このまま最後まで……そらそらそらそらぁっ！」

			「んはっ！　あっ！　ああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			一際大きな声を上げて、ユキノの身体がビクンと跳ねる。

			次の瞬間、ヒクヒクと痙攣していた膣が一気に収縮してペニスを痛いほどに締め上げてきて、気を失いそうになるぐらい強烈な快楽が押し寄せてくる。

			「す、すごい……し、締まる……くっ……ううっ！」

			一気に強まる射精感。

			外に出すか中に出すか。そんなのはもう決まっている。

			「な、中に……出すぞ……！」

			「あぁぁ……な、中にって……んんっ！　な、なに……？　くっ……うぅんっ」

			どうやらユキノには中出しの意味が理解できないようだった。

			何しろ性というものとは隔絶されて生きてきた、純粋培養の本物のお嬢様なのだ。

			そんな汚れを知らない箱入のお嬢様の膣内に、白く濁った欲望の精液を注ぐことができると思うと、異常なほどに興奮が高まってくる。

			「そぉらぁっ！」

			根本まで挿入したところで、込み上げてきた感覚を一気に解き放つ。

			ドクンドクンと脈打ちながら、ペニスから大量の精液が膣内に注ぎ込まれてゆく。

			「ひっ！　な、なにっ!?　あうううっ……な、なにか出てる……お腹の中に……！」

			「凄い締まりだ……ま、まだ出る……うううっ！」

			声を上げて身悶えると、膣の締めつけがますます強くなってくる。

			更に射精を促されて、膣内に白い欲望を吐き出してゆく。

			「あぁぁぁ……お腹に……あついのいっぱい……な、なんですか……これ……」

			「……うっ……くっ……あっ…ううっ！」

			今までで最高の快楽に、射精はなかなか止まってくれない。

			「ま、まだ……出るっ……くっ、うううっ！」

			正義は呻き声を上げ、腰をブルブルと震わせる。

			膣内に大量に精液を放ち続けると、ユキノは何ともいえない表情を浮かべた。
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			子宮に精液を注がれる初めての感覚に、戸惑いながらも快楽を感じているその顔。

			その表情に興奮は更に高まって、更に射精感が込みあがってくる。

			「くぅぅっ……ぜ、全部中に……出すぞ……ああぁぁぁっ！」

			「あぅぅ……せ、せんせいのが……お腹の中に……入って……きます……」

			初めて注がれる男の精を受け、ユキノは困惑しながら唇をワナワナと震わせた。

			その姿が、たまらなくいい。

			やはり、本物のお嬢様の味は素晴らしいものだった。

			


			


			「うぅぅ……ううぅぅぅ…………」

			事が終わった後、ユキノはショックと痛みからすすり泣き始めた。

			冷静に考えると、これはまずいことをしてしまったかもしれない。

			射精と共にしぼんだ欲望と共に、現実的な考えが脳裏に浮かんできた。

			何しろユキノはそこいらのお嬢様とはわけが違うのだ。世界的大複合企業『桐原グループ』の箱入り娘。そんなお嬢様を強引に犯してしまったのだ。

			これがユキノの親に知られれば、全世界を敵に回すに等しい。今までどんなお嬢様を抱いても、どこか冷めていた正義なのに、思わず我を忘れてユキノを犯してしまったのだ。

			「……せ、先生、あの……」

			「桐原……」

			「やっぱり……あの噂は……本当だったんですか？　先生は……色んな女の子と、こういうことしてるんですか？」

			「……いや、桐原、お前だけだ」

			咄嗟についた嘘。本当は、他にも性欲処理代わりに使っている女子生徒は何人もいる。

			だが、本当に興味をそそられるお嬢様は、今は桐原ユキノの他にはいない。

			「……えっ？」

			ユキノは驚いた表情を浮かべた。そこをチャンスと見た正義は、一気にまくし立てた。

			「俺はずっと……キミに好意を抱いていたんだ。だが俺とキミは教師と生徒の関係……だから今まで言い出せずにいたんだ」

			「せ、先生……」

			「だけど……キミが眠っている姿を見て、あまりにも可愛かったから……心の歯止めが利かなくなってしまったんだ。本当にすまなかった」

			そう言って、深々と頭を下げる。

			「そ、そんなこと、突然言われても……」

			ユキノは頭を下げた正義を見て、困惑した表情を浮かべていた。

			だがその顔は真っ赤に染まっていて、どうやら満更でもないといった感じに見える。

			「……こんなことをしてしまった俺は、教師失格だな。辞表を出して学園から去るよ」

			「えっ!?　そ、そんな……先生……」

			学園を辞めるという言葉に、ユキノは激しく動揺していた。

			信頼できる唯一の先生と離れたくない、その姿はそう言っているも同然。

			そんな反応を見ながら、正義は芝居がかった感じで言葉を続けた。

			「……桐原だって、もう俺の顔など見たくないだろ？」

			「そ、そんなことないです！　せ、先生……辞めるだなんて、言わないで下さい」

			「桐原……それじゃあお前、俺のこと……許してくれるかい？」

			「あ、あの……その……は、はい……」

			「ありがとう、桐原。……本当に愛しているよ」

			「せ、先生……」

			どんどん顔が赤くなるユキノを見て、正義は心の中でニヤリと笑った。

			まさかこんな調子で言い逃れられるとは思わなかった。

			──そう、何も恐れることはない。所詮、本物のお嬢様なんてこんなものだ。

			正義は心の中で、暗く笑った。

			


			


			翌日。早朝の準備室に正義は来ていた。

			まずはユキノに噂を吹き込んだ、姫野ユリを何とかする必要があるからだ。

			腐りかけたリンゴは、早めに排除することが第一だ。携帯電話を取り出すと、おもむろに電話をかける。一度、二度、コールが鳴ったところで相手が出る。

			「……先生、俺です。神成です。ええ、はい……二年の姫野ユリ、ご存じですか？」

			電話の相手は他でもない、共犯者とでも呼ぶべき人物である。

			正義はその教師とつるんで、何人もの女子を食い物にしてきていた。

			「……ええ、そうです……はい、はい……そうですか。話が早くて助かりますよ。ネタは写真があるので、後でメールで送っておきます……それでは」

			手短に話を終えると、自宅で管理していたＳＤカードを携帯に挿入する。

			その中のデータには今回の件で噂を流した姫野ユリのあられもない姿が保存されている。

			「まったく……面倒なことをしてくれるな」

			データの中から顔出しヌードの写真やハメ撮り画像などをメールに添付して送信する。

			「とりあえずこれで、こっちの方は問題ないだろう。姫野も大人しく言うことを聞いていれば、こんなことをせずに済んだのに」

			共犯者が姫野ユリを散々弄ぶことになるだろうが、もう正義の知ったことではない。

			携帯電話をポケットにしまい込み、窓から外を眺める。

			そこには登校してくる生徒達の姿があった。

			「これで心おきなく、ユキノに集中できるな」

			もう他の女子生徒を性欲処理代わりに使う必要もない。

			今はもう本物のお嬢様である桐原ユキノを手にしたのだから。

			


			　　　　　＊　＊　＊

			


			「…………」

			ユキノは昨日のことをずっと考えながら、登校していた。

			心の底から信頼していた憧れの神成先生。その先生が、自分にあんなことをするだなんて夢にも思わなかった。昨夜はショックで、ほとんど眠ることができなかった。

			じんじんと痛む秘部が、それが夢ではなく現実だということを証明していたのだから。

			それでも、正義は自分のことを愛している、と言ってくれた。

			そう言われた瞬間、心に甘い波紋が広がって、今まで感じたことのない幸福な気持ちに包まれた。

			──お父様も、お兄様も、私のことを愛してくれない、大切に思ってくれない。事業のことで頭がいっぱいで、お金のことしか考えていない……。

			自分を愛してくれる憧れの先生。それだけで、ユキノの心は浮き立つようだった。

			──でも、恥ずかしい……どんな顔をして今日、先生に会えばいいんだろう？

			このときのユキノは、幸か不幸か、まだ正義の裏の顔には全く気がついていなかった。
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			昼休みになり準備室に入った正義は、すぐさまユキノを呼び出すことにした。

			ユキノの携帯電話の番号は、相談に乗っていたときにすでに聞き出してある。

			『……は、はい。桐原です』

			電話の向こうから聞こえてくる声は、どこか戸惑っている感じである。

			「ああ、桐原。僕だ、神成だよ。話があるから、今すぐ準備室に来てもらえるかな」

			『は、はい。わかりました』

			ユキノは慌てたような上ずった声で答えると通話を切った。

			「さてと……本当に来るだろうか？」

			自分はユキノを襲った張本人だ。万が一ということもある。

			それでも正義はいつものようにコーヒーを淹れながら、ユキノが来るのをじっと待つことにした。

			アルコールランプでフラスコの中の水を温め、漏斗にコーヒーを入れる。

			しばらくするとフラスコの中の水が沸騰して、ポコポコと音を立て始める。

			そのタイミングで漏斗をフラスコの上にはめると、沸騰したお湯が管を伝って漏斗の方へと上がってゆく。もうすっかり慣れた動作だ。

			お湯の中でコーヒーが踊ると、独特のいい香りが立ち始めた。と、そのとき。

			「失礼します……」

			控えめなノックがされてドアが開き、ユキノが準備室へ入ってきた。

			「来てくれたんだね」

			「は、はい……」

			昨日のことを意識してか目を合わさず、どこか落ち着かない感じである。

			「とりあえず……座って」

			「はい……」

			促されるまま、昨日自分が犯されたソファーに座る。

			「今、コーヒーを淹れていたところなんだ。さあ、どうぞ」

			淹れたばかりのコーヒーをカップに注ぐと、ユキノに差し出す。

			「ど、どうも……ありがとうございます」

			ユキノは何の躊躇もなくカップを手に取ると、疑いもせずに一口啜った。

			昨日のレイプまがいの行動が、作為的なものだったとは思っていないようだ。

			──ここまで人を疑わない純真さも、どうかと思うが。

			だが、そのおかげで自分はこうして安穏としていられるのだ。

			「あ、あの……先生。お話って、なんですか？」

			コーヒーを飲みながら、切り出すユキノ。その言葉にわざと真面目な表情を作って正義は答えた。

			「いや、昨日のことを改めて謝りたいと思ってね」

			「き、昨日のことって……」

			激しい性交のことを思い出したのか、一気に顔が赤みを増してゆく。

			「実は……俺、やはり教師を辞めようと思うんだ」

			「え……？」

			「昨日も言ったけど……教職者としてあるまじきことをしてしまったし…………それに桐原も、何だかんだ言っても俺の顔を見るのが辛いだろうからね」

			「そ、そんな……せ、先生……辞めないで下さい……私も先生のことが……す、好きですから。だから、その……この前のことは何の問題もありませんっ」

			「……好き？　桐原は自分を襲った男のことを、今でも好きだっていうのかい？」

			「は、はい……だって、私の話を真剣に聞いてくれたのは、先生だけでしたから」

			「桐原……」

			あたかもその言葉に感動しているような表情を作りながらも、正義は心の中ではまるで違う思いを浮かべていた。

			──純粋というか世間を知らないというか、桐原はかなり頭がゆるい生徒だな。まあ、その方が俺にとっては好都合というものだが。

			「先生、辞めるなんて言わないで下さい……」

			必死にそう訴えかけてくる箱入りのお嬢様に、ゆっくりと歩み寄る。

			そして、おもむろにその身体をギュッと抱きしめた。

			「あっ……せ、先生……」

			「桐原……ありがとう。だけど、ほら……」

			「きゃっ……せ、先生。これ……」

			ユキノは腕の中で動揺した声を漏らした。無理もない。すでに固く勃起した股間を、押しつけられたのだから。

			「……やっぱり俺は教師失格だよ。桐原を前にすると……こうして自分を抑えることすらできなくなってしまうんだから」

			「先生……」

			しかし、ユキノは嫌がるでもなく意を決したような表情を浮かべた。

			そして震える唇を、ゆっくりと動かして言葉を紡ぐ。

			「せ、先生……じゃ、じゃあ私が何とかします。どうすればいいか、教えて下さい」

			「桐原……」

			真剣な顔で見つめながらも、心の中では笑いが止まらない。

			──まったく、どこまでお人好しで、純粋なんだ。

			心の中でほくそ笑みつつも、実際の正義の表情は真面目なものだ。

			その表情のまま、問いかける。

			「桐原、本当にいいのか？」

			「は、はい……」

			「それじゃあ……俺の興奮したものを、慰めてくれないか」

			そう言いながら、ソファーに腰を下ろす。

			するとユキノはひざまづき、おそるおそる股間に顔を寄せてきた。

			「あ、あの……どうすればいいんですか？　先生」

			「まずはズボンの中からオチンチンを取り出してくれ。パンパンになっていて痛いんだ」

			「えっ!?　お、おちん……ちんって……男の人の……あ、あれ……ですよね」

			「ああ、そうだよ。ほら、ズボンの中にあるの……膨らんでるの……見えるだろ」

			「…………」

			ユキノは股間を見つめながら、思わず息を飲み込んだ。そんなウブな反応に、ペニスはさらに熱くたぎってゆくばかりである。

			「は、早くしてくれないか……どんどん大きくなって……痛いんだ」

			「あっ……す、すみません、先生……」

			ユキノは、震える手をおそるおそる股間へ伸ばしてきた。

			「早く……ジッパーを下ろして……俺のオチンチンを楽にしてくれないか」

			「は、はい……先生……」

			少し強張った表情で、ズボンのジッパーを下げる。すると中に閉じこめられていた肉棒が、弾けるように飛び出した。

			「きゃっ！」

			いきなり目の前に現れた男性器に、可愛らしい悲鳴を上げる。

			「……どうだ、桐原。これがお前を女にしたモノだぞ」

			「こ、こんなに大きいものが……わ、私の中に入ったなんて……信じられないです」

			目の当たりにした肉棒に、驚き動揺するユキノ。こうして見るのは初めてだろうから、仕方ないと言えば仕方ない。

			だが、早いところ始めて貰わないとペニスは収まりがつかない状態だ。

			「……イヤだったら、いつでもやめていいんだからね」

			逸る気持ち押さえ込み、正義は優しく囁いた。

			「い、いいえ……だ、大丈夫です……先生」

			そう言いながら、目の前にあるペニスをまじまじと見つめる。

			初めて見た男性器に興味津々のようだ。

			「こ、これが……男の人の……お、おちんちん……」

			「……それじゃあ、触ってみてくれないか」

			優しく促すように告げると、ユキノは少し困惑した表情で呟く。

			「あ、あの……どう触れば良いんですか……？」

			「軽く握るような感じで、触れてくれればいい」

			「軽く……握るんですか……？」

			「ああ、そうだよ。敏感な部分だから、優しく触って欲しいな」

			「は、はい……わかりました……」

			そう答えながら、おずおずと反り返った肉棒に手を伸ばす。

			「……うっ」

			白魚のような指がペニスに触れると、思わず声が出てしまった。

			ユキノは慌てて手を引いた。

			「ご、ごめんなさい……い、痛かったですか？　先生」

			「い、いや……大丈夫だ。そのまま、続けて……」

			「は、はい……」

			ユキノはおっかなびっくりな感じで、肉棒を再びその手に握った。

			柔らかな指先の感触と手のひらの体温を感じるだけで、気持ちがいい。

			「あ、あの……こ、こんな感じで……いいですか？」

			「あ、ああ……いいよ……そのまま手でしごいて……」

			「は、はい……先生……」

			言葉に従って、ゆっくりと手を上下に動かし始める。

			「せ、先生……これで……いいですか？」

			「いい……すごく気持ちがいいよ……桐原」

			「こうしたら……男の人って、気持ちいいんだ……」

			「ああ、そうだよ。桐原は上手だな」

			その言葉にユキノの頬が赤みを増してゆく。
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			「じょ、上手って……そ、そんな……私は……」

			そんなウブな反応に、更に興奮が煽られる。

			お嬢様の指に包まれて、肉竿は徐々に固くなってゆく。

			「あっ……なんか……すごく熱くなって……ビクビクして……」

			「気持ちがいいと……そうなるんだよ。いいから、そのまま続けて」

			「は、はい、先生」

			素直にそう答えたユキノは、肉棒をシコシコと手でしごき続ける。

			「いいよ……桐原……あっ……あぁぁ……」

			「せ、先生……」

			気持ちよさそうにしている姿を見て、少し安心したのかユキノは表情を和らげた。

			そして若干余裕が出来たのか、手にしたモノをマジマジと見つめる。

			「これが……男の人の……お、おちんちん……なんだ……」

			「ああ、そうだよ。これで男は女性を気持ちよくさせたり、種付けしたりするのさ」

			「た、種付けって……」

			ユキノは思わず握ったペニスから目を逸らした。その反応がまた、可愛らしい。

			本物のお嬢様ならではの反応に正義は満足した。

			「ふふ……あまり見る機会など無いだろうから、しっかり見ておくんだぞ？」

			「あっ……は、はい、先生」

			手コキをさせながら保健体育を教えているような気持ちになる。何も知らない少女に、性を教え込むことほど楽しいことはない。

			「こ、こんなに熱くなって……どんどん大きくなって……男の人のおちんちんって……こんなに変わっちゃうんだ……」

			「ああ、興奮すると、どんどん大きくなって固くなるんだよ」

			「ほ、本当だ……す、すごく……か、固い……」

			触っているうちに、男性器にも慣れてきたようだ。

			──そろそろ、本格的に奉仕して貰うとするか。

			いよいよ、お嬢様のフェラチオを味わうときが来たのだ。柄にもなく正義は興奮してしまっていた。今までに多くの女子生徒を手にかけてきたのに、やはりユキノは別格だった。

			「桐原……次は口で咥えてくれないか？」

			「えっ？　く、口で……ですか？」

			「ああ、そうだよ。桐原の可愛いお口で咥えて欲しいんだ」

			「で、でも……口で咥えるなんて……」

			さすがにペニスを口に咥えることには抵抗があるのか、困惑の表情が浮かぶ。

			取り繕うことを知らない箱入りのお嬢様は、すぐに顔に感情が出るのだ。

			だからこそ、手に取るように心理がわかる。そして同時に、そういうときの対処法も正義にはよくわかっていた。

			「イヤならいいんだ……桐原……」

			「えっ……？　せ、先生……？」

			「……やっぱり無理だよな。口で咥えて欲しいだなんて……そんなことできないよな。汚らしく思ってるだろう？」

			「そ、そんなっ！　私は、そんな汚らしいなんて……思ってないです」

			「いや、そんな無理をしなくてもいいんだ。いやだったら、もう終わりにしよう」

			そう言ってわざとこちらが引いてゆけば、

			「い、いやじゃないです。先生のなら……わ、私……」

			想定通り、ユキノは自らを犠牲にしてゆくのだ。

			「……じゃあ、口でしてくれるのか？」

			「は、はい……やります」

			ユキノは自分に言い聞かせるようにそう言うと、股間に顔を近づけ反り返った肉塊をおそるおそる口に含んでいった。

			「んっ……んんんっ……」

			「あっ……ううっ……」

			生温かい感覚が、ペニスを包み込んでくる。

			その感触に思わずゾクゾクしてしまうほどだ。

			生粋のお嬢様が、自分のペニスを口に含んでいる。それだけで、テンションが上がるというものだ。
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			「むぅぅっ……んっ……んんっ……」

			しかし、咥えたまま動く気配はまるでない。

			むしろ、困惑した表情でこちらを見つめてくる。

			「うっ……ううっ……」

			「ああ、そうか」

			咥えろとは言ったが、それ以上のことは何も指示していないのだ。

			何も知らないお嬢様には一から教え込まないといけない。

			「うぐうぐっ……うっ……むぅぅ……」

			やはり、やり方を教えない限り、ここから先には進みそうもなかった。

			どこまでもお嬢様なのだ。だが、それがいい。

			「桐原……これから俺が言う通りにするんだぞ」

			ユキノは肉棒を咥えながら小さく頷いた。

			「そのまましゃぶって……唇でしごくようにしながら、舌で舐め回すんだ」

			「ふぁ、ふぁひっ……んっ……んんっ……」

			「そうだ……それでいい……うっ、うううっ……」

			「あっ……うっ……くっ……んんっ」

			かなり動きはぎこちないが、それだけに新鮮な感覚がある。

			やはりお嬢様は、これぐらいぎこちない方がいい。

			「んっ……んんんっ……むっ、うぅぅん」

			まるでテクニックなど無い、戸惑いがちの舌使いだが、それがたまらなく良い。

			「いいぞ……いいぞ……あぁぁ、気持ちいい……」

			「うむぅっ……んっ、んんっ……あふっ……むぅぅ……んじゅる」

			「ゆっくりしゃぶったり……速くしゃぶったり……色々試して欲しいな……桐原」

			「あふっ……わ、わかりました……先生。んっ……むぅぅっ……んじゅる……んんんっ」

			ユキノは言われたことを、早速、従順に実行する。

			試行錯誤しながら、口に含んだペニスに舌を絡めしごいてゆく。

			こういうところにも桐原ユキノの生真面目さが感じられる。

			「ああ……いいぞ……すごくいい感じだ……くっ……うううっ……その調子だ」

			「んちゅ……んっ、んんっ……ふぅむっ……ぺちゃゃ……む、うううっ……」

			裏筋を舐め上げるような舌の動きは、なかなか悪くない。

			「……んっ、んんっ……あふっ……せ、先生……こんな感じでいいでしょうか？」

			「ああ、そのまま続けて……」

			「は、はい……うむっ……うっ……んんんっ……んちゅ……むぅぅ……」

			ゆっくりとユキノの頭が上下する。

			その度に、まるでアイスキャンディーでも舐め回すかのように舌が動いてゆく。

			本物のお嬢様の舌は今までのどの女よりも、柔らかかった。

			「うむぅぅっ……んぐんぐっ……むっ、ぅぅんっ……んじゅる……んちゅんちゅ……」

			口からしゃぶる音が漏れると、場が淫らな雰囲気に包まれてゆく。

			反り返ったペニスが唾液にまみれててらてらと光り、肉竿は血管が浮き上がってビクンビクンと痙攣し始めていた。

			「あうっ……先生の……すごく、脈打ってる……んっ……んんっ……」

			「気持ちいいから……そうなるんだよ。桐原のフェラチオが……だんだん上手くなってきたから……」

			「んちゅっ……んっ、んんっ……んふっ……ふぇ、ふぇらちお……ってなんですか？」

			「そうやって口で気持ちよくするのが……フェラチオっていうんだ。覚えておくんだよ」

			「は、はい、先生……」

			「それじゃあ……しっかりフェラチオをしてくれないか？」

			「はい……うぅむっ……んっ……んじゅる……んちゅ…うぅぅぅっ」

			促すとユキノはまた頭を振ってペニスをしゃぶってくる。慣れてきたのか、その舌使いはだんだん大胆になってきつつあった。

			「んぐんぐっ……ちゅ……んっ、んんっ……んちゅ……むっ、ううぅぅぅっ」

			それでも上品さは残っていて、舐め上げる舌の動きはかなり丁寧な感じである。

			そこらのお嬢様とは違う、生まれ持った気品というものを感じられるのだ。

			「あぁぁ……いいぞ……すごく気持ちいいぞ、桐原……」

			「せ、せんせ……んっ……むぅぅん……んちゅ……ふむぅ……んっ、んんっ……」

			褒められる度に、ユキノのフェラはどんどんうまくなってゆく。

			純粋に、悦んでもらえるのが嬉しいらしい。

			「……んっ、んんっ……んじゅる……んむぅぅぅっ……くふっ……ううぅぅぅん」

			肉竿に絡みつく舌の感触、そして時折吸ってくる感じには、たまらないものがある。

			「むぅぅっ……うぐうぐっ……んっ、んんんっ……せ、先生……ど、どうですか？」

			「い……いいよ。でも裏側も丹念に……舐めて欲しいな……」

			そう指示を出すと、ペニスを咥えたままユキノは小さく頷いてみせた。

			そして、亀頭の裏筋にその柔らかい舌を這わせる。

			「……んんんっ……んちゅる……んむぅぅぅぅっ……」

			「あっ……そ、そうだ……うっ、ううううっ……」

			擦れる舌の感触に、肉棒の先からは先走り汁がじわりと溢れ出てくる。

			「うううっ……あふっ……な、何か……出てきてる……うむぅぅっ……んんっ」

			「き、気持ちいいと……で、出るんだ……さ、先から溢れたお汁も舐め取って……転がすように舐めて……」

			「は、はい……んちゅ……んっ、むぅぅ……うぐっ……んっ、んんっ……ど、どんどん溢れてきます……んちゅ……うむぅぅ」

			「はぁ、はぁ……溢れた汁は全部舐め取ってくれ……うっ……うううっ」

			「んぷっ……んむぅぅっ……わ、わかりました……じゅる……んむぅぅん」

			ユキノの舌が汁を舐め取る度に、ゾクッとする感覚が背筋を駆け抜ける。

			その感覚でまた新たな汁が、ジワリジワリと溢れ出してゆく。

			「……んっ……んんんっ……うぅむっ……あふっ、ぅぅん」

			「くっ……ううううっ……！」

			「んちゅっ……んっ……むぅぅっ……んぐっ……んんんっ……」

			テクニックならもっと上手い女はいるかもしれない。しかし、ユキノのフェラにはそれ以上に感じるものがある。

			この興奮は本物のお嬢様であるユキノがペニスを咥えているからだろうか？

			舌使いはお世辞にも上手いとは言えない。それでも、異様な興奮が正義を包んでいた。

			「あうっ……せ、先生の……すごく……脈打って……うっ……うむぅぅぅっ……」

			「あっ……ああぁぁぁ……桐原っ……」

			「んむぅぅぅっ……ぺちゃぺちゃぺちゃ……ふむぅっ、んぐんぐっ……」

			「うっ……くっ！　んんんっ！」

			そろそろ出そうな感覚が股間に満ちてくる。そんなペニスに、舌がネットリと絡みついてきた。

			「……んんっ……あふっ…んじゅるる……むぅぅ……んっ……ふぅぅん！」

			「き、桐原……くぅっ……はぁ、はぁ、はぁ……」

			「んちゅる……んっ、んんっ……せ、先生の……すごく熱くなって……ビクビクして……むぅぅっ……んっ、んんっ！」

			「あっ……ああっ……で、出るっ…………うっ、くううっ……」

			睾丸が熱くなって、マグマのように熱い白濁液が込み上げてくる。

			もう、我慢できそうにない。

			そのまま腰を突き出して、正義は迷うことなく、汚れを知らないお嬢様の口内に一気に精液を放った。

			「ん、んむ、んっ……んぐっ!?　むっ、ううっ！　うむぅぅぅっ!?」

			いきなり口の中に出されたユキノは、驚いたように目を白黒させた。

			それでも構うことなく肉棒を突き出して射精を続ける。

			「ううっ、ううう、うううっ！」

			「むぅぅっ！　あううっ！　うぐぅっ……うううぅぅ！」

			ドクンドクンと脈打つ度に、ユキノの口の中にザーメンが満ちてゆく。

			その独特の匂いと味に、ユキノは思わず顔を歪めた。

			「うぐっ……く、くるしっ……むぅぅ……」

			「まだ……だ、出すぞっ……んっ！　くうっ！」

			それでも込み上げてくる感覚に従って、全ての精をユキノの口に注ぎ込み続ける。

			唾液と精液が混じって、ねっとりした感触がペニスを包み込んでかなり気持ちがいい。

			「うむぅぅぅっ……うっ、ううっ……ごふっ……んんんっ」

			出し続けるうちに、ようやくペニスも落ち着いてきた。

			一滴残らず全ての精液を口の中に出し切ったのだ。

			「はぁぁ……すごくいっぱい……で、出たな……」

			「うっぷっ……うっ……うむぅぅぅ……！」

			「ふぅぅ……すごく良かったよ……」

			満足げにそう言うと、萎え始めた肉棒を口から引き抜く。

			「んっ……んんんんっ……ううぅぅぅ」

			口の中の精液をどうしてよいのかわからないという感じで、ユキノは困惑した瞳で見つめてきた。

            
           
[image: 01]

 
			「おっと……そうか」

			何も知らない純粋無垢なお嬢様が、精液をどう処理してよいかわかるわけがない。

			「ぐっ……うっ……うぐっ……んんんんんんっ」

			頬を膨らませて精液を溜めたままのユキノに、正義はそっと囁きかけた。

			「そのまま……それを飲んでくれないか」

			「うっ……うううっ……」

			ユキノは涙目になりながら小さく頷くと、喉を鳴らして精液を飲み始めた。

			「うぐっ……んっ……んんんっ……うっくっ……うっ……うっ……」

			「そうそう。全部飲み干しておくれ」

			「……ぐっ……うっ、ううっ……んぐっ……んんんっ」

			懸命に飲もうと喉を上下させ続けていたが、その動きが不意に止まる。

			そして苦しそうな表情を浮かべ、口をもごもごさせた。

			「どうした？　大丈夫か？」

			「うぐっ……な、なんだか……の、喉に……うぐっ……引っかかって……んんんっ」

			かなり苦しそうに言いながらも、健気にも口の中の精液を全て飲み干してゆく。

			「ごくんっ……んっ……んんんっ……あふっ……はぁぁ……」

			やっとの思いで飲み下した後も、苦虫を噛み潰したような表情を浮かべていた。

			そんな表情を見て、正義に悪戯心が芽生えてくる。

			「桐原……どんな味だった？」

			かなり意地の悪い質問に、ユキノは少し考え込んで言った。

			「へ、変な味……です」

			その瞳は、明らかに恨めしそうな感じに見える。

			「そうか……無理を言って悪かったね」

			「…………」

			ねぎらいの言葉に反応せず、ユキノは目を逸らした。

			どうやら相当辛かったようだが、正義にとっては大満足だ。

			「ふふふふふっ……」

			遊びはここまでだ。もう気にすることなく、欲望のままにユキノに性欲処理をさせてしまえばいい。もう隠す必要は無い。思うがままユキノを陵辱してしまえばいい。

			正義の心にドス黒い気持ちが広がっていった。

			倫理も、道徳も、教師であるという職業意識も、本物のお嬢様を前にしては全てが意味をなさない。

			一度本物のお嬢様の味を知ってしまったら、到底止めることなど出来ないのだ。

			


			


			翌日も正義はユキノを電話で呼び出した。無論、性欲処理のためだ。

			『…………』

			しかし、電話口の向こうで、ユキノは沈黙していた。

			口内射精の上、精飲までさせられたことで、正義への不信感が芽生えているのだろう。

			「……桐原？」

			再度呼びかけると、電話の向こうのユキノが戸惑った声でしゃべり出した。

			『……す、すみません。今……その……ちょっと用事があって……』

			あからさまな嘘で、誘いを断ろうとした。その小賢しさにイラッとしてしまう。

			「……なあ桐原。一昨日お前が寝ていたときに、お前のあられもない姿を携帯で撮ってあるんだ……それをバラまかれてもいいのかな？」

			『っ!?　そ、そんな……！』

			「あの画像がインターネットなんかに出回ると、世界的な会社の令嬢としては、かなり困るんじゃないかな？」

			『うっ……』

			さすがにユキノは電話口の向こうで言葉に詰まった。

			「……ネットに一旦出回ると、もうどうしようもなくなっちゃうからなぁ」

			『……っ！』

			電話口で息を飲むのがわかる。

			その反応にほくそ笑みながら、正義はもう一押しした。

			「それでも……断るのかな？」

			『わ、わかりました……行きます……』

			とうとう観念したのか、そう言って電話を切る。

			「ふふふっ……」

			姑息な手段になったが、仕方がない。

			正義は椅子に腰を下ろして、ユキノが来るのを待つことにした。

			しばらくした後、ドアがノックされてユキノが準備室に姿を現した。

			あからさまに警戒した顔つきのユキノを、正義はニヤニヤ笑いながら迎え入れる。

			「感心しないな、桐原。見え透いた嘘で俺から逃れようとするなんて」

			「う、嘘じゃないです……」

			その言葉には明らかに勢いはなく、最後は完全に尻すぼみだった。

			こんな言い方では、自ら嘘でしたと言っているようなものである。

			「……また……何かするつもりなんですか」

			「当然だろ。ここにわざわざ呼び出したんだからな。なんだ、嫌か？」

			高圧的にそう言うと、目に怯えの色が浮かぶ。

			それでもユキノは毅然とした態度を取ろうと、食ってかかってきた。

			「い、いいわけないです。こ、これ以上……私に何かしたら……」

			「何かしたら？　ほお、俺が何かしたら……どうするつもりなんだ？」

			「…………」

			勢いで言ってみたものの、ユキノにはその先のプランが無かったらしい。そのまま完全に押し黙ってしまう。

			桐原家はごたついているから更に問題は起こしたくないだろうし、何よりもユキノにはこの事を打ち明けられるような親友などはいないのだ。

			正義には全ては織り込み済みだった。

			「……どうも桐原はまだ、どっちに主導権があるのかわかってないようだな？」

			「……ひっ！」

			正義が少し凄むと、まるで野獣の前の小動物のように萎縮する。

			──あまりハードなことをするつもりは無かったが、甘い考えを持った世間知らずのお嬢様には、お灸を据えてやるとするか。

			小刻みに震えるユキノの腕を掴むと乱暴に引き寄せる。

			「い、嫌っ！　何するんですか……!?」

			「何をするかなんて、決まってるだろ！」

			悲鳴のような声を上げる箱入りのお嬢様を、窓際に押しつけながら半裸に剥いてゆく。

			「きゃあっ！　や、やめてください！　こ、こんなの……外から見えちゃう……」

			「ふふふふふっ……」

			羞恥に顔を赤らめながら激しく身をよじるも、男の力の前ではお嬢様の抵抗など無きに等しい。

			「やめてっ！　やめてくださいっ！　せ、先生っ！」

			「そう心配しなくてもここは四階だし、正門からは逆方向だろう？」

			「そ、そういう問題じゃないですっ！　そ、外から見えるなんて……」

			「そうかい。まあ、俺の顔は見えてないから安心していいぞ」

			「ひ、ひどい、最低です……」

			意地悪な言葉に、悲しそうな表情を浮かべる。

			そんなお嬢様に、わざと優しい声で告げる。

			「そう騒ぐなよ。大人しくしてくれたら、あの画像のデータを渡してやるからさ」

			「……えっ？　ほ、本当ですか……？」

			餌をちらつかせた途端、抵抗が一気に緩む。

			そのまま、たたみ掛けるように言葉を続ける。

			「……ああ、本当さ。ＳＤカードごとデータを渡してあげよう。それなら安心だろ？」

			「それはそうですけど……本当に……？」

			「ああ。ただし……このまま大人しくしていてくれたら、の話だけどね」

			ニヤリと笑うと、ズボンの中から既に固くなったペニスを取り出して秘裂に擦りつける。

			「ひっ！　やっ……んんんんっ！　あっ……ダメですっ……」

			「データ……欲しくないのかな？」

			「そ、それは……んんっ……」

			「だったら……大人しくしていることだ」

			耳元でそう呟いて、腰を前後させる。柔らかなオマンコをなぞるようにペニスが往復を繰り返すと、ユキノはむずがるように腰を動かした。

			「……んっ……っ……ぅぅっ」

			「いいなぁ……お嬢様のオマンコは、すごく気持ちよくて……チンポがおっ立ってくる」

			「そ、んなっ……くっ……うううっ……んっ……んんんっ」

			下卑た言葉を囁きかけながら、腰を振り続ける。

			「ほらほらほらっ……俺のチンポが桐原のオマンコに当たってるだろ……」

			「うううっ……そ、そんな恥ずかしいこと……言わないで下さい……」

			露骨な表現にお嬢様育ちのユキノは耳まで顔を赤らめた。そんなウブな反応が、更に興奮を煽るとも知らずに。

			「入れないで擦ってるだけなのに……すごく気持ちいいなぁ……」

			「あうっ……んっ、んんっ……やんっ……あっ……あああぁぁ」

			「お嬢様のオマンコってのは、素股でも具合がいいってわけか」

			「す、すまた……って……？」

			「こういうのを素股って言うんだよ。覚えておくんだな」

			「そ、そんなこと……覚えたくありません……んっ、あっ……あぁぁ……」

			「そう言うな。勉強だけじゃなくて性知識も覚えておけば、後々役立つぞ」

			「うっ……うううっ……」

			柔らかな割れ目を肉竿で擦るにつれ、徐々に熱を持ち始めてくる。その熱が肉棒をも熱くさせ、さらに大きく勃起させてゆく。

			「やっ…んっ……ど、どんどん……熱く……固くなって……あっ……あぁぁぁ」

			「それだけ桐原のオマンコが……気持ちがいいってことさ」

			「そ、そんなこと言われても……う、嬉しくないです……うっ、ううっ……」

			「そうか？　オマンコの具合がいいってのは最高の褒め言葉だと思うんだがな」

			「そ、そんなこと……あ、ありません……あうっ！　くっ……うぅぅんっ！」

			剛直して反り返ってゆくペニスに秘裂を刺激されて、ユキノの口からは喘ぎに似た声が漏れ出てくる。そして割れ目がジンワリと湿り気を帯びてきつつある。

			「ははっ、なんだかんだ言って感じて来ちゃったのかい？」

			「そ、そんな……ことは……」

			「そうか？　じゃあ何でオマンコが濡れてきてるんだ？」

			その指摘にユキノの顔が一気に赤く染まっていった。それでも首を横に振りながら、否定しようとする。
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			「ち、違う……違います。こ、これは……熱くて、汗で……」

			「ほお、汗ねぇ……随分とネットリとした汗を掻くんだね」

			「…………」

			からかうような言葉に、唇を噛みしめて目を伏せる。そんなお嬢様を更に責め立てるように、腰の動きを速めてゆく。

			「ほらほらっ！」

			「んっ！　あっ……あうっ……くぅぅん……！」

			すっかり反り返った肉棒は、割れ目を抉るように刺激する。腰が前後する度に、ユキノはビクビクと小刻みに身体を震わせた。

			いくら言葉で否定しても、身体はどこまでも正直なのだ。

			「ああっ……あんっ……んっ……やっ、ああっ……」

			「……そぉらっ！　そぉらっ！」

			「ひっ……んんんっ！　あっ、あくぅぅっ……あっ、ああっ！」

			「あぁ……割れ目に俺のチンポが食い込んで……き、気持ちいいなぁ……」

			「……ううううっ……も、もうやめ……あっ！　んんんっ！」

			「なんだ？　データは諦めるのか？」

			「そ、それは……あっ、うっ……ううっ……」

			「データが欲しいんだったら、もう少し大人しくしていることだな。ほらほら」

			「ひっ！　んんんんっ……あっ、あああっ……」

			「あぁ気持ちいい。俺のチンポが、どんどん勃起してゆくぞ。ほら、わかるだろ？」

			「あっ、あああっ……くっ、ううぅぅぅんっ……」

			より深く食い込むように反り返ってきたペニスに、ときどき小さな突起が当たる。

			「ひいっ！　な、なに……い、今の……んんっ！　あっ！　ま、また……ああぁぁぁ」

			ペニスが、ユキノのクリトリスに当たっているのだ。無論、性知識に乏しいお嬢様がその名称を知る由も無い。

			「やっ！　あぁんっ！　こ、こんな……痺れるようなの……あっ！　あああっ！」

			正義が腰を突き出す度に、まるで電気が走ったかのように全身を痙攣させ始める。

			「ふふふっ……いい感じになってきたみたいだな」

			「んんんっ！　これっ……だめっ……あひぃっ！　んっ！　あああぁぁっ！」

			「そらそらそらそらっ！」

			「はうううっ！　んんっ！　ひいっ！　やっ、あぁぁんっ！　ああっ！　はぁぁんっ！」

			ピストン運動をする度に、ユキノの身体は派手に跳ねまくる。

			肉棒でクリトリスを刺激されるにつれ、割れ目の湿り気は増してきてニュチュニュチュというイヤらしい音を立てていた。

			「オマンコがもうベチョベチョじゃないか……ほら、俺のチンポもグッチョリ濡れちゃってるぞ？」

			「そ、そんな……あっ！　あうっ！　わ、私……どうして……ひっ！　あああああっ！」

			「オマンコがヒクヒクしてきたな……入れて欲しくなってきたんじゃないのか？」

			そんな言葉に、ユキノは何かを振り払うかのように、激しく首を横に振る。

			「う、嘘です……そ、そんなわけ……あ、ありません……んっ、んんっ……」

			「嘘じゃないさ、俺のチンポに吸いついてきてるぞ」

			そう言って腰をクイクイと動かすと、ユキノはビクビクッと身体を小さく跳ねさせた。

			「うぅぅっ……あっ、ああぁぁっ……」

			「ふふふ……可愛いなぁ、桐原は……」

			身悶える耳元に口を寄せて囁くと、耳たぶを甘噛みしてやった。

			「〜〜〜っ！」

			途端にユキノは、声にならない声を上げて大きく身体をのけ反らせた。

			その瞬間、大きく腰を前に突き出して、待ち焦がれているオマンコに反り返ったペニスを挿入してやった。

			「そぉらっ！」

			「はううっ!?　あっ、あああああっ！」

			一昨日に処女を失ったばかりだというのに、ユキノのオマンコはすんなりと肉棒を奥まで咥え込んでゆく。

			「あああああっ！　入って、入ってくるぅぅっ！　んっ！　んんんっ！」

			肉棒を受け入れた膣内は、すっかり濡れてグチョグチョだ。

			素股で刺激されて、すっかり迎え入れる準備が出来ていたというわけだ。

			「おやおや……割れ目がヌルヌルだったから思わず入っちゃったよ」

			「そんなっ……う、嘘ですっ……うっ……あううっ」

			「嘘なもんか。ほら、オマンコの中もグチュグチュだぞ」

			そう言いながら、ゆっくりと腰を前後させてわざと淫らな水音を立てた。

			「……はうっ……うっ……んんんんっ……あっ……いやっ」

			「ほら、俺のチンポが出入りすると、グチュグチュいやらしい音が鳴ってるじゃないか」

			「あうううっ……んっ、んんっ……やっ……ああっ！　あっ……ああぁぁぁ」

			「聞こえるだろ、桐原。お前のオマンコがエッチな音を立てているのが」

			「やっ……あああっ……こ、こんな……こんなの……あうっ！　あっ、ああっ……！」

			「いくら嫌がったふりをしても、お前の身体は俺を求めてるんだよ。ほらほら」

			「ち、違うっ……そ、そんなわけ……な、ない……くっ、んんっ！」

			「こんなに淫らな音を鳴らすオマンコの持ち主が……いやなんて、よく言えたものだな」

			からかうようにそう告げると、ユキノは羞恥に顔を赤く染め、悔しさに唇を噛みしめた。

			「こ、こんな……こんなことって……ううっ……くっ、んんんっ」

			だがいくら恥ずかしかろうが悔しかろうが、身体の反応はどうにもできない。認めたくなくても、身体はどこまでも快楽に正直なのだ。

			「ほらっ、ほらっ……気持ちいいんだろ？　濡れたオマンコがヒクヒクしてるぞ」

			「くっ……うぅんっ……あっ、ああっ……あうっ、んんんっ！」

			「肉襞が絡みついてきて、たまらないなぁ」

			「やっ、ああっ……そ、そんなこと言わないでください……んっ、ああっ」
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			ユキノは羞恥心でどうにかなりそうだった。それでも、反り返ったペニスが出入りする度に、声を漏らして身悶えてしまう。

            「ロストバージンしたばかりなのに、随分とスムーズに出し入れできるな」

			「んんんっ！　言わないでって……あっ、ああっ」

			「ふふふっ……俺は本当のことを言っているだけだぞ」

			「あうっ……くぅんっ……ひっ！　あああっ」

			辱められれば辱められるほど、膣がヒクヒクと蠢きペニスを締めつけてくる。

			気持ちと身体が別の反応をするユキノに、正義は思わず笑いが込み上げてきた。

			「だが、締まりは抜群……最高だな……」

			どこか、からかうような口調で囁きかけながら、更に腰を大きく前後させる。

			「あっ……や、やだっ……あうっ！　んっ……くぅぅっ」

			「また濡れてきたぞ……気持ちいいんだろ？」

			「ち、違いますっ……あぁっ！　こ、こんなの……ち、違う……あっ！　あああっ！」

			「……そうか、外から見えるかもって思ったら興奮してきたんだな？」

			「ひっ！　いやっ！　こ、こんなの見られたくない！　あっ！　あああっ！」

			外から見えていることを思い出したユキノは、急に身をよじって暴れ出した。

			だが、その動きは返って膣をキュッキュッと締めることになる。

			「ほらほら、下から誰か見てるんじゃないか？」

			「やっ！　いやっ！　くっ……んんんっ！　あぁっ！」

			「何だかんだ言いながらも、どんどん濡れてきてるじゃないか」

			「そ、そんな……あうっ！　わ、私っ……んっ！　んんんっ！」

			「お嬢様は抑圧されているから、解放したい気持ちが強くて露出好きになるのかな？」

			「ば、馬鹿なこと……い、言わないで下さい！　んんっ……あっ……ああぁっ！」

			「馬鹿なこと？　誰かに見られてるんじゃないかって言った途端、お前のオマンコがすごく締まったぞ。興奮したんじゃないのか？」

			「……ち、違いますっ！　あああっ……な、なんでそんな……んっ、んんっ！」

			「ふふふっ……どうやら身体の方が素直のようだな。ほらほらっ、心のほうも素直になったらどうだ？」

			「ひぐっ！　んっ！　んんんっ！　わ、私は……わ、私ぃぃ……あうっ！　んんんっ！」

			「ほらほらほら、素直な桐原の方が可愛いぞ。もっと素直に感じて見せてくれよ」

			「……あうっ！　んんんっ……あっ、あああっ……も、もう……くっ！　んんんっ！」

			抽送を繰り返すうちに、隠しようもないぐらい淫らな表情を浮かべてしまうユキノ。

			「ふふふふふっ……」

			その姿を見て思わず笑うと、正義はポケットから携帯電話を取り出して操作を始めた。

			「んんんっ！　あっ……ああっ……ひっ、んんっ！」

			まずはカメラを起動して、画像の保存先を内部のメモリーへと変更する。

			そしてモードを写真から動画へと切り替える。

			その間も腰の動きは止めずに、ゆっくりとした抽送を続けていた。

			出入りを繰り返す肉棒の刺激に、ユキノは唇をワナワナと震わせて悶える。

			後ろで正義が携帯を操作していることには全く気がついていない。

			「こ、こんな……あぁぁ……さ、最初と全然違うっ……あんっ……あぁんっ！」

			「違う？　なにがどう違うんだ？」

			ユキノの耳元でそう問いかけながら、腰をクイクイと振る。すると身体が面白いようにビクンビクンと跳ねる。

			「あっ、ああっ！　やっ！　んんんっ！　あっ、はぁん」

			「ほらほら……これは最初のときとどう違うのか、言ってごらん」

			「あぁぁ……い、言えません……そ、そんなこと……」

			「なんで言えないんだい？　もしかして、恥ずかしいことなのかな？」

			「うううぅぅっ……」

			からかうような口調に、ユキノは涙を浮かべて嗚咽する。その姿は、何とも言えない興奮を覚えさせる。決して他の女子生徒では味わえない感情だ。

			「感じてるんだろ？　最初は痛かったけど、今は気持ちが良くて仕方ないんだろ？」

			「はうっ！　んんんんっ！　あっ……あぁんっ！　やっ……あああぁぁっ！」

			尻に腰を打ちつけると、ユキノは気持ちよさそうな喘ぎ声を上げた。

			「ほらほら、こうやって掻き回されるのが、気持ちよくて仕方ないんだろ？」

			「ち、違うっ……んんっ！　そ、そんなこと……な、ない……あっ、ああっ！」

			「何が違うんだ？　こんなに濡らしているのに……気持ちよくないとでも言うのか？」

			「んっ、あっ！　ああっ！　こ、こんな……んんんっ！　あっ、はぁぁんっ！」

			とうとう派手に喘ぎだしたユキノを見て、正義は携帯電話で動画の録画を開始する。

			「ふふふっ……」

			淫らなユキノの姿が、携帯の液晶の画面に映し出される。それを見ながら抽送を繰り返し続ける。

			「ほらっ、どうだ？　そらそらっ」

			「くっ……んんんっ！　あっ、ああっ！　せ、せんせ……も、もうやめ……あああっ！」

			「こうして……突かれるのが……気持ちいいんだろ？」

			「ち、違っ……そ、そんなこと……んはっ！　あっ、あんっ！　あぁんっ！」

			立ちバックの体位ということと、セックスにのめり込み始めているのとで、ユキノは携帯に全く気づく気配がない。

			そんな無防備な箱入りお嬢様の乱れる姿をバッチリ録画しながら、正義はピストン運動を続けた。

			「ほらほらほら……そろそろ素直に言ってみるんだ。最初とどう違うのか」

			「んんっ……あっ……やっ……あんっ……ああっ……ああああぁぁぁっ！」

			何度も何度も貫く度に、膣はグチュグチュと淫らな音を奏でる。

			「こんなに濡れているのは、セックスで気持ちよくなってきたからなんだろ？」

			「そ、そんなこと……あっ、ああっ……い、言えません……んっ！　ああぁぁぁっ！」

			「そうか……言えないなら、下の口にいっぱい喋って貰おうかな」

			濡れた膣をわざと派手に鳴らすために、奥まで挿入して腰をグラインドさせ掻き回す。

			「ひっ！　んあああああっ！　やめっ……あはぁぁぁんっ！」

			「ほらほら、下のお口は素直にエッチな音を鳴らしてるぞ」

			「やっ……んんんっ！　そ、そんな……あっ！　ああっ！　くっううぅぅんっ！」

			淫らに悶えるユキノの姿が、携帯画面にバッチリと映し出されている。

			それを見て正義は思わずニヤリと笑った。

			「ふふふっ……いいぞ……いいぞ……！」

			「あんっ！　あっ……あぁんっ！　こ、こんな……んんっ！　あっ…あああぁぁっ！」

			「くぅぅ……締まりがキツくなってきたな……」

			出入りするペニスに、膣内の肉襞が絡みついて締めつけてくる。

			そこを強引に抽送すると、襞に擦れてゾクゾクする感覚が背筋を駆け抜けてゆく。

			「はうっ！　んっ！　あっ、ああっ！　んあっ！　はぁぁぁぁんっ！」

			「やっぱり……具合がいい……このオマンコは、たまらないな！」

			「あああっ……な、何で……何でこんな……ひっ、あああっ！　あんっ！　あぁんっ！」

			「思いっきり吸いついてくる感じだ。そんなに俺のチンポを離したくないのかな？」

			「ち、違いますっ……わ、私は……」

			台詞の途中で、大きく腰を突き出して膣奥まで貫く。

			「んああああああっ！　あっ……あひぃぃぃっ！」

			その刺激に大きく身体をのけ反らせて激しく喘ぐ。

			「……どうやら、図星ということのようだね」

			「あっ……ああっ……ああぁぁぁ…………」

			「こうやって奥までチンポを突っ込まれるのが、気持ちよくて仕方ないんだろ！」

			「はぁんっ！　あんっ！　あぁんっ！　ひっ……ああああああっ！」

			「くぅぅっ……気持ちいいなぁ……まったく、最高のオマンコだ！」

			興奮のまま、腰の動きを更に速めてゆく。パンパンと小気味良い音が響いた。

			「あああっ！　やめてっ……そ、そんな乱暴な……あうっ！　んんんんんっ！」

			「少しぐらい乱暴な方が……興奮するだろ？　ほらほらっ！」

			「そ、そんなこと……んんんっ！　くっ、ああっ！　ああぁあっ！」

			「そらそらそらっ！　もっと気持ちよくしてやるからね！」

			「ひぃぃっ！　あうっ！　あっ……ああああああっ！　お、おかしく……なるっ！　あはぁんっ！　あああああっ！」

			奥まで肉棒を突っ込むと、ユキノは清純な顔で淫らに喘いだ。そのギャップに興奮は一気に高まってゆく。

			「そうだ……その調子で……イヤらしい顔をいっぱい見せてくれ……」

			その表情を横からバッチリ録画しながら、激しく腰をユキノの尻に打ちつける。

			「はうっ！　あああっ！　お、奥に……あ、当たるぅぅぅっ！　んああああっ！」

			「ほらほらほらっ！　もっと淫らな顔を俺に見せてくれ！」

			「ひっ、ひいっ！　んあああああっ！　あうっ！　んっ、ああぁぁぁっ！」

			「ほらほらほらっ……どうだ、桐原」

			「ひぃぃっ！　あうっ！　んっ……んんんんっ！　はうっ……ううぅぅぅっ！」

			──これはかなりいい画が撮れそうだ。

			思わずほくそ笑みながら、ペニスを突き立てる。

			「ああっ！　あああああっ！　も、もう……だめ……あっ！　あああっ！」

			淫らに悶えるユキノの姿に触発され、一気にラストスパートをかけるように激しく腰を前後させる。

			快楽が加速度的に高まってゆく。もう、抑えることなどできない。

			「そらっ！　そらっ！　そぉらっ！」

			「んくっ！　んっ！　は、激しいっ！　あっ！　あぁんっ！　ひっ……いいぃぃぃっ！」

			「そらそらそらそらそらっ！」

			「はぁっ！　ああっ！　あぁんっ！　せ、先生っ……やっ！　やああああっ！」

			「くぅぅっ……どんどん締まって……うっ、ううっ」

			「あああっ……な、中でビクビクしてるぅっ！　あひぃっ！　はぁぁぁぁんっ！」

			「き、桐原……っ！」

			「中で……中で跳ねてるぅっ！　ああっ！　えぐって……あうっ！　あひぃぃぃっ！」

			「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……くっ！　ううっ！」

			激しいピストン運動を繰り返していると、徐々に股間に込み上げてくる感覚を覚える。

			「そ、そろそろ出すぞ……また、中にたっぷり……出してやるからな！」

			「あっ！　ああっ……！　ひぃんっ！　やぁぁあ！」

			「そらそらっ！　出すぞ……出すぞっ！　中に……出すぞ……うっ、ううううっ！」

			腰を突き出し膣奥まで貫くと、そのまま込み上げてきた精液を一気に放つ。

			ビジュッという淫らな水音が膣奥で弾けた。

			「んああああああああああっ！　お、奥にぃぃぃっ！　はあぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！」
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			ドクンドクンと中に注ぎ込む度に、膣が強烈に収縮する。どうやらユキノも、ほぼ同時に達したようだった。

			「はぁぁんっ！　あっ！　あああっ！　ひっ……ああぁぁぁぁぁぁぁ〜〜〜〜〜っ！」

			襞の一枚一枚が、脈打つペニスをグイグイと強烈に締めつける。

			「あっ……うっ……ううっ……！」

			まるで搾り取るような膣の締まりに、射精は止まることを知らない。

			「お、お腹に……お腹に……熱いのが……あっ、あああぁぁっ」

			「まだまだ……で、出るぞ、くううっ……！」

			「……ひっ、あああっ！　びゅくびゅくして……はうっ！　んあああああっ……！」

			たっぷりとザーメンを注ぎ込むと、ユキノは唇を震わせながら身悶えた。恍惚の表情で中出しを受け入れる。

			「うぅぅっ……あっ、ああっ…………」

			すっかり満足しきった正義は、ゆっくりと腰を引いて、萎え始めてきた肉棒を膣から引き抜いた。

			ペニスがズルリと抜けたオマンコは、ぽっかり口を開けたままヒクヒクと蠢いて、白濁液のヨダレを垂らす。

			「あぁぁ……お腹の中が……あ、熱い……」

			「はぁぁ……こんなに出したら……妊娠するかもしれないな……」

			その言葉に、今まで絶頂の余韻の中にいたユキノの表情が、みるみる引きつってゆく。

			妊娠という言葉のインパクトが強かったのだろう。紅潮していた顔が一気に青ざめ、全身が小刻みに震えだした。

			「に、妊娠……?!」

			「ああ、そうさ。こうやって子供を作るんだぞ。知らなかったのか？」

			「あっ、ああっ……いやっ……そ、そんなの……い、いやっ……」

			ユキノは絶頂の余韻から絶望の淵に一気に突き落とされていた。

			性の知識に疎い箱入りお嬢様は、子作りの仕方など今まで知ることはなかったのだ。

			そんなお嬢様に追い打ちをかけるように、正義はニヤニヤ笑いながら言った。

			「もう遅いよ、全部出した後だからね」

			「そ、そんな……あぁぁ……うっ……いやぁぁぁ……」

			事が終わるとユキノは、すすり泣き始めた。

			「ううっ……ひどい……うっ……うううっ……」

			「ほら、これを飲んでおきな」

			正義は錠剤を目の前で見せてから、渡した。

			ユキノは渡された薬品を、困惑した表情で見つめていた。

			「……こ、これは……？」

			「緊急避妊薬だよ。妊娠するのが心配なら飲んでおくんだな……もっとも、全然違うヤバイ薬って可能性も考えられるかもしれないけどな」

			その言葉にユキノは、何とも言えない表情で手にした錠剤と正義を交互に見つめた。

			その仕草と表情がおかしくて、ついつい笑ってしまうほどだ。

			「はははははっ！　そういう表情、悪くないよ！」

			妊娠するか、それとも薬でおかしくなるか、究極の選択を迫られた表情というのはたまらないものがある。

			笑い続ける正義を見て明らかに不機嫌な表情を浮かべたユキノだが、ふと何かを思い出したように声を上げた。

			「……そ、そうだデータを消して下さい！」

			「データ？　……ああ、わかったよ」

			そう答えると、正義はポケットからＳＤカードを取り出して差し出す。

			「ほら、この中に入ってるよ」

			ユキノは慌てた感じでそのＳＤカードを受け取ると、自分の携帯電話で中のデータを確認する。

			そして恥ずかしい姿のデータを自らの手で削除して、ＳＤカードを返してきた。

			「よかった……これでもう……」

			自らデータを消去したことで、ユキノはさっきまでと打って変わって安心した表情を浮かべる。そんなユキノを見て、正義は心の中でニヤリと笑った。

			──抜け目がないように振る舞っても、所詮はお嬢様育ちだ。

			「それじゃあ……失礼します」

			完全に脅迫のネタが無くなったと安心したユキノは、そう言うと背を向けて部屋から出ようとした。

			「桐原……ちょっと待ってくれないか」

			「な、何ですか……」

			呼び止める言葉に振り返ったユキノに、不敵な笑みを浮かべる。

			ユキノは、訝しげな表情を浮かべた。

			「これは……どうしようか？」

			意味ありげなセリフを口にして携帯電話を見せる。

			そして、撮り立ての動画を再生させた。

			「……!?」

			そこに映し出された自らの痴態に、ユキノは言葉を失った。

			「撮れ立てのホヤホヤ動画だ。キレイに映ってるじゃないか」

			「そ、そんな……」

			「ふふふっ、データを取り返したはずが、もっと凄いものを撮られてしまったね」

			「ひ、ひどい……話が、違うじゃないですかぁ……！」

			激しく抗議してくる言葉を涼しい顔で受け流すと、動画を止めて携帯電話をポケットにしまい込む。

			「何も違わないよ。データは返したじゃないか」

			「で、でも……それ……」

			「約束は今まで持っていたデータを返すこと。新たに撮らないとは、言ってないはずだけどな」

			「そ、そんな……」

			ユキノは愕然とした表情を浮かべていた。

			「……それにこの動画が恥ずかしいのは、キミが無理矢理犯されてるのに気持ちよさそうに喘いでるところだろ。それは俺のせいじゃなくてキミのせいだ」

			「ひ、ひどい！　こんなの、あんまりです！　ううぅぅぅ……」

			安心した直後だけにショックが大きかったのか、ユキノは両手で顔を覆ってその場に崩れ落ちていった。

			「それにしてもこれは、ちょっと嫌がってるようには見えないよね。こんなものが人目に触れたら……」

			「や、やめてください……お願いです……」

			屈服するかのようにすがりついてきて、搾り出すような声で懇願する。

			そんな姿を見てニヤリと笑うと、正義はわざと優しい口調で語りかけた。

			「大丈夫だよ。俺の言うことをこれからもちゃんと聞いてくれれば、これは誰の目にも触れることはないから、ね」

			「…………」

			完全に絶望しきったかのようにユキノはその場にへたり込み、しばらくの間全身を小刻みに震わせ続けていた。

			その姿を見て、正義はニヤリと笑った。

			


			　　　　　＊　＊　＊

			


			ユキノは自室のベッドで呆然としていた。

			信頼していた先生が、まさか自分にこんな酷いことをするだなんて夢にも思わなかった。

			そして今日も、父と兄の諍いの声が屋敷に響いていた。

			心の拠り所だった優しい先生が、変わってしまった。

			「どうして……どうして、こんなことになってしまったの……？」

			涙が、とめどなく溢れてくる。そして、身体が震える。

			もう、清らかでない身体。快楽を知ってしまった身体。

			「……ぐすっ」

			時計は午前一時を回った。それでも明日はやってきてしまう。

			ユキノは、枕を抱きしめながら、声を押し殺して泣き続けた。

			暗い、暗い部屋の中、独りきりで。
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			表面上は、櫻谷学園に平穏な日常が流れている。

			正義は他クラスでの授業を終えた後、廊下に出た。

			すると目の前に一人の女子生徒の姿が飛び込んでくる。

			窓際で黄昏れているのは、他ならぬ桐原ユキノだ。

			「どうした、元気ないな」

			「っ！　……せ、先生」

			正義の顔を見るなり、ユキノは明らかな警戒感を表情に出した。

			体育の授業の為に着替えたのか、体操服姿である。

			そんな彼女にニヤリと笑いながら正義は歩み寄った。

			──制服もいいが、体操服姿もいいものだ。

			視線を感じたのか、ユキノは困惑気味の顔をする。
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			「何か悩み事でもあるなら、俺が相談に乗ってやるぞ。準備室でゆっくりと、な」

			「け、結構です……」

			「そう言うな、お前と俺の仲じゃないか」

			「先生……こんなところで……やめて下さい」

			迫る正義に、ますます困惑する表情を見せる。と、そのとき。不意に廊下に予鈴のチャイムが鳴り響いた。

			「あっ……予鈴が鳴ったので……失礼しますっ」

			そう言うとユキノは、まるで逃げるように走り去っていった。

			「なんだよ、つれないな……」

			残念そうにそう呟きながら、去ってゆく後ろ姿を見つめる。

			その中でも目に止まるのが、ブルマに包まれた丸いお尻だ。ブルマを廃止する学園が増えている中で、未だに櫻谷学園は古き良き伝統を守っている。

			「体操服か……」

			思わず口を突いて出た言葉を噛みしめながら、正義は口の端を吊り上げて笑った。

			何も、もう遠慮することは無いのだ。桐原ユキノは自分の手に落ちたのだから。

			


			


			正義は準備室の窓から、体育の授業をしている女子の姿を眺めていた。もちろんその視線の先にいるのは、桐原ユキノである。

			体操服で躍動するその姿は、独特のエロチシズムを醸し出している。健康美とでも言おうか。清らかなお嬢様にはブルマが、良く似合う。

			正義はおもむろにポケットから携帯電話を取り出すと、今ユキノ達に体育を教えている教師に電話をした。

			「あっ……授業中すみません。俺です、神成ですけど……ええ、そうです。桐原ユキノに連絡がありまして、代わって貰えませんか？」

			少しすると、携帯電話にお目当ての声が現れた。

			「は、はい……桐原です」

			あからさまに動揺した感じでユキノの声が聞こえてきた。その声を聞いて思わずニヤリと笑ってしまう。たとえ授業中でもユキノは自分の手から逃れることはできないのだ。

			「……俺だよ、神成だ」

			「せ、先生……な、何でしょうか……？」

			思いっきり声が震えている。何を言われるか気が気ではないのだ。

			正義は沸き上がる興奮を抑えながらも、冷静な声で命じた。

			「体育の教師には家の都合で帰るように言われたと伝えて、そのままの格好で体育倉庫まで来なさい」

			「えっ……？　で、でも……」

			「大丈夫だから、言う通りにするんだ」

			「……は、はい。わかりました」

			ごねるかと思ったのだが、ユキノの返事はあっさりとしたものだ。

			所詮は、言われたことを守るしか能の無いお嬢様である。

			「よしよし、随分物わかりが良くなったな。体育館裏の倉庫だぞ。わかるか？」

			「はい……」

			ユキノの素直な返事に、思わずニヤニヤと笑いながら携帯電話を切る。

			「さてと……俺も体育倉庫へ向かうか」

			


			体育倉庫に入って、ユキノが来るのを待つ。だがそれほどでもなく、すぐに彼女はやって来た。ここまで従順で美しい性欲処理人形が他にいるだろうか？

			「先生……」

			ユキノはすっかり抵抗する気力を失っていた。逃げようと思えば逃げられるはずなのに、こうしてここに来てしまったのだから。

			「ふふふふっ。ちゃんと言いつけを守るようになったな。 偉いぞ、桐原」

			ユキノの頭に手を乗せるとクシャクシャと撫でてやる。

			「……は、はい」

			ユキノの方は、少し迷惑そうな感じだが正義には関係のないことだ。一通り頭を撫でてやると、ニヤリと笑いながらユキノに告げる。

			「ここで何をするのか、もうわかってるよな？」

			「は、はい。なんでもします。何でもしますから……」

			「いい心がけだ。ふふふふふっ……」

			正義はそのままゆっくりと服を脱いで、既に固く反り返った肉棒をあらわにした。

			「…………」

			勃起したペニスを目の当たりにしたユキノの頬が、ほんのりと赤く染まってゆく。

			満更でもないのだ。

			お嬢様とはいえ、一度性の悦びを知ってしまったら、逃れることなど出来はしない。

			「……桐原、この上に座るんだ」

			正義はマットに横たわると、上を向いたペニスを指さしてユキノに命じた。

			「えっ……？　す、座るって……その……あぁ……」

			口ごもるも、何を言わんとしてるかは、ちゃんと理解したようだった。その証拠に赤らんだ顔が、サーッと青ざめてゆく。

			「何でもするんだろ？　なあ、桐原」

			「は、はい……何でもします……」

			そう言うと意を決したように、ユキノは服を脱ごうとした。

			それを見て正義は慌てて制止した。せっかく体操服姿のユキノを呼んだのだから。

			「ああ、ダメだよ。服を脱いじゃ」

			「えっ？」

			服に手をかけたユキノは、その言葉に困惑していた。そんな彼女に、ニヤリと笑いながら命じる。

			「裾を口で咥えて……そしてブルマをずらして、ちゃんと自分で濡らすんだ」

			「じ、自分で濡らすって………」

			「自分でオマンコをいじって、気持ちよくするんだよ」

			「そ、そんな……そんな恥ずかしいこと……」

			青ざめた顔が今度は一気に赤く染まってゆく。実にわかりやすい反応だった。
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			「何でもするんだよな、桐原」

			「は、はい……な、何でも……し、します……」

			「だったら、しっかりとオマンコを自分で濡らしてコレの上に座るんだ。イヤとは……言わないよな？」

			「うううっ……わ、わかり……ました……」

			今にも泣き出しそうな声でそう呟いて体操着の裾を咥えると、ブルマをずらしてあらわになった割れ目に指を滑り込ませる。

			「うっ、うう……」

			羞恥に顔を真っ赤にしながら、肉棒を目の前にして秘裂を自らの指でくちくちといじる。

			「……んっ……んんっ……くっ……うっ……」

			どうやらユキノはオナニーの経験がまるでないらしい。ぎこちない動きで秘部をまさぐるうちに痛みすら感じたようで、その表情が歪んだ。

			「痛っ……ぅぅっ……くっ、うううっ……んっ、んんっ」

			それでも、痛みに耐えながら股間をいじり続ける。それが、命令なのだから。

			「んっ……くぅぅ……い、痛……こ、これで、どう…ですか……？」

			「まだまだ、もっと濡らさないとダメだ」

			「そ、そんな……くっ、ううっ……ひっ！　あっ……あううっ」

			だめ出しをすると、さらに強引な自慰が続く。どうしたら気持ちよくなるのかわからないユキノは、ただただ割れ目を強く擦り上げていた。

			「あうっ……うっ……うううっ……いっ、つ……」

			「もっと自分が気持ちいいポイントをいじらないと、濡れないぞ」

			「うぅぅっ……そ、そんなの……わ、わからないです……くっ、うぅぅっ」

			困惑と羞恥の中、必死に濡らそうとデタラメに指を動かしてゆく。あまりにも不器用すぎて、命じている正義が心配になるほどだ。

			「おいおい……」

			「んんんっ……くっ……ぅぅんっ……ひっ…んんんっ」

			オナニーして感じる姿を楽しもうと思っていたのだが、これではそれどころではない。

			「も、もう……わ、私……私……んっ、んんっ……」

			痛みに耐えかねて、ユキノは自ら肉棒を秘部へあてがってゆっくりと腰を下ろしてゆく。

			「おいおい、まだろくに濡れていない……」

			「くっ……んんんっ！　あっ……ああああっ……」

			自らのつたない自慰行為では痛いだけだと判断したのだろう。あまり濡れていないにもかかわらずに、ペニスを受け入れてゆく。

			「いっ……つぅぅ……あっ……あああっ……！」

			だがやはり濡れていない膣が、モノを受け入れるのには無理がある。

			無理な挿入に表情が歪む。だがそれでも、ペニスの上に腰を落としてくる。

			「あうっ……んんんんっ！　あっ……くぅぅっ……！」

			──ふふ、これはこれで面白そうだ。最高のショーじゃないか！

			「痛っ……んんっ……くっ、うぅぅっ……あっ……あうううっ」

			強引に腰を落として、ペニスを根本まで咥え込んでしまった。膣内に収まった肉棒に、柔襞がピッタリと張りついてくる感じだ。

			濡れていないだけに抵抗感がすごい。そのキツさがまた、たまらなくいい。

			ユキノは苦痛に耐えながらも、ゆっくりと身体を上下させ始める。

			「……んっ！　くっ……あっ……あうっ！　うっ…ううっ……！」

			痛みに耐えながらも腰を上下させる姿は、なかなかそそられるものがある。

			無垢で純粋なお嬢様の悶え苦しむ姿は、芸術的ですらある。

			「んくっ……うっ、んんんっ……あうっ……あっ、ああっ……」

			擦れる肉襞は悲鳴を上げているかのように、激しく痙攣している。

			ペニスが少し痛いぐらいだが、この締まりは今までに味わったことのないぐらい素晴らしい。

			「な、なにか違う……んっ、んんっ」

			違和感を感じながらも、ユキノは必死に腰を上下させ続けた。
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			「あうっ……うっ、ぅぅっ……痛っ……くぅぅっ……」

			キツく擦れる襞の感触に、ペニスは確実に太く固く反り返ってゆくが、ユキノの膣内は、まだまだ湿り気が足りないようである。

			「なんだ？　もう少ししっかり濡らしてから入れた方が良かったんじゃないか？」

			「うううっ……そ、そんなこと……言われても……んっ……んんんっ！」

			当然ユキノに今の状況を楽にする術はない。

			濡れていない膣で肉棒をしごくのは痛くて辛いが、それでもユキノは身体を上下に動かし続けた。

			「うっ……くっ……んんっ！　あうっ……あっ、ああっ……」

			思わず顔をしかめながらも、ぎこちなく身体を動かしてゆく。

			「おいおい、大丈夫か？」

			「だ、大丈夫……で、です……んっ！　くっ……あっ……あうっ」

			大丈夫と言いながらも、ユキノはかなり辛そうな感じである。

			「くっ……んんんっ……あっ、ああっ……くっ、んんんっ……」

			それでも懸命に腰を振り続けているうちに、膣は徐々に愛液を溢れさせ始める。

			「ほお……」


			正義は感嘆の声を上げてしまった。

			「はうっ、ううんっ……あっ、ああっ……くふっ……んっ、んんっ……」

			痛みを和らげる為に溢れてきたのか、感じてきたのかはわからなかったが、膣内は確実に潤ってきている。ユキノが腰を上下させる度に、間違いなく愛液は増していた。

			「いい感じになってきたな……」

			「くぅんっ……あうっ……んっ、あっ……あっ、あぁぁ」

			擦れる襞の感触が、どんどんネットリとしてくる。それと同時に上下に動く身体の動きがスムーズになってくる。

			「あっんんっ！　あふっ……んっ……んんんんっ！」

			身体が動く度に、柔らかな乳房も激しく揺れる。上下に弾むように揺れたかと思うと、次は弧を描くようにプルンと跳ねる。それがまた、とてもイヤラシイ。

			「なんていい眺めなんだ……ふふふっ」

			その扇情的な光景に、ペニスがグッと太く硬く反り返ってゆく。

			「ひっ……んんっ！　な、中で……大きくなってる……あうっ！　んはぁっ！」

			悲鳴にも似た喘ぎ声を上げながら、大きく身体を跳ねさせる。

			「桐原がイヤらしい身体を見せつけるもんだから、チンポが勃起しちゃったよ」

			「そ、そんな……んっ！　あっ……ああっ……」

			「まだまだキツイが……もっと腰を振れば、汁が出てきて楽になるんじゃないか？」

			「も、もっと……腰を……んっ、んんっ……あふっ……うっ、ああっ！」

			ブルマに包まれたお尻をゆっくりと持ち上げて、小刻みに上下させる。

			「うっ……くぅう……いいぞ、桐原ぁ……いいケツだ……」

			布越しに伝わってくる柔らかいヒップの感触に睾丸を刺激されて、正義はくぐもった声を上げた。

			汗がじっとりと体操着に張りつき、かぐわしいお嬢様の体臭が鼻腔をくすぐり、最高の媚薬となってゆく。

			「んっ！　んはっ！　ああっ！　お、奥に……あ、当たって……あっ！　はぁんっ！」

			「……ふふ、随分と気持ちよさそうな顔になってきたな、桐原」

			「せ、先生っ……そ、そんな……あうっ……んんんんっ！」

			「オマンコもすっかり濡れてきたじゃないか。そんなに俺のチンポが気持ちいいか？」

			「やっ……んんんんっ！　そ、そんなこと……い、言わないで下さい……」

			露骨な言葉に顔を赤らめるも、腰の動きはどんどん激しさを増してゆく。身体は、どこまでも素直なのだ。

			「自分だけ気持ちよくなってるんじゃないぞ。もし先にイったら、この動画をばらまくからな」

			携帯電話を取り出して、動画を再生させて見せつける。途端にユキノは表情を曇らせた。

			正義は本来はここまでサディスティックではない。

			極上の箱入りお嬢様を前に、歪んだ感情が溢れてくるのを制御できないのだ。それは、どんどんエスカレートしていった。

			「そ、そんなっ……うっ……うぅんっ……」

			「イヤなら、もっと俺を気持ちよくしてくれよ」

			「うううっ……」

			戸惑った表情を浮かべるも、腰の動きが止まることは無い。

			「はぁ、はぁぁ……んんっ！　あっ……あふっ、ぅぅんっ！　あっ！　あああっ！」

			「そうだ……その調子だ。そうやって腰を振りまくるんだ」

			「せ、せんせ……あっ！　ああっ！　はうっ……んんんんっ！」

			懸命に肉棒を締めつけ、肉襞で搾るように擦り上げる。肉竿を撫で上げてくる感覚に、ペニスはさらに怒張してゆく。

			「くっ……い、いい感じだぞ……その調子だ……」

			「はっ、はいっ……んっ……あふっ……んはっ！　あっ！　はぁぁんっ！」

			上下する腰の動きは、かなり激しいものになっていた。ある程度自分が感じる位置がわかってきたのか、腰の動きが安定してきている。

			そして、顔がまるで運動でもしているかのように快楽で蒸気していた。

			「いいぞ……いい締まりだ……うっ、ううっ……」

			「はぁんっ、あぁっ！　ひっ…んんっ！　せ、先生っ……先生っ！　あっ……はぁっ！」

			喘ぐにつれて膣内のネットリとした感覚は、どんどん強くなってゆくばかりである。

			グチュグチュという淫らな水音が、次第に鳴り始めてきた。狭い体育倉庫に、そのイヤラシイ水音はよく響く。

			「最初はどうなるかと思ったが……かなり濡れてきたじゃないか」

			「あ、ああっ……はうっ！　んんっ……わ、私っ……私ぃぃっ！　あっ、はぁぁんっ！」

			秘部からの水音が大きくなってスムーズに出し入れできるのに、逆に膣の締まりは良くなってくる。

			羞恥心が、快楽を更に高めているのだ。

			「ああっ！　はぁんっ！　ひっ……んんんっ！　あっ！　あああっ！」

			「もっとだ……もっと俺を楽しませてくれ。なあ、桐原」

			「せ、せんせいっ……あっ！　あんっ！　あはぁんっ！」

			尻を振りながら淫らな声を漏らし、まるで踊るようにユキノの身体が跳ねる。

			その度にペニスには濡れた肉襞が擦れ、ゾクゾクする感覚が背筋に走る。

			「くっ……うっ……うううっ……」

			思いっきり膣襞にしごかれ、込み上げてくる感覚に襲われる。

			──そろそろ、出そうと思えばぶちまけられそうだ。

			そんな状態など関係なく、ユキノの身体が激しくリズミカルに上下し続ける。

			「あんっ！　あぁんっ！　いっ、いいっ……あふっ……あぁぁんっ！　イッ、イクッ……も、もう……わ、私……あぁぁ……わ、私っ……！」

			羞恥と快楽の狭間で、ユキノは昇り詰めつつあった。

			絶頂が近づいてきた膣は、反り返った肉棒をグイグイと強烈に締め上げてくる。

			さすがにこの締めつけには、耐えられそうにない。

			「うっ！　出すぞ……！　く、ううううっ！」

			ペニスがドクンドクンと脈打つと共に、腰を突き出して膣内に熱い精液を思いっきり放つ。迷うことなく中出しだ。　

			「えっ!?　あっ……ああっ……」

			突然膣内に精液が満ちてゆく熱い感覚に、ユキノは驚いて腰の動きを止めた。

			「な、中に……で、出てる……!?　あっ……ドクドク出てる……」

			愕然としているユキノに構うことなく、全ての精液をたっぷり出し切ってゆく。
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			熱くてキツくて、柔らかくて、気持ちがいい。

			「あ、あ、あぁ……せ、先生……」

			繋がったまま中出しを受け入れ続け、困惑した表情を浮かべているユキノ。

			そんな姿に正義は意味ありげに笑うと、少し突き放すような感じで告げた。

			「よく我慢したな。じゃあ、今日はもうこれで終わりにしようか」

			「えっ……？」

			いきなり終わった性行為に、ユキノはかなり困惑したようだ。もう少しで絶頂に達したであろう身体は、何かを求めるようにモゾモゾと動いた。

			無論、これは正義の想定の範囲内である。

			だからこそ、敢えてさっさと射精したのだ。

			「も、もう……終わりなんですか……？」

			「ああ、そうだ。今日はもうこれ以上、桐原の嫌なことをしなくてもいいんだぞ」

			「…………」

			そう言っても、騎乗位の姿勢を解く気配がない。

			それどころかユキノの膣は、萎える肉棒を繋ぎ止めようとするようにクイクイと締めつけてきている。

			「……どうした？　早くどいていいんだぞ」

			そんな言葉に、ユキノは顔を赤らめながら搾り出すように呟く。

			「…………せ、先生……お願いします」

			「なんだ？　だから、今日はもう許してやると……」

			「ち、違います！　そ、その……」

			「何が違うんだ？　こんなことするの、嫌なんだろ？　だから、お願いされるまでもなく、今日はもう終わりにしてやるって言ってるのに」

			「…………」

			ますます顔を赤くさせながら、モジモジと身体を動かす。その動きで、まだ膣内に入っている肉棒が刺激される。

			「おいおい、そんなに腰を動かされたら、また勃起してしまうだろ。もういいから、早くおりるんだ」

			その言葉に、ユキノは意を決したような表情を浮かべた。

			「せ、先生……その……お、お願いします」

			「要領を得ないな。いったい何をお願いしているんだ？」

			「わ、私も……その…………イ、イカせてください」

			そうして、顔を真っ赤にして俯く。

			──とうとう自ら求めてきたか。

			正義は思わずニヤリと笑うと、下から突き上げてやった。

			「んっ！　……あっ！　ああっ！　せ、せんせっ……はぁんっ！」

			いきなり動き出したことで、ユキノは驚きの声を上げて身をよじった。

			「素直になったご褒美だ。今度は俺が、桐原をイカせてやるぞ」

			腰を突き出して、精液の溜まった膣を奥まで貫いてゆく。

			「はうっ！　んあああああっ！　す、すごいっ！　ああっ！　あはぁんっ！」

			いきなりの激しい突き上げに、悲鳴のような喘ぎ声を上げて悶える。

			肉棒が根本まで入り込む度にオマンコからはグチュグチュとイヤらしい水音が響いて、白濁した汁を飛び散らした。

			「そらそらっ！　そらそらそらっ！」

			「ああああぁぁぁぁぁっ！　せ、せんせっ！　あっ、あひぃっ！　せんせい〜〜〜っ！」

			焦らされていただけに一気に高まったのか、大きく身体をのけ反らせて喘ぐ。

			それでも容赦せずに、何度も何度も激しく突き上げてやる。

			「はうううううっ！　あひぃっ！　んっ！　いっ、いく……イクッ……はああっ！　あっ、あああ、あああああ〜〜〜〜〜〜〜〜〜っ！」

			膣がギュッと締まってきて、ペニスを痛いほどに締めつけてくる。

			ユキノは全身を激しく震わせて、咥えている体操服をキツく噛んでいた。

			その姿を見ているだけで、いくらでも射精できそうだ。

			「このままもっと……楽しめそうだな……」

			「ま、また……中でおっきくなってくる……んはっ！　ん、あああっ！」

			「ほらっ！　ほらっ！　どうだ？　桐原っ！」

			イッたばかりの敏感なお嬢様オマンコを激しく突き上げる。ヌルヌルした液体が亀頭に纏わりついて、えも言われぬ気持ち良さだ。

			「せ、せんせっ……あぁぁんっ！　こ、こんな激しいの……んんっ！　わ、私おかしくなってしまいそうです！」

			「イキたかったんだろ？　ほらほらっ！　もっと遠慮無くイッていいんだぞ」

			「はうううううっ！　あんっ！　あぁぁんっ！　またイクッ！　イッ、イクッ！　はぁぁんっ！　あんっ！　あ、ああああぁぁぁぁんっ！」

			ユキノは入れ食い状態になったかのように、何度も何度も絶頂に達した。その度に膣は不規則に収縮して、肉襞でペニスを激しく搾り上げてくるのだ。

			「くぅぅっ……たまらない締まりだな！」

			「ひっ！　はううっ！　あんっ！　はぁんっ！　イクッ……んはぁぁぁぁぁっ！」

			「そらっ！　そらそらっ！　そらっ！」

			「はううっ！　んはっ！　あんっ！　あぁんっ！　イクッ！　イクぅぅぅぅぅぅぅっ！」

			「い、いいぞっ……もっとイキまくるんだっ……そぉらっ！」

			「んああああああああっ！　ひっ、くっ！　んっ……あああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			何度も何度もアクメに達して、膣内は精液と愛液でドロドロになってゆく。

			そこを掻き回す度に、グチュグチュと淫らな水音が響き渡る。体育倉庫の外に聞こえてしまうんじゃないかと思われるほどだ。

			「こんなにイヤらしい音を鳴らして……お嬢様が、はしたないぞ、桐原」

			「あああっ……ご、ごめんなさい……せ、せんせっ……で、でも……でも私っ……ああっ！　ああぁぁぁんっ！」

			からかうような言葉にすら感じているのか、出入りするペニスをオマンコがガッチリ咥え込んでくる。

			その包み込むような締まりに、二度目だというのに早くも込み上げてくるものを感じる。

			「ま、まさか……こんなにすぐに出そうになるとは……うっ……ううっ」

			「も、もうダメ……あ、頭の中真っ白になって……はううっ！　あっ！　ま、またイクッ！　い、意識が飛んじゃうっ！」

			「うっ……くっ……締まりがどんどん強くなってくる……」

			「ああぁぁぁんっ！　はぁんっ！　あんっ！　あっ……あああああぁぁぁぁぁっ！」

			「ま、また……中に出すぞ……くっ！　ううっ！　うおおおおっ！」

			再び込み上げてきた白い欲望を、なんら躊躇することなく思いきり膣内にぶちまける。

			ペニスはまるで別の生き物のように、膣内に精液を吐き出し続けた。
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			「ひっ、あああっ……あうっ……ドクドク中に……で、出て……ああぁぁぁ……」

			「くっ……ううっ、うっ、……」

			二度目の射精だが、一度目以上に精液の量は多かった。ビクンビクンと脈打つ肉棒を、膣全体が締めつけて搾り取るかのように蠢く。

			「ま、また熱いのが……いっぱい……いっぱい出てる……んはっ……あううぅぅっ」

			繋がったまま視線を宙に彷徨わせながら、中出しの快楽にわなわなと震える。

			「あんっ、あぁんっ……な、中で……暴れて……んんっ、あっ……はぁぁんっ」

			全ての精液を出し切って、ようやくペニスは大人しくなった。

			「はぁ……あぁん……はぁ……はぁぁぁぁ……あっ……ああっ……」

			たっぷりと中出しされたユキノは、肩で息をしながら絶頂の余韻を味わっているかのようだった。乱れた黒髪と滴る汗が実に艶っぽい。

			「どうだ……満足したか？　桐原」

			「…………は、はい……先生……き、気持ちよかった……です」

			「ふふふっ……そうか」

			ユキノが満足したのを確認して、肉棒をゆっくりと引き抜いてゆく。

			ズルリとペニスが抜けた穴はヒクヒクと蠢き、白濁した液体をドロリと吐き出した。

			「……あっ、ああっ……こ、こんなにいっぱい……私の中に……」

			溢れ出る精液を、肩で息をしながら呆然と見つめる。

			その瞳にはもはや嫌悪も苦痛もありはしない。

			ただただ快楽に落ちた堕天使がそこにはいた。

			「こんなに中に出したら、今度こそ妊娠してしまうかもしれないな」

			「…………」

			妊娠という言葉に、ユキノは意外にも無反応である。

			おかしいなと思いながらも、正義は再度問いかけてみた。

			「もし妊娠したら……どうする？」

			「…………どうなる……ん、で……しょう……？」

			「……桐原？」

			疲れ切ったかのように、ゆっくりと正義の胸に倒れ込んできた。それはまるで、糸の切れてしまった人形のように。

			「桐原……？」

			どうやら完全に力尽きたようだ。

			──まあ、あれだけイけば無理もないか。

			肉体のみならず精神まで快楽の虜になってしまったのだ。何も知らない純真なお嬢様だったユキノにはショックが大き過ぎたのだろう。

			正義はしばらくの間、グッタリとしているユキノを抱きかかえることにした。。

			


			


			それからどれだけ時間が経ったのか。

			授業もとっくに終わってしまっていたが、ふたりとも未だに動けずにいた。

			だが、いつまでもこのままでいるわけにはいかない。

			頃合いを見計らって正義は、突き放すように言葉を投げかけた。

			「……そろそろ俺は行くからな。桐原も、早く帰れよ」

			「…………」

			その言葉にもユキノは、何の反応も示さない。未だ心ここにあらずといった感じである。

			正義は思わず乱暴に身体を揺すりながら強い口調で言った。

			「おい、聞いてるのか？　桐原っ」

			「……は、はい！　なんですか？」

			やっと我に返ったユキノは、やはり今の言葉を聞いていないようだった。

			正義はやれやれという感じで肩をすくめると、少し言葉を和らげて告げた。

			「……送ってやるから、ついて来いと言ったんだ」

			「は、はい……先生……」

			「まったく……」

			正義は誰にも見つからないよう、細心の注意を払って体育倉庫を後にした。

			体育倉庫を出た後も、ユキノはどこか上の空な感じで、かなり危なっかしい感じである。

			──さすがに、少しやり過ぎたか？

			そう思いながら正義は、ぼんやりとした表情のままのユキノの横顔を見つめていた。

			


			　　　　　＊　＊　＊

			


			自宅に帰ったユキノは、シャワーを浴びていた。

			結局、帰ってきたのはいつもの時間。夕方だった。

			父も兄も、当然、この時間は帰っていない。使用人は屋敷に何人もいるのだが、ユキノの変化に気づく者はいなかった。いや、気づいたとしても厳しく教育されている執事とメイドは、住む世界の違うユキノに話しかけることなど決してないのだ。

			自らの指で女性器を広げて、精液と愛液をシャワーで洗い流す。

			淫らな匂いが、ユキノの鼻腔をついた。

			「……」

			途端に、またアソコが疼いた。身体が欲しがっているのがわかってしまう。

			今まで、身体がうずうずすることはあってもそれは生理の前兆であって、性欲とは決して結びつかなかった。

			でも、今のユキノにはそれがわかってしまった。自分の身体が、淫らになりたがっている、と。体が、熱くなる。羞恥心ではなく、淫らな思いで。

			ユキノはボディソープのついた指を、おそるおそる秘裂に挿入した。

			「──っ！」

			とても、気持ちがいい。

			すっかり開発されつつある自分の身体に戸惑いを覚えるも、もうユキノの指は止まらなかった。

			「う……あぁ……ふぅ……あんん……」

			戒めを解かれたように、指を出し入れして自分からオナニーをしてしまう。

			浴場とはいえ屋敷の中で、オナニーをしているということにユキノは興奮を覚えてしまっていた。

			厳格にしつけられて、真面目な自分を演じてきたこの家で、自慰に耽る。

			全てが、もうどうでも良くなってきていた。

			快楽のまま沈んでしまえたら、どんなにか幸せだろうか。

			ユキノは、目の端に涙を溜めながら、そのままオナニー没頭していった。

			どんなに酷いことをされようとも、やはり自分は正義のことが好きなのだ。

			


			　　　　　＊　＊　＊

			


			「加山……栗本……」

			正義はいつものように朝の出席を取っていた。

			名前を呼ばれた生徒達は、次々に返事をしてくる。だが──。

			「桐原……」

			その名を呼んでも返事はない。

			「おい、桐原っ。桐原ユキノっ」

			名を呼びながら席に目をやると、そこにユキノの姿はなかった。

			そして隣の席の女子生徒が、軽い口調で告げる。

			「桐原さんは欠席で〜す」

			「そうか……桐原は今日も休みか。誰か、なぜ休んでいるか聞いているか？」

			そんな問いかけに、誰も答えなかった。誰にも連絡せずに、欠席しているのだ。

			「はぁぁ……」

			溜息をつきながら出欠簿の桐原ユキノの名前の横に×を書き込む。それはもう三つ並んでいた。

			「三日連続で欠席、か……」

			長期欠席がなかったユキノが三日も続けて休みとなると、さすがに気になり始めてくる。

			思い起こしてみると、最後に体育倉庫で犯したときから、どうも様子がおかしかった。

			終わった後の、すっかり我ここにあらず状態は異常なものすら感じさせた。

			


			


			「………よし」

			準備室へ戻ってきた正義はポケットから携帯電話を取り出すと、ユキノの携帯に電話をしてみることにした。

			呼び出し音が数回鳴ると、電話口に人の気配が出る。

			『……もしもし』

			声の主は間違いなくユキノだった。心なしか元気がないようにも思えるが、とりあえず電話の向こうの彼女に話しかけることにした。

			「桐原か？　俺だよ、神成だ」

			「あっ……せ、先生？　どうしたんですか？」

			「どうしたじゃないだろう。お前こそ、どうしたんだ？　三日間も休んで」

			そう問いかけると電話の向こうでユキノが沈黙する。

			「おい、桐原。聞いているのか？」

			──まさか逃げようと考えていたんじゃないだろうな。

			そんな疑念が浮かぶが、電話口のユキノは申しわけなさそうに呟いた。

			「ご、ごめんなさい、先生。ちょっと風邪をひいてまして……で、でも……もう大丈夫ですから」

			「本当か……？」

			「本当です……もう治りましたから……」

			「そうか……それじゃあ明日、ちょっと出られるか？」

			「明日ですか？」

			その提案に、ユキノが一瞬沈黙する。

			だがすぐに受話器の向こうから、戸惑った感じの声が聞こえてきた。

			「明日はお休み……ですよね」

			「そうだ。だから学園ではなく、街で落ち合おう。夜だが、出てこれるか？」

			「は、はい……大丈夫です。けど……夜に、どこへ行くのですか？」

			「ラブホに行くんだ」

			「らぶ、ほ……？　ですか」

			「そうだ。それじゃあ明日の夜、待っているぞ。制服で来るんだ。いいな？」

			「わ、わかりました……先生」

			約束を取りつけて、携帯をポケットの中にしまい込む。

			「それにしても……」

			電話で話をしてみたものの、まだどこか釈然としない。

			まるで何事も無かったかのように話は進んだが、ユキノは三日も学校を休んでいるのだ。

			「本当に……ただの風邪だったのか？」

			正義は何か引っかかる感じを覚えながら、窓の外を見つめた。

			


			


			そして、当日の夜。正義は車に乗って街へやって来ていた。

			そこはユキノと約束していた場所である。

			「さてと……」

			果たしてユキノは本当に現れるだろうか？

			約束を守るという保証はない。もしかしたら来ないかもしれない。

			それどころか、危険な匂いのする男達が取り囲んでくるという展開も無いわけではない。　大財閥の令嬢に手を出したのだ。殺されて海に沈められてもおかしくはない。

			不安を抱えながらも、正義は通りを眺めていた。

			「……んっ？」

			しばし待っていると、見慣れた制服姿が通りの向こうから歩いて来る。

			それは間違いなくユキノだった。

			「せ、先生……」

			「よく来たな、桐原」

			やはり制服姿というのは、妙にそそられるものだ。正義はユキノの姿を下から上まで舐めるように見つめた。

			だがユキノの方は、周りの目が気になるのかキョロキョロと辺りを見回していた。

			「……言われたとおり制服で来ましたけど、大丈夫なんですか？」

			「なぁに、車に乗れば問題ないよ。ほら……」

			「あっ……」

			そのままユキノを促して車に乗せると、アクセルを踏む。

			一応、後方や周囲の車に気を配ったが、尾行されている気配はなかった。

			お互い無言のまま、車だけが郊外へと向かってゆく。

			向かった先は、国道沿いにあるラブホテルだ。

			「えっ？」

			ラブホテルの部屋の中に入ったユキノは、奇抜な内装に目を白黒させた。

			辺りをキョロキョロと見回して、率直な疑問を口にする。

			「こ、ここは……何なんですか？」

			ユキノの質問に正義は服を脱ぎながらニヤリと笑って答える。

			「何って、ラブホに行くって話しただろう。まさか知らないのか？　セックスするために作られた場所だよ」

			「セ、セッ……!?」

			露骨な説明に、ユキノの顔が一瞬で真っ赤に染まった。

			「そんなことじゃ身が持たないぞ。これから一晩中ここにいるんだから」

			「ひ、一晩中って……」

			「なんだ？　帰れるとでも思っていたのか？」

			「い、いいえ……」

			どうやら車に乗ったときから、ある程度は覚悟を決めていたのだろう。

			俯く姿を見て、正義は思わずほくそ笑んだ。

			「ふふふっ……せっかく時間があるのだから、今日は普段できなかったことを色々と試していこう」

			「えっ……？　できなかった事って……なんですか？」

			「すぐにわかるさ。桐原は、ただ大人しくしていればいい」

			「……は、はい……わ、わかりました」

			──さてと、ここでならアレができそうだな。

			正義はユキノをベッドに押し倒して、制服の胸元を開いた。

			「あっ……」

			あらわになった乳房が、プルンと揺れる。

			「おおっ……」

			形が良い大きな乳房を見て、思わず感嘆の声を上げてしまう。この胸ならば、思いっきり楽しめそうだ。

			「せ、先生……？」

			困惑するユキノをよそに、用意してきていたローションを乳房に垂らす。

			「あんっ……冷たい……」

			ローションの冷たさにビクッと身体を硬直させる。そんなユキノに構わず、垂らしたローションをゆっくりと乳房に広げて塗りたくってゆく。

			「んあっ、あっ……な、なにを……？」

			「ふふふっ……大きくて張りのある胸だ……」

			乳房の感触を確かめるように、ゆっくりとローションをまぶしてゆく。

			「んっ……んんっ……な、何なんですか……こ、これ？　ヌルヌルしてますけど……」

			「たんなるローションだ。気にするな」

			「ローションって……あんっ……そ、そんなに胸を揉んじゃ……あぁぁ」

			「ふふふっ……いい感じになってきたな」

			「あっ……せ、先生……？」

			この行為がまるで理解出来ていないユキノは、困惑した表情を浮かべていた。

			正義は説明もせずに、ローションで濡れた胸の谷間におもむろにペニスをあてがった。

			「えっ？　あっ……」

			目の前にペニスを突きつけられて、ユキノは思わず顔を赤らめた。

			そんなリアクションに興奮しながら、両手で乳房を鷲掴みにすると谷間にある肉棒を締めつけるように寄せる。

            
            
[image: 01]


			「あっ……な、なに……？」

			「こういう楽しみ方も、あるんだよ」

			「そ、そう……なんですか……？」

			困惑するユキノをよそに、柔らかな乳房を寄せてあげるように揉みながら、肉棒を挟む。

			柔らかな乳房の感触は、口や膣とはまた違った快楽を与えてくれる。

			「ずっと……この巨乳を試してみたいと思っていたんだ」

			「は、はあ……」

			ユキノの方は何をしているのか、まるで理解できていない感じである。それにしても、この気持ちよさはどうだろう。想像以上だった。

			「すごいな……ここまで気持ちいいとは」

			完全に手に余るほど大きい乳房なのに、思いっきり体重を乗せるのをためらわせる線の細いユキノの身体。このギャップが、また素晴らしい。

			「あぁぁぁ……いいぞ……うううっ……き、気持ちいい……」

			「あんっ……わ、私のおっぱいの間に……せ、先生の……が……」

			「くっ……んんっ……この独特の感じ……ああっ……興奮するな……」

			「先生………あっ……あぁぁ……」

			乳房への刺激にユキノも感じてきつつあるようだ。身体が徐々に火照ってきて、ピンク色に染まってゆく。

			「そ、そんなに……胸……いじっちゃ……んっ…ああっ……」

			手と肉棒で乳房の感触を楽しむ正義を、どこかウットリとした表情で見つめてくる。

			「わ、私の胸の間で……せ、先生の……どんどん大きくなってる……そ、それに……すごく熱くなってきて……」

			「くっ……ううっ……これは……い、いいっ」

			「あぁぁ……せ、先生、気持ちよさそう……」

			乳房の谷間に腰を振る正義を見て、ユキノも興奮してきたらしい。

			アソコが疼くのか、切なげにもぞもぞと太股を擦り寄せ始めていた。

			「んっ……んんっ……あふっ……んっ、んんっ」

			正義はそれに気づきながらもあえて指摘せず、胸を揉みしだきながら腰を振る。

			「……桐原のおっぱい……柔らかくて……プニプニしてるなぁ……俺のチンポを包み込んで……温かくって……くぅぅ、たまらないなぁ」

			「……んっ……んんっ……あっ、あぁぁ……」

			ペニスが谷間を行き来する速度が上がるにつれて、ユキノもますます激しく太股を擦り合わせていた。

			「くっ……うううっ……オマンコもいいけど……オッパイもいい感じだ……」

			「あぁぁ……せ、先生……」

			その言葉に触発されたのか、ユキノの手がゆっくりと股間に向かっていった。

			辿り着いた指先は、秘裂をゆっくりとさすり始める。

			「んっ……くぅんっ……あっ……あふっ……」

			割れ目を指先でなぞるように刺激しながら、ユキノは甘い喘ぎ声を漏らした。

			「あっ……あふっ……んっ、んんっ……せ、せんせ……」

			勃起した肉棒が谷間を往復する度に、ユキノの指が股間で跳ねる。徐々に指の動きが大胆になってきつつあった。

			そして、美雌の発情したかぐわしい匂いが、微かに漂い始める。

			ユキノが漏らす喘ぎ声とイヤらしい匂いに、乳房に挟まれたペニスが更に固くなってゆくばかりだ。

			「くっ……うううっ……すごく興奮する……」

			「せ、先生っ……わ、私の胸で……そんなに……んっ、あっ……はぁんっ」
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			「んっ、んんっ……はぁ、はぁ……いいぞ……」

			腰の動きが速まると、ユキノの指の動きも速くなってゆく。

			「き、桐原っ……い、いいぞっ……すごく気持ちいいぞ……」

			「ああっ……せ、先生のおちんちんが……おっぱいの間から出たり入ったりして……」

			亀頭が胸の谷間から覗くのを見て、ユキノも興奮してきたようだ。

			赤くなった顔に荒くなる吐息。

			徐々に乳房の先ではピンク色の乳首が固く尖ってきていた。

			「あぁぁぁ……こ、こんな……んっ…んんっ……」

			ペニスが胸の谷間を行ったり来たりするのに合わせて、ユキノの手の動きも激しさを増してゆく。清純お嬢様は、今やすっかり淫らな雌と化しているのだ。

			乳房からも割れ目からもクチュクチュという湿ったイヤらしい音が鳴り始める。

			「んんんっ……あんっ……あっ、ああっ……うぅんっ……あふっ……」

			「くぅぅっ……いいぞ……なんて気持ちがいい胸なんだ……ここまで気持ちがいいなんて……うっ、ううっ……」

			「あっ……ああっ……そんなにおっぱいいじっちゃ……あっ…ああっ…」

			乳房への刺激で興奮が高まったようで、ユキノは夢中で自ら股間を弄りまくる。

			クリトリスに指が触れる度に、ユキノの身体がピクンと跳ねた。

			するとパイズリをしている胸が揺れて、想定外の刺激がペニスを襲うのだ。

			不規則に揺れた乳首にカリ首を擦られて、思わず腰を引いてしまう。

			ユキノの淫らな表情と乳房の柔らかな感触、そして乳首のコリコリした感触に、ペニスの先からはネットリとした汁が滲み出してくる。

			「せ、先生の……おちんちん……濡れてきてる……」

			「あ、ああ……気持ちいいと……男も濡れるんだよ……くっ、ううっ」

			「あぁぁ……せ、せんせ……気持ちいいんだ……んっ……あっ、あぁぁ」

			「桐原のおっぱい……すごくいいよ……んんんっ……」

			「わ、私の……おっぱい……あっ……ああっ……」

			淫靡な雰囲気と言葉が更にお嬢様を淫らな雌に変えてゆく。

			強制パイズリされながらのオナニーという行為が、理性のたがを外していった。

			「あんっ……あぁんっ！　そ、そんな擦りつけちゃ……あぁぁっ……はぁぁっ！」

			そんな淫らな姿に正義は乳房をグッと寄せると、腰の動きを加速させていった。

			上半身からも下半身からも、ピチャピチャという水音がどんどん大きくなってくる。

			ローションと我慢汁、愛液が淫らなハーモニーを奏でる。

			触覚・視覚・聴覚、嗅覚。四つの感覚が加速度的に官能を高めてゆく。

			「くぅぅっ……そ、そろそろ……で、出そうだ……」

			まだ夜は始まったばかり。これから何度でも出せる。

			肉棒を乳房で強く挟み込みながら、ラストスパートをかけるように腰を激しく前後に振る。まるで、オマンコに出し入れを繰り返すかのように。

			ユキノも谷間を暴れる肉棒の激しい動きに、昇り詰めつつあった。

			「あっ！　ああっ！　は、激しいっ！　んんっ……あっ、あああぁぁっ！　お、おっぱいに出たり入ったりして……あんっ、あっ、ああっ……はぁぁああんっ！」

			「そらそらそらっ！　もう少しだぞっ！」

			「んあっ！　あっ！　ああっ！　は、激しいっ！　んんっ！　ひっ……ああああっ！」

			乳房で締めつけられた肉棒が、激しく暴れる。砲身が焼けるように熱い。

			ユキノの乳房も熱を帯びて、ローションをより一層ぬるぬるにしている。

			「あああっ！　せ、せんせいっ！　せんせっ………ああぁぁぁっ！」

			「うっ、ううっ……くっ！　うああああっ！」

			正義は大きく腰を前に突き出して、乳房の間で激しく果てた。

			「あっ！　あああっ……くっ……んんんんっ！」

			ドクンドクンと乳房の間でペニスが暴れて、白濁した液体を吐き出す。

			そうして、端正なお嬢様の顔をザーメンで汚してゆく。

			射精の瞬間、ユキノもまた全身を小刻みに震わせて身悶えていた。

			「んはっ……あっ、ああぁぁぁっ……！」

			どうやらユキノも達したらしい。精液を浴びるその表情は恍惚としたものだ。

			その顔に興奮も更に高まって、射精は止まることをしらない。

			美少女の顔を精液で汚してゆくことで、背筋に精神的な快楽も駆け上ってくる。

			「くぅぅっ……そんなエロい顔してたら……もっとぶっかけたくなる……ううっ」

			「……んんっ……あふっ……んっ……うぅぅっ」

			「ま、まだだ、まだ……うっ！　で、出るっ！」

			「せ、先生っ……んんんっ！　す、すごい量……あふっ……ま、まだ出てる……」

			あっという間に綺麗な顔がザーメンまみれになってしまった。
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			そんな中、ユキノは思わず甘い声を漏らした。

			「あぁぁ、すごい匂い。んっ……んんっ……」

			かけられた白濁液の匂いに興奮したのか、ユキノはまた股間の手を動かし始めた。

			その動きを、正義が見逃さはずもない。

			「はははっ、桐原も気持ちよかったか？」

			「えっ……？」

			オナニーをしていたことを気づかれていないと思っていたユキノは、驚きの声を上げた。

			そんなお嬢様の手を掴んで引き寄せ、すっかり愛液で濡れた指をまじまじと見つめる。

			「あっ……ああぁぁぁ……」

			「これは、何かな？　桐原」

			「あっ、あの……先生……そ、それは……その……」

			ネットリとした愛液がついた指先は誤魔化しようがない。

			思わずニヤリと笑いながら、正義は意地の悪い言葉を投げかけた。

			「こんなにビチョビチョに濡らして……イヤらしいな」

			「そ、それは……あの……」

			「思いっきり糸を引いちゃってるじゃないか」

			「うううっ……恥ずかしいです……」

			羞恥にユキノの顔が赤くなってゆく。正義はそんなお嬢様に更に意地の悪い質問を投げかけてやることにした。

			「こんなになるほど、桐原は何に興奮しちゃったのかな？」

			その指摘にユキノはザーメンまみれの顔を赤らめながら恥ずかしそうに呟く。

			「……だ、だって……先生の顔、とっても可愛かったから……」

			「……えっ？」

			──おいおい、俺の顔をオナネタにしていたのか？

			ユキノの告白に正義は思わず面食らってしまった。

			てっきり乳房に与えられた刺激で興奮していたのかと思っていたのだが、まさかパイズリで感じているこちらの顔をオカズにしていたとは……。

			「やだっ……私ったら、何を言ってるの……」

			自分の言葉が恥ずかしくなったのか、ユキノは顔を隠すようにベッドに埋めてしまった。

			その仕草は淫らな姿とは一転して、かなり可愛らしく見える。

			「桐原……」

			「もう……は、恥ずかしい……」

			「……とりあえずバスルームに行こうか。顔……洗わなくちゃな」

			顔を隠したままのユキノに促すように声をかける。

			そんな言葉に、ユキノはベッドに埋めていた顔を少しだけ出した。

			「は、はい……先生……」

			小さく頷いた彼女を連れて、正義はバスルームへと向かった。

			まだまだ、夜は始まったばかりだ。

			


			


			バスルームに入って汗と体液をシャワーで流すと、手持ち無沙汰になってしまった。

			バスタブにお湯を張るまで時間がかかるのだ。

			その間ボケーッとしているのも、もったいない。

			「よし、桐原。まずは、俺のをしゃぶって大きくしろ」

			「えっ……あっ、その……」

			しゃぶるという露骨な表現にユキノは思わず口ごもった。まだまだお嬢様らしい上品さが抜けていない証拠だ。だからこそ、嬉しくもある。

			「ほら、咥えるんだ」

			精液を出して間もないペニスは、元気が無い。垂れ下がるような感じでぶらぶらしている。

			ユキノは躊躇しながらも、ゆっくりと正義の前にひざまずいた。

			丁度、目の高さにペニスがくる位置だ

			「ほらほら、早く」

			「は、はい……」

			ユキノは小さく口を開くと、まだ勃起していないペニスを咥え込んでいった。

			「もっと奥まで咥えるんだ」

			指示に従って、ユキノは根元までペニスを咥えた。

			ピストンするような激しいフェラチオとは違った、ねっとりとした快楽が肉竿を満たしてゆく。

			イッたばかりの敏感なペニスには、これぐらいの刺激でもいい。

			「いいぞ……そのまま、ゆっくり口でしごくんだ」

			「ふぁ、ふぁい……」

			ユキノはペニスを咥えこんだまま頷くと、ゆったりとフェラチオを開始した。

			肉棒を頬張るお嬢様の姿は、やはり美しい。

			まだまだペニスは回復しないが、こうして余裕を持ってユキノの奉仕する姿を見るのも新鮮でいいものだった。

			「……ああ、いいぞ。もっと……亀頭の裏あたりを舐めてくれ」

			「ん……んん、んむっ……」

			ぎこちない舌使いで裏筋を刺激されると、ピクピクと亀頭が動いてしまう。それと同時に、肉竿も固くなってくる。

			「んむっ……んっ、んっ、んっ」

			懸命にフェラチオをするお嬢様の姿を見ているだけでも、回復が早まるというものだ。

			「……よし、いいぞ。次はもっと早く動いてくれ」

			「は、はいっ……んぐっ、はぁっ……あむっ……んんっ」

			一度ペニスから口を離して、再び咥え込む。

			今度はさっきよりも早く、リズミカルに肉竿を口腔でしごきあげる。

			「ああっ、いいぞ。うまくなったな……」

			「んっ、んむっ、んぐっ……はぁっ、んぐっ……んちゅっ」

			肉棒は、すっかり元気を取り戻しつつある。

			そろそろ、挿入も可能な固さだ。

			「……よし、桐原。こちらにケツを向けろ」

			「んっ、んぐっ……は、はい……」

			ユキノはフェラチを中断すると、バスタブの縁に手をついて形の良いお尻をこちらに向けた。

			（ほう……。やはり、いいケツをしているな……）

			柔らかそうでありながら、決して余計な肉がついていない。

			そして、肌は透き通るように綺麗だ。

			「あ、あの……は、恥ずかしいです……そんなに、見ないで下さい……」

			「ふふ、それじゃあ、そろそろ入れてやるか……」

			そう言いながら、正義は回復した肉竿に手を添えて、ユキノの尻肉に擦りつける。

			「あ、あぁ……せ、先生……」

			「ん、ここだな……そらっ！」

			正義は、後ろからユキノのオマンコの入口に亀頭を合わせると、一気に貫いた。

			「あ、ああああああっ！」

			下げていた顔を思いっきり上げて、ユキノは挿入の快楽に悲鳴を上げた。

			「おいおい、入れただけでそんなに気持ちいいのか？」

			ビクビクと震える尻肉を掴みながら、正義は呆れ気味に囁いた。

			「ほらっ、まだまだこれからだぞ！」

			正義は腰を打ちつけるように、バックから思いっきり突き上げた。

			「あんっ！　はぁんっ！　せ、先生っ！」

			ユキノは身体を震わせながら、喘ぎ声を上げる。

			人目を気にすることもない空間だからか、あるいはもう自制が利かなくなりつつあるのか、ユキノは今までにない甘い声を上げていた。

			「はぁんっ！　あんっ！　あぁんっ！　んんっ……あっ！　はぁぁんっ！」
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			「き、桐原……っ」

			「あぁぁぁ……出たり入ったりしてる……私の中に……あふっ……あっ！　ああっ！」

			その声がバスルームに反響して、いい具合に聞こえてくる。

			だから、正義はもっともっと腰を使ってユキノに喘ぎ声を上げさせた。

			「そろそらっ」

			「はううっ！　あっああっ！　せ、先生っ……くふっ…ううぅぅぅっ！」

			「ほらほらっ！　どうだ、桐原」

			「んんんっ！　はああっ！　ズンズン……くるぅぅっ！　ああぁっ！　いいっ！　気持ちいいっ！」

			膣の方はさっきのオナニーですっかり濡れきっているので挿入が極めてスムーズだ。

			「桐原……パイズリしている間に俺をオカズにオナニーしてたのは、これが欲しかったからなんだろ？」

			「んんんっ……そ、そういうわけでは……あっ！　あぁんっ！」

			「オマンコの中をこんなにグチュグチュにして、何を言ってるんだ？」

			「そ、そんなっ……あっ、はぁんっ！　ああっ……あああああっ」

			「こうやって掻き回したらどうだ？」

			そう言いながら、腰を押しつけながらぐりぐりと回す。

			「はうっ！　そ、そんな……え、えぐっちゃ……ひっ、ひいぃっ！」

			「すごいエッチな音がしているじゃないか！」

			からかうような口調でそう言いながら、秘部を勃起した肉棒で突きまくる。

			その度に結合部からは、淫らな水音が派手に鳴った。

			「……んはぁぁぁんっ！　あっ、ああああっ！」

			羞恥と快楽の相乗効果でユキノの快楽は高まる一方だ。

			「ほらほらほら、こうして欲しかったんだろ？　なあ、桐原」

			「くっ……んんんっ……あんっ、あぁんっ……わ、私は……あっ……ああぁぁぁっ！」

			「オマンコが俺のチンポを咥え込んで離そうとしないぞ！」

			「やっ……んんっ、そんな……わ、私は……あぁぁっ！　あんっ！　あぁんっ！」

			口では否定しているものの、オマンコの方はタラタラととめどなく愛液を溢れさせて痙攣している。

			パイズリも良かったが、やはりオマンコの感覚はたまらないものがある。

			「……はぁ、はぁ……くぅぅぅっ……いい感じだ」

			「せ、せんせっ……んんんっ！　あっ……ああっ！」

			「おっぱいも気持ちよかったけど……やっぱり桐原のオマンコは……くぅっ！　物凄くいいなぁ」

			膣内を堪能するように、腰を回しながら抽送を繰り返す。もっともっと心地よい喘ぎ声を聴くために。

			「んあっ！　中を……えぐってきて……ひっ！　ああああああああっ！」

			「そらそらっ！　そらそらそらっ！」

			「ひんっ！　あっ……はぁぁんっ！　あんっ！　あぁんっ！」

			派手に喘ぐ度に膣はキツく締まってくるが、一度出したばかりなのでまだまだ射精感は込み上げてこない。

			それどころか絡みつく肉襞の感触に、ペニスがどんどん太く固くなってゆく。

			後ろからの挿入は正常位とはまた違った快楽を与えてくれた。

			「あっ……ああっ……ど、どんどん中で大きくなってる……んあっ！　あっ、はぁっ！」

			「まだまだ……こんなのは準備運動みたいなものだぞ……そぉらっ！」

			「あひいっ！　んあああああっ！　あんっ！　あああぁぁんっ！」

			強く腰を突き出す度に、ユキノはビクンビクンと身体を痙攣させて悲鳴のような喘ぎ声を上げる。それと同時に膣もクイクイと締まってきて、たまらなく気持ちいい感覚を与えてくるのだ。最高のオマンコである。

			「す、すごい……締まりだな……くっ、ううっ」

			「あああああっ……せ、先生のが……私の中で……反り返って……ひっ、ひぃぃっ！」

			射精感はまだ来ないが、まだまだ何発でも、いくらでも出せそうな気持ちよさだ。

			「はぁんっ！　あんっ！　あぁんっ！　やっぱり……す、すごいっ！　あああっ！　気持ちいいっ！　あひぃっ、ああああああっ！」

			完全に快感に溺れたように、ユキノは大声で喘ぎながら一突き毎に大きく身体をくねらせて悶えた。

			「くぅぅっ……俺も気持ちいいよ……もっともっと突き上げたくなってくる。くうっ！」

			「ああっ！　あああっ！　お、奥まで……ひいいっ！　あっ！　あひぃぃぃぃぃぃっ！」

			その動きで膣の締めつけも微妙な変化を起こし、ペニスをギュッと締めたり軽く締めたりと緩急がついた。

			「あっ……うっ……うううっ……」

			まるで膣全体が吸いついてくるような感触に、思わず呻いてしまう。

			まるで思いっきり吸われているような、そんな感じにすら思えるほどだった。

			「せ、せんせっ……す、すごい……んはっ！　あっ、あああっ！　奥に当たってる……あ、当たってるのっ……あはぁぁぁんっ！」

			「もっと……もっとだぞ……何度もイカせてやるからな」

			耳元でそう囁きながら、激しく秘部を突き上げまくる。

			結合部からは淫らな愛液が飛び散り、グチュグチュといういやらしい音はどんどん大きくなってゆく。

			「はぁんっ！　あぁっ！　き、気が遠くなりそうっ……んっ！　あはぁぁぁぁんっ！」

			「おおっと、そう簡単にイッて貰っては困るな」

			ユキノがイキそうになると、わざと腰の動きをゆっくりにさせる。

			「あっ……ああああっ……せ、せんせ……そんな、意地悪……しないで……」

			絶頂の直前で焦らされたユキノは、泣きそうな顔でこちらを見つめてくる。

			とても色っぽい、今までにない表情だ。

			そんなユキノの姿に、異常なほどに興奮は高まってゆく。

			それでも、ここでスパートをかけてしまっては面白くない。

			「……俺がまだまだ出そうにないからな。まだまだ付き合って貰うぜ」

			そう言いいながら、クイクイと小さく腰を動かす。

			そんな刺激でも敏感になったユキノには、かなり大きな刺激になったのだろう。身体がビクンビクンと過剰なまでに反応していた。

			「んんんっ！　あうっ！　あっ、ああっ！　ひっ……あああああっ！」

			「ほら、ほら、ほらっ！」

			「はうううっ！　んはぁぁぁぁんっ！　ああっ！　いっ、いいっ！」

			勃起したペニスが出入りを繰り返す度に、ユキノは大きく身体をのけ反らせて喘ぎ声を上げる。

			「いいぞっ……もっと可愛く喘ぐんだ……ほらほらっ！」

			「せ、せんせ……いっ、いいっ！　あんっ！　はぁんっ！　す、すご……いいいいっ！」

			ネットリとした愛液がどんどんと溢れ出てきて、ペニスに絡みついてくる。肉襞に絡みついたそのネットリ感が、更に快楽の世界に誘ってゆく。

			「ううううっ……あっ……いいぞ桐原っ、うううっ」

			胸にあれだけ出したにもかかわらず、込み上げてくる感覚。あまりに乱れるユキノの姿に全身の血液が煮えたぎっているようだった。

			それでも腰の動きを止めず、絡みつく肉襞を掻き分けるように勃起したペニスを出し入れさせまくる。更に、更に、更に、更に。

			「くっううっ……そ、そぉら！　そらそらそらぁっ！」

			「んはぁぁぁぁんっ！　あんっ！　はぁんっ！　ひぁあっ……イクッ……イ、イッちゃうっ！　ひぃっ！　あっ！　ああぁぁぁあああっ！」

			絶頂を迎えたユキノの嬌声が、バスルームにこだまする。

			「くっ……ううっ……はぁ、はぁ……うっ…ううっ」

			油断したら、こちらまで達してしまいかねない。

			正義は射精感をうまくスルーしながら、ユキノの尻肉を掴んだ。

			──だがまあ、とりあえず夜は長いのだから、いくら出してもいいだろう。

			ユキノ相手なら、際限なく射精できそうな気すらしてくる。

			「……ほら！　もっとイけよ！　そらそらそらっ！」

			再び容赦なく腰を振って何度も何度も突き上げまくると、ユキノの身体が大きくのけ反って痙攣した。

			「イクッ！　イクッ！　んあっ！　ああっ！　はあああああんっ！」

			締まりが一気に強くなって、出したくなってくる。

			全身の痙攣が、膣にも及んでいるのだ。激しく収縮して、震えるほどの快楽が正義にも押し寄せてくる。

			さすがに、もう耐えられそうにない。

			その衝動のまま、ラストスパートをかけるように、抽送を速めていった。

			「はぁぁんっ！　あんあんっ！　ひっ…いいっ！　また、イクッ！　イクゥゥゥッ！」

			根本までねじ込んだ肉棒を、無数の肉襞がギュッギュッと締めつけてくる。

			それでも腰を止めずに、搾り取ろうとするようなキツい膣を何度も何度も激しく突きまくる。

			「んんんんっ！　も、もうダメ……ひっ！　あっ！　あ、あ、ああっ！　んぅっ！　ああああああぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			大きく身体を反らして、ビクンビクンと激しく全身を跳ねさせた。

			「そ、そろそろ……出すぞ……中にいっぱい……出して……やるからな！　うっ、くうううっ、ううううう！」

			「ああああああああっ！　イクッ！　イクゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！」

			大声でユキノがそう叫ぶと同時に、腰を思い切り尻肉に叩きつけて込み上げてきた熱い白濁液を子宮の奥までぶちまける。

			「うっ！　ううううっ！　あああああ！」

			あまりの快楽に叫び声を上げてしまうほどの射精だった。

			「はぁっ！　ああんっ！　な、中に熱いのが……い、いっぱい出てるぅぅぅっ！　あひぃぃいっ！　あっ、あああああっ……！」

			中に出されながらも、膣の締めつけが更に強くなってくる。

			その締まりに、たっぷりと射精し続ける。

			何度味わっても中出しの快楽は素晴らしいものがある。

			ドクンドクンと肉棒が脈打つ度に、ユキノはビクンと全身を跳ねさせた。

			そして身体が跳ねると同時に、膣の締めつけもまた一段とキツくなってゆく。

			「い、いっぱい……いっぱい出てるの……私の中に……たくさん……んあぁぁぁぁ……ああっ……あはぁぁぁん……」

			「……はぁ、はぁぁ……たっぷり……出しちまったな」

			最後の一滴まで出し切って、ゆっくりと肉棒を引き抜いてゆく。
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			ズルリと抜けた秘部はポッカリと口を開き、ヒクヒクと妖しげに蠢いていた。

			そこからは出したばかりの白濁液がドロリと溢れ出して、溜まり始めたバスタブのお湯に滴り落ちていった。

			「……あっ……せ、先生……お湯に……は、入っちゃいますよ……」

			ユキノは中出しされたことよりも、お湯に精液が落ちるのが気になっているようだった。

			正義は意味ありげにニヤリと笑うと、耳元で囁きかけた。

			「……随分慣れたじゃないか、桐原。膣内に出されるのが怖くないのか？」

			「えっ？　あっ、あの……そ、それは、その……」

			言われて初めて気がついたのか、ユキノは思わず口ごもった。

			もうユキノは妊娠する怖さよりも、目先の快楽を優先しているのだ。

			そんなユキノに、正義は意地の悪い口調で告げてやった。

			「それじゃあ次は……違う穴で楽しませて貰おうかな」

			「えっ？」

			「なぁに……桐原の前の穴だけじゃなくて、後ろの穴の処女もいただこうかと言ってるんだよ」

			そう言いながら、風呂場に持ち込んでいたローションに手を伸ばす。

			「う、後ろの穴って……えっ!?」

			その言葉にハッとしたユキノのアナルに、浣腸するかのようにローションを注ぎ込んでゆく。

			「ひっ!?　な、なにっ!?　つ、冷た……先生、何を……い、嫌っ！　嫌です！」

			「ふふふふふっ……それじゃ、こっちの穴でも楽しませて貰うぞ」

			「やっ！　そ、そこは……汚いですっ！」

			「うるさいな」

			身をよじって逃げようとするユキノの尻肉を押さえつけて、窄まったアナルに肉棒を押しつける。

			「あああっ……ダメです……そ、そこは……違うっ……」

			「ここでいいんだよ。だからタップリとローションを入れたんだからな」

			「そ、そんな……イヤっ……やめてください、先生……」

			さっきまでの快楽の表情とは一転、ユキノは初めて犯されたときの顔になっていた。

			さすがに、後ろの穴で繋がるというアブノーマルな行為は、お嬢様には耐えられないらしい。

			「ふふふっ……いい表情だ。そそられるぞ」

			怯えるユキノの表情に、ペニスがまた昂ぶってくる。

			「こっちの穴なら孕む心配がないから、思いっきり中出ししても安心だろ？」

			「そ、そうじゃなくて……こ、こんなこと……イヤですっ」

			「なぁに、こっちも慣れれば気持ちよくなる」

			そう言うと固く反り返ってきた肉棒を押し当てて、ユキノの肛門をゆっくりと貫いていった。

			「……ひっ！　ひぃぃぃぃっ!?」

			亀頭が窄まったアナルを押し広げ、ゆっくりと腸内に入り込んでゆく。

			「あっ……ああっ……ああああああああああっ！」

			「ローションを使っても……さすがにキツいな……」

			「ひぃぃっ！　お、お尻に……お尻に入ってくる！　き、気持ち悪い……ああああっ！」

			「ほら、もっと力を抜くんだ。大きく息をして……尻の力を抜いて……」

			「うっ……あっ……はぁぁぁ……あっ！　ああああああっ！」

			ズブズブと押し込まれるペニスに、ユキノは異物感を感じているようだった。

			無理もない、尻の穴は排泄物を出す為の器官なのだ。そこに押し込まれているのだから、違和感はかなりあるだろう。

			だがその違和感を感じている姿が、更に興奮を高めて二度も射精したペニスを熱くたぎらせてゆくのだ。

			「そぉらっ！」

			「はううううううっ！　あっ！　ああああああああああああああっ！」

			悲鳴のような喘ぎ声を上げながら、ユキノは大きく身体をのけ反らせてワナワナと唇を震わせた。

			「いいぞ……いいぞっ……ふふふふふっ」

			悶えるユキノの姿に満足感を覚えながら、オマンコとはまるで違うアナルの締めつけを味わう。きゅうきゅうと強烈に締めつける感覚は病みつきになりそうだった。

			「お、お尻が……お尻が……んっ！　あっ……ああぁぁぁ……」

			「ほぉら……奥まで入ってゆくぞ……お前の尻の穴に俺のチンポが……奥までズッポリ入ってゆくぞ？」

			「あっ、あああああっ……！　せ、先生……な、何でこんなこと……あ、あうぅっ！　んんんんぅっ！」

			「こういうのも、あるんだよ。オマンコもアナルも、チンポを突っ込まれると気持ちがいいだろ？」

			「うううっ……こ、こんなの……き、気持ちよくなんて……んあっ！　ああああっ！」

			「セックスだって……最初は痛かったけど、気持ちよくなっただろ？　アナルも同じことだ。すぐに気持ちよくしてやるよ！」

			そう言うと、ゆっくりとアナルへの抽送を開始した。

			「ひっ！　んんんんっ！　ダ、ダメ……出し入れしちゃ……あっ！　お、お尻……めくれちゃう……あああぁぁっ！」

			肛門を出入りする肉棒の感触に身体がビクビクと痙攣して、括約筋がペニスをグイグイと強烈に締めつけてくる。

			「くっ……ううっ……いい締りだ」

			「あああっ！　お、お尻に……お尻に入ってるのぉ！　ああっ！　こ、こんな……こんなことって……んんっ！　あっ！　あああああっ！」

			「くぅぅ……こ、これは……い、いいぞ……すごい……」

			「あっ、ああっ！　せ、せんせっ……こ、こんなこと……やめっ……んぅう！」

			「ダメだ……こんな気持ちがいいこと……や、やめられるわけないだろ！　くうぅっ！」

			「ひっ、ひぃぃっ！　んあっ！　あっ！　あうううううっ！」

			「……そ、そぉらっ！　そらそらっ！」

			強い抵抗を感じながらも、それでもペニスを強引に出し入れさせる。

			「そ、そんな……うっ、ああ！　あひぃっ！　お、お尻が……お尻が壊れちゃう！　ああああああっ！」

			ユキノが身悶えながら全身を痙攣させると、括約筋が激しく収縮してググッと肉棒を締め上げてくる。

			「くぅっ……本当にすごい締まりだな……まるで搾られるようだ……」

			今までに味わったことの無いような締めつけ。オマンコともパイズリともフェラチオとも、まるで違う快感。

			──アナルセックスというのも、悪くない。それどころか、かなりいい。

			すっかり肛門を犯す感覚に味をしめた正義は、徐々に腰の動きを速めていった。

			「あぐっ！　ううううっ！　あっ……あああああっ！　お、お尻が……お尻が熱いっ！　あひぃっ！　んああああああっ！」

			奥まで突っ込む度にユキノはまるで悲鳴のような声を上げて身悶える。その度に尻の穴がギュッと締まり、痛いほどにペニスを締め上げてくるのだ。

			「こ、これは……クセになりそうな締まりだ……うっ、ううっ」

			手でしごくよりも何倍も強い締めつけと何とも言えない温かさ。二度も出したペニスでさえ、どんどん固く勃起していった。

			「あああああっ！　お、お尻が広がっちゃうぅぅぅっ！　んはぁぁぁっ！　あひぃぃ！」

			肛門を押し広げられる感覚に、ユキノは大声を上げながら身をよじる。

			それと同時にアナルの締まりが、また強くなってきた。

			食いちぎられるかと思われるほどの強烈な締まりに、思わず腰の動きが遅くなってゆく。

			「うっ！　す、すご……キツ……」

			「んあっ！　ひぃっ、あひぃっ！　ひっ……お、お尻……めくれる……んあああっ！」

			「くっ……うううっ」

			「お、お尻……だめぇぇ……もう抜いて……抜いて下さい、先生……」

			アブノーマルセックスに困惑して哀願してくるユキノにあえて、優しく応える。

			「抜いて欲しかったら……もっと尻の力を抜くんだ。……じゃないと、思いっきり締めつけられたら……抜けるものも抜けないだろ？」

			耳元でそう囁きかけると、ユキノのギュッと締まったアナルが少し緩んだ。

			──くくく……本当にお嬢様は御しやすいな！

			そこで、すかさず正義は再び激しく抽送を始めてアナルを犯した。

			「ひぐっ!?　う、あぐぅうっ！　そ、そんなっ！　あ、あっ！　うあああああああっ！」

			油断したところを思いっきり犯されて、もろに肉棒をアナルの奥の奥まで突き刺されてしまう。
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			「せ、せんせっ……ち、違うっ！　抜いてっ！　抜いて下さいっ！　あひぃぃぃっ！」

			また肛門がギュッと締まってくるが、それでも容赦することなく腰を激しく振りまくってゆく。一突きごとに、強烈な快楽が押し寄せてくる。

			「あっ！　ああっ！　あああっ！　お、おしりっ！　おしりがぁっ！　んんっ……んはぁぁぁぁっ！」

			「うっ、うううっ……はぁ、はぁ、はぁ……」

			何度も激しく腰を振りすぎて、さすがに息が上がってくる。少しピストンの速度を落として、呼吸を整えることにした。

			「……せ、先生……お、お尻は……やめて下さい……こ、こんなの……ち、違う……あぅっ……はあああっ」

			「はぁ、はぁ……違わないさ……桐原……お、俺はお前の全てが欲しいんだよ……」

			「せ、せんせ……んっ！　あっ！　あうっ！」

			腰が前後する度に、ユキノは思わず言葉を詰まらせ身をよじった。

			「再開だ」

			再び、ユキノのアナルを突き上げ始める。

			「前も……後ろも……俺がお前の初めてになりたかったんだよ……」

			「あぁぁ……せ、先生っ……んっ、あっ！　あああっ！」

			「だ、だから……お前も俺のチンポを……アナルでしっかり、受け止めてくれ……！」

			「せ、せんせっ……んあっ、あっ！　はぁぁんっ！　ひっ……んんんんっ！」

			「くっ……ううっ！　き、桐原……桐原あっ！　あああっ！」

			更に激しくピストン運動を繰り返すと、急激な射精感に襲われた。

			膣と違って、アナルの強烈な締めつけを前に射精を遅らせることは至難である。

			「くっ……こ、このまま……出すぞ……！」

			「はうっ！　あっ、ああっ！　お、おしりっ、お尻でせんせいのが……ビクビクしてるのっ！　あ、ああっ！　あああああっ！」

			涎を垂らしながら、激しく顔を左右に振る。もうユキノはアナルでも激しく感じているのだった。

			「うっ、くっ、ああぁっ！」

			グッと腰を前に突き出して肉棒を根本まで尻穴にねじ込む。

			「ひぐううううっ！　んああっ！　あはぁっ！　あひぃぃぃっ！」

			「うっ……ううううっ！」

			尻肉を掴んで、腰を思いっきり突き上げて射精する。

			「やあああっ！　お腹に……お腹の中に熱いのが……んはっ！　あぁぁぁぁんっ！」

			全身の力が抜けてゆくかのような快楽と共に、ユキノの腸内に何度も何度も精液を放ってゆく。ドクンドクンと直腸内が精液で満たされてゆくと共に、ユキノは全身をガクガクと震わせた。

			「あうううううっ……んあっ……いっぱい……くるのぉ……あひぃっ！　ああああっ！」

			「ま、まだまだ出るぞ……くっ、うううぅぅぅっ」

			「ああああぁぁっ……お尻に熱いのがいっぱい……で、出てる……はううっ……あっ、ああぁぁぁ……」

			三度目の射精にもかかわらず、何度も精液は出てしまう。あまりの快感に腰の感覚が麻痺しているぐらいだ。

			「はぁ、はぁ……はぁ……はぁ……はぁ」

			「あぁぁぁ……あっ……あぁぁぁぁ……」

			三発出したが、まだまだ夜はこれからだ──まだまだユキノの身体を堪能する時間はたっぷりとある。

			「はぁ、はぁ……まだまだ……もっと色々教えてやるからな」

			そんな言葉に、ユキノは息も絶え絶えな状態で小さく頷いて見せた。

			「……はぁ……はぁ……は、はい……せ、せんせ……いっ……」
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			期末試験もあって、お互い楽しむことが出来ない日々が続いていた。

			さすがに試験期間中は、大人しくせざるを得ない。

			でも、ようやく今週から平常授業になっていた。

			「さっさと答案を片付けてしまわないとな……」

			正義は職員室を出ると、準備室に向かった。

			しばらく廊下を歩くと、目の前に一人の女子生徒が現れた。

			「……んっ？　桐原？」

			窓際で黄昏れているのは、他ならぬユキノだ。

			先日のラブホテル以来、試験で忙しくてあまり話す時間も無かった。

			「あ、先生……な、なんだか久しぶりですね」

			そういって微笑むユキノだが、その表情はどこか力なく見えた。少し青ざめているようにも見える。

			「どうした？　顔色が悪いぞ。具合が悪いなら無理しない方がいいんじゃないか？」

			「い、いいえ……大丈夫です」

			「そうか……？」

			そんな話をしていると、予鈴が廊下に鳴り響いた。授業の準備もあるだろうし、調子があまり良くなさそうな状態で引き留めるのもよくない。

			そう思った正義は、そのまま別れようとした。すると──。

			「……あ、あのっ、先生」

			不意にユキノに呼び止められて、足を止めて振り返った。

			「……どうした？」

			「あっ……い、いえ、やっぱりなんでもないです。失礼します」

			そう言うなり足早に立ち去っていってしまう。

			（自分から呼び止めておいて行ってしまうとは……どうしたんだ？）

			去ってゆく後ろ姿を見つめながら、思わず首をかしげる。

			「……んん？」

			どうにもユキノの事が気になって仕方がない。何を言おうとしていたのだろうか？

			


			


			準備室の窓からは、校庭で体育の授業をしている生徒達が見える。

			その中には、ユキノの姿もあった。今日は期末試験明け初めての体育の授業なのだ。

			思わず正義はその姿を目で追ってしまっていた。

			「……どうせ今日あたり呼び出すつもりだったし、それとなく聞いてみるか」

			面倒事に首を突っ込みたくないと常々思っている自分が、まったくどういう心境の変化なのだろうか。

			別に、テストの出来が悪かったとか徹夜で勉強したので睡眠不足だとかであって、大した理由ではないのかもしれない。

			だけど、ユキノのことが気になって仕方が無いのだ。

			そんな事を考えていると、グラウンドで異変が発生した。

			突然ユキノが崩れ落ちるようにひざまづき、そのまま地面に倒れてしまったのだ。

			「……おいおい」

			正義は立ち上がると、小走りに校庭へ向かった。

			


			


			窓の向こうはすっかり暗くなっている。

			正義は保健室のデスクに座り、テストの採点をしていた。

			何故、正義が保健室などで採点をしているかというと──。

			「……あっ……せ、先生？」

			保健室のベッド、そのカーテンがモゾモゾと開き、そこから顔を出したのは他でもない、桐原ユキノだ。

			彼女は正義の顔を見て、呆気にとられた表情を浮かべている。

			「よお、桐原」

			採点の手を止めて軽く声をかけると、ユキノはますますポカンとした顔になり、すっとぼけたことを口走った。

			「お、おはようございます、せんせい……って……あ、あれ？　今何時……？」

			どうやら完全に寝ぼけているようだった。

			正義は内心呆れながらも経緯を説明してやることにした。

			「丁度、六時になったところだな」

			「えっ？　六時って……授業は……」

			「とうの昔に終わったよ」

			「そ、そう……なんですか。えっと……わ、私、確か……」

			「体育の授業中に軽い貧血を起こしたそうだ。だから無理はするなと言っただろう」

			「わ、私……ずっと眠ってたんですか？」

			「まあ、そういうことだな」

			あの後、ユキノはすぐに保健室に運ばれて校医の診察を受けた。

			しかし夕方になっても目を覚まさないので、宿直だった正義が診ると言って鍵を預かったのだ。

			（それにしても……この学園は無防備だな。教師と生徒とはいえ、間違いでも起こったらどうする）

			この手の組織は外部セキュリティばかり強固で、内部セキュリティが甘いものだ。

			（……もっとも、そのセキュリティの弱さをついて好き放題している俺が言えたものじゃないがな）

			「それで……何があったんだ？」

			問いかけにユキノの表情が曇った。倒れたのは貧血だろうが、起きなかったのは寝不足だと校医が言っていた。寝不足になるということは……。

			「また、何か悩んでるんだろう？」

			そう切り出しても、ユキノの口は重かった。

			「…………」

			正義はベッドに歩み寄って腰を下ろすと、優しい口調で語りかけた。

			「一人で抱え込むな。話して楽になることもあるぞ」

			そう言って頭を撫でてやると、ユキノは重かった口をゆっくりと動かし始めた。

			「……兄が、結局家を出ることになってしまって」

			「……そうか」

			正直言うと、何が『そうか』なのか正義自身もよくわかっていない。

			だが、かなり残念そうに言ってやると、ユキノは言葉を続けた。

			「……私とは連絡を取ってくれるって、兄は言ってくれましたけど……」

			そう言ってユキノは、寂しそうな顔で微笑む。

			（……確か前に言っていたのは、兄が立ち上げる事業の都合で、アメリカのワシントンＤＣ行きだとかなんだとか……）

			その兄が実家から勘当状態になってしまったとなれば、ユキノは今後兄と会うのは難しくなるだろう。

			「それに、私は……」

			「……？」

			ユキノには、まだ何か悩みがあるのだろうか。

			「…………」

			話し出すのを待ってはみたが、その後は一向に喋り出す気配はなかった。

			あまりの沈黙に耐えかねて、正義は場を紛らわそうと軽口を叩いてみることにした。

			「……しかし、ちょっと妬けてしまうな。桐原のお兄さんには」

			そんな言葉に、黙っていたユキノは火がついたように叫んだ。

			「な、何言ってるんですか！　私と兄はそんな関係じゃありません！」

			「き、桐原……」

			ちょっと空気が読めなかっただろうか。重苦しい空気を思って発した言葉が逆効果になってしまった。

			──それにしても……まさか、本当に重度のブラコンじゃないだろうな。

			強く否定されると、逆に勘ぐってしまいたくなるのが人情だ。

			そんな事を考えていると、目の前でユキノがポロポロと涙を流して泣き出してしまった。

			「うううっ……ひどいです、先生……」

			「ご、ごめん、真面目な話なのに茶化して悪かったよ」

			とりあえず胸中に芽生えた疑念はしまい込み、この場は素直に謝罪することにした。

			だがユキノは悲しそうな表情で、ジッと見つめてくる。

			「私が好きなのは、先生だって言ってるのに……最近、全然、呼んでくれないし……」

			「き、桐原……？」

			いきなり話が兄からこちらに飛んでくる。

			まさか呼んでくれないなどという不満を言われるとは思っていなかっただけに、どんな表情をして良いやら困惑してしまう。

			そんな正義に、ユキノは感情を爆発させてたたみかけてきた。

			「私、愛想尽かされちゃったんじゃないかって……すごく不安で……不安で……ううぅ」

			そうして、泣き崩れてしまう。斜め上の展開だった。

			「……い、いや、それはない。なかなか接点がなかったのは、試験期間中は単純に人目につくからだ」

			「ほ、本当に……それだけなんですか……？」

			「あ、当たり前だろっ。俺だってずっと……桐原と会いたいと思っていた」

			「じゃあ……私に愛想を尽かしたとか……だから呼ばれなかったとか……そういうわけじゃないんですね」

			「それは考えすぎだぞ？　俺が桐原に愛想を尽かすなんて、あり得ない話だ」

			優しくそう言うと、泣いていたユキノは顔を赤らめてゆく。

			言った本人である正義も、恥ずかしくなってしまうような台詞だった。

			「せ、先生っ……」

			「だから、妙な心配はしないで、しっかり休んでおくんだな」

			「…………」

			──さすがに倒れた後だし、このままエッチに持ち込むというのは非常識だしな。

			今まで散々ユキノのことを弄んだのに、不思議とそんな気持ちになってしまった。

			それはやはり、自分はユキノのことを本当に好きだからだろうか。

			「あ、あの……先生……」

			「んっ？　なんだ？」

			「その……先生……だ、大丈夫なんですか？」

			「えっ……？」

			──大丈夫って……倒れたのはユキノの方だが？

			そう思ってユキノを見ると、その視線はこちらの股間に向けられていた。

			「わ、私が……その……ずっとしてなかったから……せ、せんせいの……辛いんじゃないかなって、思って……」

			「桐原……」

			「先生、今は……」

			そう言って、大胆にも正義の太ももにそっと手を添えてきた。

			「き、桐原……」

			「……ふたりっきりですよ」

			これは想定外のシチュエーションだった。まさかユキノの方から誘ってくるとは予想だにしなかった。

			積極的なユキノに、少し動揺してしまう。

			だが、せっかく誘ってくれているのだから、乗らない手はない。

			「桐原……」

			「先生……」

			手を伸ばして、そっと細い腰を抱き寄せる。

			「あっ……せ、先生……」

			身体がビクッと跳ねる。でも逃げる素振りは無い。

			「桐原……寂しかったよ……」

			「えっ……？」

			困惑するユキノの耳元に口を寄せると、そっと囁きかける。

			「今まで試験期間で、お前とこうしてふたりっきりで会えなくて……寂しかった」

			「せ、先生……」

			「桐原……こうしてお前を抱きしめられるなんて、俺はすごく嬉しいよ」

			「あっ……せ、せんせ……」

			その言葉にユキノの顔がほんのり赤く染まっていった。

			「お前の体温を感じると……俺はすごく満ち足りてゆくんだ……」

			歯の浮くようなセリフを口にしながら、ユキノの顔に自分の顔を近づけてゆく。

			でも、これは本心からの言葉だ。

			──やはり俺はユキノに惚れているんだな。

			愛だとか恋だとかは柄じゃないと思いつつも、それでも自分はユキノのことが好きだ。

			その心に気がついてしまった。

			真っ直ぐこちらを見つめてくるユキノの瞳は、心なしか潤んでいるように見えた。

			「せ、先生……もしかしてまた、我慢できなくなっちゃったんですか？」

			相変わらず少しズレているユキノの反応だが、そんなところも含めて自分はユキノのことが好きなのだから。

			「……ふふ。そうだな……。ご無沙汰していたからな。桐原は……嫌か？」

			ストレートな物言いに、ユキノは思わずクスっと微笑む。

			「先生、私……病み上がりなんですよ？」

			「あっ……ああ、そうだったな」

			やはり事を急ぎすぎたか。そう思って、手を引こうとした。すると──。

			そんな正義の手を、ユキノの手がそっと握ってくる。

			「でも……いいです。私も……その、寂しかったから」

			「桐原……」

			「先生……」

			もう言葉はいらなかった。保健室のベッドの上にユキノの身体を横にすると、服の隙間から手を入れて愛撫を始める

			「……えっ？　あっ……」

			服を着ていることに違和感を感じたのか、ユキノは困惑顔で囁きかけてきた。

			「せ、先生……服……脱がせないんですか？」

			「服……か」

			元々脱がせる気がなかったので、一瞬何と答えようかと思案してしまった。

			さすがに体操服姿の方が興奮するとは言えない。

			色々と考えてみて、口から出てきた言葉は──。

			「まあ……せっかくだからな」

			「えっ……せ、せっかくって……？」

			意味が理解できていないユキノだが、構うことなく手を動かす。

			「いいからいいから……」

			「んっ……あっ……あんっ……せ、せんせ……」

			「桐原……」

			息を吹きかけながら耳元で名前を囁くと、身体がピクンと可愛らしく反応する。

			「せ、先生っ……あふっ……あっ、ああぁぁぁ……」

			甘い吐息を漏らして身悶える姿は、実にいい。

			体操服という見た目も、少女の美しさを引き立てている。

			その興奮に任せて、ゆっくりと乳房を揉みしだきながら股間をまさぐる。

			「あんっ……んっ……んんんっ……あっ、はぁんっ」

			「桐原……可愛い声だな……」

			「そんな……あっ、あぁんっ……んっ……あふっ」

			「それに胸も……揉み心地がいいよ……」

			「んっ、んっ……あふっ……せ、せんせっ……あっ、ああっ……」

			ゆっくりと乳房を揉みほぐすと、ユキノはむずがるように身をよじった。

			「ずいぶん感じやすくなったな……ここは、どうだ？」

			責め立てるように、指先で強く割れ目をなぞる。

			「……くふっ……うっ、ううんっ……あっ、ああっ……そ、そこは……くぅぅん」

			「ほら……ほら……」

			「くっ……んんんっ！　あっ……あああっ……」

			「どうだ？　気持ちいいかい？」

			「き、気持ちいいような……くすぐったいような……へ、へんな感じです……あぁぁ」

			「そうか……それじゃあ、もっと気持ちよくしてやろうな」

			優しく告げながら、手の動きを少しずつ激しくさせてゆく。

			倒れたばかりということもあるが、ユキノのことを慈しみたい気持ちに駆られていた。

			正義は、指で丹念に秘部を愛撫してゆく。

			「……んんっ……あっ、はぁんっ……あぁぁ……あんっ……」

			円を描くように柔らかな乳をこね回しながら秘裂を抉るように刺激すると、まるで電気が走ったかのように身体がビクンと大きく跳ねた。

			「はうっ！　んっ…んんっ！　あっ！　ああああっ！」

			「……ここが、感じるのか？」

			そう問いかけると、ユキノの顔が赤く染まってゆく。

			「そ、そんなこと……答えられません……恥ずかしい……です」

			「ということは……ここが感じるということだな」

			「…………」

			図星だったらしく答えられなくなった彼女の秘部を、指先で刺激し続ける。

			「やっ……せ、先生……は、恥ずかしいです……そんな……あふっ……あぁぁ」

			愛撫に甘い声を上げながら身悶える。そんなユキノの耳元で、息を吹きかけながら囁きかける。

			「恥ずかしがっている桐原も……可愛いぞ」

			「せ、せんせ…いっ……んっ……あはぁんっ……」

			「ほらほら……こうされると、気持ちいいんだろ？」

			「あふっ……んっ、んんっ……あっ、ああっ……」

			「柔らかい胸だな……それにこんなに大きくて、揉みごたえがある」

			「やんっ……そ、そんなこと……い、言わないで下さい……あっ、はぁんっ……」

			「ほらほらほら……」

			「くっ、うぅんっ……あっ、あふっ……んっ……んんっ……」

			円を描くように手を動かすと、体操服の下でユキノの胸がイヤらしく形を変える。

			乳首を指の腹で転がしてやると、徐々に固くシコり始めてきた。

			「ひんっ……そ、そこ……ダメ……あっ、ああっ……」

			「気持ちいいのかい？　乳首が固くなってきてるよ」

			「やんっ……せ、せんせい……あぁんっ……あんっ、あぁんっ……」

			「ほらっ……ほらっ……こんなに尖って……」

			「あんっ……あっ……そ、そこは……くっ！　んっ……んんんっ！」

			「乳首が感じるのかな？　それとも……こっちの方が感じるのかな？」

			意地の悪い口調でそう言いながら、秘裂を指先でグッと押し込む。そして、掻き回すように動かしてやる。その刺激にユキノの身体はガクガクと震えた。

			「あっ……あああっ……せ、せんせ……そ、そんな……ダメ……あああぁぁ……」

			「何がダメなんだい？　気持ち……いいんだろ？」

			「ああぁぁぁ……せ、先生っ……んっ！　はぁぁぁぁんっ」

			可愛い声で喘ぐユキノをさらに責め立てるように、割れ目をなぞっていた指の動きを激しくさせてゆく。もっと、もっとその心地よい声を聴くために。

			「ほら……ほら……ここが気持ちいいんだろ？　桐原」

			「んんんんっ！　あっ……あんっ！　あぁんっ！」

			秘裂をなぞり上げて最後にクリトリスを弾いてやると、その度に身体がピクンと跳ね上がる。

			「あひぃっ！　んんんんっ！　あっ！　ああっ！」

			「ふふふふふっ」

			クリトリスを責められるのに慣れていないユキノは、かなり派手に反応してくれる。

			そのリアクションに興奮しながら、何度も何度も敏感な肉芽を指先で弾いてやる。

			「ひっ！　あっ、あんっ！　せ、先生……あっ！　ひんっ！」

			「ほらっ……ほらほらほらっ……」

			「はぁんっ！　あんっ！　あぁんっ！　せ、せんせ……それは……あっ！　あああっ！」

			クリトリスを責められる度に、美麗な割れ目からはネットリとした汁が少しずつ溢れ出してくる。

			すっかり開発された身体は、すぐに愛液を分泌するようになっていた。

			「ほらほら……ここも気持ちいいかい？　こんなにお汁を溢れさして……桐原も溜まっていたんだな」

			「あっ、ああっ……せ、せんせい……わ、私……なにも溜めてなんかいない……です……あふっ……んんんっ」

			恥ずかしそうに呟く淫らなお嬢様を責め立て、耳元に息を吹きかけながら囁く。

			「そうかな？　エッチな気持ちが溜まっていたから、こんなに溢れてきてるんじゃないのかな？」

			「ひんっ！　あっ……こ、こんな……あぁぁぁ……」

			指が蠢く度に、股間からはクチュクチュという淫らな水音が鳴り始める。

			「ほら……こんなに濡れてる……」

			「あっ……やっ、あぁんっ……せ、せんせっ……んっ、んんっ……」

			濡れた秘部にゆっくりと指を挿入しながら、熱くなった膣内を指で掻き回す。

			「ほらほら……ほらほらほら……」

			「あっ……ああっ！　せ、せんせ……あうっ……はぁぁぁん」

			溢れ出た愛液が染み出してきて、ブルマの股間部分を変色させてゆく。濡れた部分が強調されてかなりいやらしい感じだ。
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			「下着だけじゃなくて、ブルマまで、か……本当にいやらしいな、桐原は」

			「やっ……わ、私……んっ……あんんっ」

			「乳首の方もどんどん尖ってきて……ほら、つまめるぐらいになってるぞ？」

			耳元でそう囁きながら言葉通り乳首をつまんで転がす。

			「はぁぁんっ！　せ、せんせい……か、身体が……身体が熱くなってきて……あぁぁぁ」

			「大丈夫だ……俺に任せて……」

			「せ、先生っ……あっ、あんっ……はぁんっ……ひっ！　あううぅぅっ」

			乳房を揉み乳首を刺激すると、ユキノのオマンコがヒクヒクと蠢く。指が入り込んだ膣は、物欲しげにクイクイと締めつけてきた。

			「はぁ……はぁ……はぁ……せ、せんせいっ……あっ……はぁぁんっ」

			すっかり瞳を潤ませてしまっているユキノを見て、高揚を抑えきれなくなる。

			「そ、そろそろ……いくぞ……」

			反り返った肉棒を取り出して、ブルマの隙間の秘裂へ押し当てる。

			押し当てた亀頭からヌルッとした感じが伝わってくる。

			どうやらユキノの準備も、もう万全という感じだ。

			「せ、せんせ……きて……きてください……あぁぁ……」

			潤んだ瞳で求めてくるユキノの姿に辛抱たまらなくなる。

			望み通りに、一気に腰を前に突き出していった。

			「そ、そぉら……っ！」

			「あっ！　あああっ！　は、入ってくるっ……先生が……私の中に入ってくる……んんっ！　あはぁんっ！」

			ヌルッとした膣壁に根本までペニスを一気に押し込むと、ユキノは激しく身をよじって挿入の快楽に耐えた。

			「くっ……ううっ……」

			入った途端に膣全体が、ペニスをキュッと締めつけてくる。生々しく感じられる肉襞の感触に、思わず呻き声を漏らしてしまうほどだ。

			そんな反応を見せる正義を真っ直ぐ見つめながら、ユキノは少し微笑んで見せた。

			「せ、せんせ……わ、私……き、気持ちいい……ですか……？」

			今までの経験でユキノにも余裕が出来つつあるようだった。その瞳にはどこか慈しむ感情があった。

			「あ、当たり前のこと……聞くなよ……桐原は最高だよ……」

			そんな問いかけに、正義は優しく耳元で囁いた。

			満たされてゆくような感覚があった。今まで、女を性欲処理道具としてしか見ていなかった正義の心に変化がおきつつあった。

			桐原ユキノなら、砂漠のようになっている自分の心を潤してくれるかもしれない。

			「せ、先生っ……う、嬉しい……」

			ユキノがそう言った途端に膣の締まりが急に強くなってくる。

			「くっ……ううっ……」

			「先生っ……せ、先生っ……あっ、ああっ……ああぁぁぁ」

			「す、すごい……締まるな……うっ、ううっ……」

			「あっ、ああっ！　せんせ、いっ……んんっ！」

			ユキノの声で呼びかけられる度に、心が満たされてゆく。

			そんな不思議な感覚を覚えながらも、腰をグラインドさせてゆっくりと出し入れする。

			「……んんっ！　あっ……あんっ！　あぁんっ！」

			可愛く喘ぐユキノ。その姿を見つめながら、腰を使ってゆく。

			「き、桐原っ……」

			「あっ、熱いの……すごく熱いの……あっ、ああっ……先生の……あ、熱いぃぃぃ」

			「き、桐原の…中も……すごくあったかくて……気持ちいいよ」

			「せ、せんせっ……んっ、んっ……」

			「もっと……腰を使っても……いいか？」

			「は、はい……もっと、ズンズン……し、して……してください……」
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			「それじゃあ……んっ！　んんっ！」

			「……んっ！　はぁんっ！　あんっ、あぁんっ……あっ、ああぁぁぁっ！」

			肉棒が出入りする度に、ネットリとした肉襞が反り返ったペニスを心地良い感じで締めつけてくる。その締めつけてくる肉襞に擦れる感覚が、欲情をどんどん煽ってゆく。

			「こ、これは……い、いいっ……」

			「はぁぁんっ！　あっ……ああっ！　こ、これ……んっ！　んんっ！」

			「な、なんて……いい感じなんだ……くっ、ううっ……」

			「あっ、あぁんっ……で、出たり……入ったりして……あんっ！　あぁんっ！」

			どうやら興奮が高まってきているのは、正義だけではないようだ。

			肉棒を包み込んだユキノの膣壁が、ヒクヒクと蠢いて吸いついてくる。

			「くぅぅっ……いいっ……き、気持ちいいよ……」

			「はぁんっ……せ、先生っ……んっ、あっ……ああっ！」

			こんなにまで具合のいい女性器というのは、やはり初めてだ。本物のお嬢様だからというだけではない。本当にふたりは最高の相性なのだ。

			「もっと……もっとお前を感じさせてくれ……そらっ、そらっ！」

			「んんんっ！　あんっ！　はぁんっ！　こ、これ……いつもと違う……な、なんか……変っ……ああぁぁぁ！」

			「な、なんだ？　何が違うんだ？」

			「……変な感じなんです……あぁぁ……こ、これって……初めての感覚です……」

			「初めての感覚？　それはイヤなのか？　それとも……」

			「い、いやじゃないです……先生……」

			「そうか。だったら……何なんだ？　ハッキリ言ってみるんだ」

			「あぁぁ……き、気持ちいい……気持ちいいです、先生……だ、だから、やめないでください……」

			「そうか……わかったよ……」

			そう答えると、グッと大きく腰を前に突き出す。

			安心した心が、快楽を高めているようだった。

			「ひ、ひいっ！　んあっ！　あっ……はぁぁぁんっ！」

			「ほら、ほら……どうだ？　桐原」

			「ああぁぁぁんっ！　せ、せんせいっ……んんっ！　あっ、あぁんっ！」

			「これが……いいんだろ？　気持ちいいんだろ？　ほら、ほら」

			「はうっ！　んんんっ！　あっ……あああっ！　気持ちいい……気持ちいいですっ！」

			出入りを繰り返すペニスに、濡れた肉襞が絡みつくように吸いついてくる。

			「こ、これは……すごいな……うっ、ううっ……」

			「せ、せんせっ……そんな……ズンズンしちゃ……はうっ！　んっ、あああぁぁっ！」

			「突き上げられるのは……イヤか？」

			「ち、違う……違うの……んあっ！　ズンズンしたら……わ、私……お、おかしくなっちゃいそうで……あっ！　ああっ！」

			「そうか……それなら、おかしくしてあげるよ……ほぉら！」

			「んはっ！　あっ！　ああああっ！　せ、先生っ……あああぁぁぁっ！」

			どうやらユキノは、かなりセックスに快楽を覚えているようだった。

			その証拠に締まり具合も濡れ具合も、申し分ない感じになってきている。

			アソコはまさに洪水状態だ。

			「あふっ……んんんっ……ひっ、ああっ！　あんっ！　あぁんっ！」

			「ふふふっ……」

			──乳首だってすっかり固くなっていて、コリコリしてるしな。

			「この辺も……気持ちいいんじゃないか？」

			柔らかな乳房を揉みながら、尖った乳首を指先で転がす。

			「あんっ……あぁんっ……そんなにいじっちゃ……あっ！　あああっ！」

			「ほらほらほらっ」

			「ひんっ！　はぁぁんっ！　せ、せんせっ……ダメッ……ああっ！　はぁぁんっ！」

			敏感になっている乳首を責められて、可愛らしい声を上げて身悶える。

			そんなユキノに腰を大きく振って突き上げる。

			「そんな声を出されたら……興奮しちゃうじゃないか。ほらほらっ」

			「あんっ……あぁんっ……お、奥に当たるの……ビクッてなっちゃう……んはっ！　あぁぁぁぁっ！」

			「いいぞ……桐原……可愛い顔をして……」

			「せ、先生……先生っ……あんっ、あぁんっ！」

			腰がグッと前に出る度に、ユキノの口からは甘い声が溢れ出る。その声に興奮しながら、徐々にピストン運動を速めてゆく。

			「ほらほらほらほらっ」

			「んあっ！　あふっ……んっ！　んんっ！　で、出入りしてる……先生の……私の中に……ああぁぁぁ！」

			甘い声を上げて身悶える度に、体操服の胸元がイヤらしく揺れる。

			それに肉棒が出入りするブルマの股間も、すっかり色が変わってしまっていた。

			「桐原の中……どんどん熱くなってきたよ……」

			「せ、先生っ……私っ……おかしくなってしまいそうですっ……あんっ、あぁんっ」

			「いいよ……たまには何もかも忘れて楽しむことも大事だからね」

			「先……生っ……んんっ！　あっ……あはぁぁんっ！」

			抽送を更に、繰り返す。

			今この瞬間は悩みも何もかも忘れて楽しんで欲しかった。

			「ほらっ……ほらほらほらっ……いっぱい気持ちよくなるんだ！」

			「はぁんっ！　せ、先生っ……んっ！　あっ……あふっ……あああっ！」

			「もっと大きな声を出していいんだぞ。そらそら！」

			「くっ……んんんっ！　あはぁんっ！　あんっ！　あぁんっ！」

			ユキノの表情が快楽で段々と赤くなってゆく。

			「あんっ！　あぁんっ！　んっ……す、すごい……も、もう何も考えられなくなってくる……あっ！　はああっ！」

			「それでいい……それでいいんだ……何もかも忘れて、思いっきり気持ちよくなるんだ！」

			「……は、はい……せんせ……何もかも忘れさせて……くださいっ！　んんんっ！　あふっ……んあああっ！」

			セックスの快楽に溺れてゆくユキノの姿に、感動すら覚えてしまう。

			言葉で相談に乗るだけでは、決してここまで人の心をほぐすことはできない。

			「あんっ！　はぁんっ！　……いいっ、いいの……頭の中真っ白になって……はぁんっ、気持ちいい……あっ…ああっ！」

			「桐原……もっと思いっきり気持ちよくしてあげるからね……」

			そうして叩きつけるように腰の動きを激しくさせてゆく。

			「せ、せんせ……いっ！　あっ、ああっ！　はぁんっ！　あぁんっ！」

			「ほらほらっ！　ほらほらほらっ！」

			「はうっ！　んんんっ！　あっ！　あああああっ！」

			ネットリとした肉襞が、ペニスに絡みついてくる。擦れる度に反り返った肉棒は、熱くたぎって脈打ってきた。

			「うっ……うううっ……」

			「ああっ！　せ、先生の……私の中で……ビクビクして……あああっ！　熱いぃぃっ！」

			「き、桐原っ……んっ、んんっ……」

			「先生っ！　ああっ、先生っ！　はぁぁぁんっ！」

			加速する抽送にユキノは悲鳴のような喘ぎ声を上げる。膣の締めつけは、ピストン運動が激しくなるにつれ、どんどん強くなってきた。

			「す、すごい……キ、キツ……いっ……うっ、ううっ」

			「あんっ！　あぁんっ！　お、奥まで突き上げてきて……ひっ！　はぁぁぁぁんっ！」

			激しく身悶え喘ぐユキノの姿に、興奮はピークに達する。膣はかなり狭くなっているが、それでも強引に抽送を続ける。

			「はぁ、はぁ……あっ……くぅぅっ……ま、まだ……まだ……」

			「せ、せんせっ……んんっ！　あんっ！　あぁんっ！　す、すごいっ！　あはぁんっ！」

			「き、桐原っ……うっ、ううっ」

			「はぁんっ！　あんっ！　あぁんっ！　は、激しいっ！　んあっ！　あああああっ！」

			締めつけてくる肉襞を掻き分けながら、ペニスがオマンコの中を出入りしてゆく。

			ネットリとした汁がグチュグチュといやらしい水音を立てると、ユキノは身悶えながら喘ぎ声を上げた。

			肉棒も熱を帯びてきて快楽がかなり高まってきた。

			一突きごとに、終わりが近づいてくるのがわかる。

			「んんんっ！　あはぁんっ！　あんっ！　あぁんっ！　せ、先生〜〜〜〜〜っ！」

			「くっ……うぅぅっ……いい感じだ……はぁ…はぁ……」

			「あはぁんっ！　いいっ！　と、飛んじゃいそう……んはっ！　ああああああっ！」

			激しい突き上げに、そろそろイキそうな素振りを見せる。膣の締まりが急激に強くなって、出入りを繰り返すペニスをまるで搾るようだ。

			「き、桐原……お、俺も……そろそろ……」

			そう言った正義に、ユキノは意外な言葉を口走った。

			「せ、せんせっ……こ、このまま中に……中に……ください……」

			「な、中にって……お、お前……」

			ユキノが自分から中出しをせがんでくるとは思っていなかったので、面食らってしまう。

			今まで、散々中出しをしてきたが、ユキノからこんな風に懇願してくることはなかったのだから。

			「お、お願いです……先生……私の中に先生のを……注いで下さい……ああぁぁぁ」

			「な、なんで……お前から……そんなことを」

			「ほ、欲しいんです……先生の熱いのを……いっぱい……ほ、欲しいんですっ」

			「ううっ……」

			言葉で求めると同時に、膣内の肉襞が一斉にペニスに絡みついて射精を促すようにグイグイと締め上げてきた。

			言葉だけでなく、身体も中出しを欲しがっているようだった。

			「せ、先生っ……中に……ああっ……こ、このまま中に……んはっ！　ああぁぁんっ！」

			「き、桐原……くぅっ……」

			当然、このまま中に出してしまいたい衝動はある。

			だが心の中ではユキノが中出しを求めることに、何か違和感を感じてしまう。

			「せ、先生っ……は、早く……私の中に出して……んっ！　あっ！　あああああっ！」

			どうしようか考えているうちに、ユキノの膣は更に締まり限界に達しているペニスをまるで搾り取ろうとするかのように収縮してきた。

			「うっ……うううっ……だ、出すぞ……」

			答えは見つからなかったが、そのままいつものように中に出すことにした。

			「あぁぁぁぁっ……な、中にください……んはっ！　はぁぁぁぁんっ！」

			頭に妊娠の二文字が浮かんだが、すでにペニスは限界に達していた。今日は、緊急避妊薬も持ってきてはいない。

			「ううっ……で、出るっ……んっ、くううっ！」

			「ああぁぁぁっ！　な、中に……中に出して……んっ！　はぁぁんっ！」

			精液を放つ直前の肉棒を逃がすまいとするように、ユキノの膣がさらにギュッと締まってくる。

			「あうっ！　くっ……うっ！　うううっ！」

			あまりの気持ちよさに一瞬意識が飛びながらも、腰を大きく前に突き出す。

			狭い膣内で肉棒が暴れるかのように、精液を吐き出した。

			「んっ！　あっ！　ああっ！　な、中に熱いのが……ドクンドクンって……あふっ……あっ、ああぁぁぁ」

			「うっ、ううっ……」

			一度出てしまえば、もう止まらない。

			熱い白濁液が狭い膣内をドクドクと満たしてゆく。
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			「んはぁぁぁぁっ！　お、奥に届いて……ビュクビュクしてるぅぅぅっ！」

			「くぅぅっ！　うっ……ま、まだまだ……出るぞ……」

			「はぁん……せ、せんせいの……出てます……たくさん出てる……あぁぁっ……はぁぁぁんっ」

			ユキノの中にドロドロの精を吐き出し続ける。

			射精はいつまでも止まらなかった。

			「い、いっぱい……先生のがいっぱい……わ、私の中に……くぅぅん……」

			「き、桐……原っ……！」

			「ああぁぁぁぁ……も、もっといっぱい……んっ！　んんんんっ！」

			オマンコが吸いついてきて、精液を貪欲に絞り出してゆく。

			最後の一滴まで搾り取るかのように、肉襞がヒクヒクと蠢いた。

			「せ、せんせ……あっ、あああっ……」

			「桐原っ……うっ、うううっ……」

			「んはっ……あっ、ああっ……くぅぅん……んっ、んんっ……」

			精液を催促するような膣の動きに促されるように、全てを中に出し尽くした。

			「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ…………」

			息を荒げながらゆっくりと腰を引いて、果てたペニスを引き抜いてゆく。

			ズルリとオマンコから糸を引きながらペニスが抜け出ると、ポッカリと開いた穴はイヤらしくヒクヒクと蠢いていた。

			そこには大量の精液が溢れていて、かなりイヤラシイ光景になっていた。

			「ああぁぁぁ……せ、先生っ……先生の……中に……いっぱい……です」

			「桐原……」

			正義はユキノの上に倒れこんで、そのまま抱きしめあった。

			お互いの心音を感じながら、ふたりは呼吸を整えていった。

			


			


			保健室の扉が音を立てて閉められる。

			事後処理を終えたユキノが、保健室から出て行ったのだ。

			そして保健室には正義ひとりだけになる。

			「そういえば、いったい……桐原はあのとき、何て言おうとしたんだろうか？」

			さっき兄の話で相談に乗ってやったとき、確かにユキノは何かを言いかけてやめた。

			『それに私は……』とまで言って、その後を言い淀んでいたのが気になって仕方がない。

			「解せないな……桐原は本当に、俺と会えないのが不安だっただけなのか？」

			それだけでは何か納得できないものを感じてしまっていた。

			「…………」

			ふとユキノの表情が脳裏に浮かんでは消える。

			その儚げな表情に、言い知れぬ不安感が込み上げてくる。

			「桐原……」

			会っていない間に何かあったのか、それとも桐原家でまた問題でもあったのか……。

			「それに……あいつ、なんで俺に中に出してくれって言ったんだ……？」

			今まで自分から中出しをせがむことなどなかったのに。

			──まさか、中出しすれば妊娠するとわかった上で、あえて求めてきたのか？

			だが、妊娠したがる必要がどこにあるというのだろうか？

			──まさか俺との子供が単純に欲しかったとか……なんてことは無いか。

			そうなると、あの中出しの懇願も謎だった。

			「あいつは……何を考えているんだ？」

			言動や行動に謎が多すぎる。全てが釈然としない。

			今まで手に取るようにわかっていたユキノの心理がわからなくなっていた。

			「…………」

			だが、それだけでは答えなど出るわけもない。

			「本当に……あのとき、桐原は何と言おうとしてたのか……」

			ユキノが去っていった扉を見つめながら、正義はしばらくの間、そのことだけを考えていた。

			


			


			翌日、ユキノは学校を休んだ。しかも、無断欠席だ。

			（……やっぱり、何かあったのか？）

			妙な胸騒ぎがしていた。

			それに……もし、何かあったとしたならば、なぜ相談してくれなかったのか。

			正義は柄になく苛立ちと寂しさを覚えていた。

			（ちっ……何を考えているんだ俺は！　……生徒をレイプした淫行教師が、今更何を考えている！）

			正義は元々、女という存在が憎かった。

			最初は可愛い顔をして言い寄ってくるクセに、最後は向こうから勝手に離れていってしまう。一人や二人じゃない、どいつもこいつもそうだった。

			要するに結局のところ、女なんてのはいつも本気じゃないのだ。

			いくらでも男の心を弄んで、飽きたら捨ててしまう。

			自己中心的で勝手な生き物なのだ。

			そう悟ってから、正義は女を弄ぶ側に回ったのだった。

			やるだけやって、飽きたら捨てる。

			そのことに別に罪悪感など持ってはいない。

			入れ込めば、やがて自分の方が捨てられてしまうのだから。

			それなら割り切って楽しんで、飽きたら捨てればいい。

			そう思っていたつもりだったのだが──。

			「……っ」

			実際は、割り切って言い寄ってくる連中と、ようやく釣り合いが取れただけのことだったのだ。

			だからその行為は、すぐに虚しくなってゆく。

			抱く女がコロコロ変わっても、やることは同じ。

			そして飽きたら捨てるのだと思うと、気持ちが高ぶらなくなってくる。

			最初はゲーム感覚だった。

			駆け引きを楽しみ、セックスまで持ち込む。成功するか失敗するかは自分次第だ。

			成功すれば性的欲求の捌け口として、使って飽きたらポイ。

			失敗すれば、どうやって落とすかを考えてアプローチする。コンティニューだ。

			──そんな女達を相手にしてきた俺が……。

			（ユキノ……あいつ、俺の事が好きだって言ってたな）

			改めて思い返してみると、これまでの人生で面と向かって好きだと言われたことは、あれが初めてだったかもしれない。

			「…………」

			正義は、準備室で立ち尽くしていた。今はもう、コーヒーを飲む気にもなれなかった。

			酒でも飲みたい気分だが、まさか学内で飲酒するわけにもいかない。

			そのまま上の空で、正義は残りの授業をこなしていった。

			


			


			その夜の夢見は酷く悪かった。

			正義に捨てられたユキノが自暴自棄になり、家を出て生活のために援助交際をするという最悪の結末だ。

			すっかり豹変したユキノとたまたま街で再会した正義は、その彼女に促されるまま路地裏に誘い込まれた。

			「どうしたんです？　別に濡れてなくてもいいんですよ。そういうの……教えてくれたじゃないですか。早く、済ませて下さい。次の人も待たせていますし」

			ユキノの人格を破壊してしまった罪悪感を感じつつも、正義は欲情に屈してしまった。

			「き、桐原……！」

			久しぶりに出会えたユキノの身体に、感情が高ぶってくる。路地裏という異様な状況も手伝って正義のペニスはすぐに勃起してしまっていた。

			そのまま、立った姿勢で乱暴に膣内に挿入するが、ユキノの表情はどこか冷めたままだった。

			「……先生のおちんちん、私のオマンコの中でビクビクしてる……もう、射精しちゃうんですか？」

			「そ、そんなわけ……ないだろ……」

			「だったらいいんですけど……少しは私を……楽しませて下さいね」

			虚ろな瞳、抑揚の無い声。自分の知っている純粋で可憐なユキノとは明らかに違う。
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			それでも、快楽の前には全てが無意味だった。

			「い、いくぞっ……そらそらそらっ！」

			いきなりの激しいピストンに、ユキノの身体がビクンと跳ねる。

			「んっ……は、激しいっ！　んっ！　んんっ！　くっ……あああああっ！」

			快楽に逆らえないのはユキノも同じようだった。

			激しく突きたてられると、以前のように甘い喘ぎ声を上げる。

			「くぅぅ……相変わらず……締まる……うっ、ううっ」

			何人もの男を知った膣でも、締まりは健在だ。ユキノが他の男にも金で買われていると思うと嫉妬と後悔が込み上げてくる。

			それでも、全てを振り払うように正義は腰を振った。

			「くっ……ま、まだまだ……そう簡単には終わらせないぞ……そぉら！」

			「せ、せんせっ……んあっ！　あんっ！　あぁんっ！　せ、先生っ……」

			しかし、繋がっているときのユキノは昔のように自分のことを先生と呼んで喘いでくれる。それがまた、心にチクチクと刺さってゆく。

			ついこの間までお互いを愛していたはずなのに、どこで間違ってしまったのだろうか。

			「あぁぁ……いいぞっ……気持ちいい……うっ……ううううっ」

			「はうぅぅっ……んはっ！　わ、私も……あっ！　あああっ！」

			「中が、もう……ヌルヌルだ……なんて濡れてるんだ……うぅぅ」

			「んっ、あぁんっ！　はぁんっ！　あっ、あああっ！　お、奥まで……くるぅ！」

			溢れ出た愛液のおかげで、ペニスの先が子宮口を何度も叩いた。

			「あはぁっ！　あぁんっ！　い、いいっ……き、気持ちいいっ！　あっ、はぁぁぁん！」

			派手に上がる喘ぎ声と、突き上げる度にグチュグチュとなるイヤらしい水音が、路地裏に響き渡る。

			今この瞬間、誰かが横を通りがかったら確実にバレてしまうだろう。

			「こんなにイヤらしい音を鳴らしたら……人が集まってくるぞ」

			「あっ…ああっ！　そ、そんなこと言われてもどんどん溢れちゃう……はぁあっ！」

			「ちょっと見ない間に……随分と淫乱になったものだな！」

			「ち、違う……わ、私は……んっ！　あっ……はぁぁんっ！」

			「何が違うんだ？　こんなにグチョグチョにしておいて！」

			「んんんっ！　あうっ！　あっ……あぁぁんっ！　はうっ……んんんんんんっ！」

			「うっ……ううっ……くっ！　んんんっ！」

			小刻みに腰を振るユキノに、正義は早くも射精感を覚えた。

			──ここで終わらせたくない。

			そんな思いで、込み上げてくる感覚を堪える。

			それでも、激しく腰を前後させまくる。

			「あはぁぁぁんっ！　いいっ！　あはぁっ！　イクッ！　イクッ〜〜〜〜〜〜ッ！」

			「桐原……くぅぅっ……き、桐原ぁぁぁ……」

			すでに限界を通り越して今にもペニスは暴発しそうなのだが、それでもユキノの身体を突き上げ続ける。

			ここで終わってしまったら、もう二度と会えない気がしたから。

			「ひぃぃぃぃっ！　いいっ！　気持ちいいっ！　あぁぁんっ！　せ、先生ぃぃぃっ！」

			「ユキノ……うっ……うううっ！」

			「あああっ！　奥まで……くるのぉ！　あんっ！　はぁんっ！　も、もうっ……耐えられない！　あひぃっ！　はっ…ああぁぁぁんっ！」

			「うぅぅっ……お、俺も……そろそろ……くっ……んんんっ」

			膣の締まりが痛いほどな強さになってくる。それでも腰の動きは止まらない。

			いつまでも味わっていたいのに、止めることなどできないのだ。

			そして、渾身の力を込めて大きく腰を突き出した瞬間──。

			「イクッ！　イッ……くぅぅぅぅぅっ！　んああああっ！　あっ、はぁぁぁぁんっ！」

			膣が急激に収縮して射精を促した。

			「くっ……うううっ……き、桐原……」

			興奮が高まりきったとき、ユキノは喘ぎ声を漏らす中で呟いていた。

			「ああぁぁぁ……やっ、やっぱり好きです……せ、先生……」

			「き、桐……原っ……うっ！　うううっ！」

			ユキノの言葉が合図だったかのように、そのまま中で果ててしまった。
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			「あっ、あああっ……中に……中にいっぱい……あっ、はぁぁぁんっ」

			甘い声を耳にしながら、何度も何度も射精をし続ける。

			「うっ……ううっ……」

			「あはぁっ……オマンコの中……先生の精液でいっぱいになってる……あぁぁ」

			そう言ったユキノがどこか幸せそうに見えたのは、目の錯覚だったろうか？

			事が終わると、ユキノは正義から金を受け取らずに、足早に走り去っていった。

			正義はユキノの後を追えずに、その場に立ちつくしていた。

			心にはポッカリと穴が開いてしまったようで、思考回路が完全に停止してしまっていた。本当は追いかけるべきなのかもしれない。

			──しかし、追いかけて……今さらそんなことをして、俺はどうしようというんだ？

			どこで何を間違えたのか。

			どうしてこんな結末になってしまったのか。

			あれこれ考えてみても答えなど出るはずはなく、ただ時間だけが過ぎ去ってゆく。

			終わってしまった過去は、永遠に帰ってはこないのだ。

			「…………」

			そうしているうちに、雨が降り出していた。

			それでも動くことも出来ず、ただその場に佇む。

			『やっぱり好きです、先生……』

			絶頂の間際、どこか寂しそうな顔で呟いたユキノ。

			その表情がどうしても頭から離れなかった。

			「桐原……」

			徐々に激しくなる雨に打たれながら、正義の目からは雨とは違う何かが溢れ出してきていた。

			「くっ……ううっ……」

			冷たい雨に混じって、生温かい液体が頬を伝ってゆく。

			もう、いくら後悔してもあの清純なユキノは戻ってこない。

			それは、全て自分の責任だ。

			雨に濡れたまま、それでも正義は、その場から動けずにいた。

			


			


			「はぁっ、はぁっ、はぁ……」

			正義は、荒い息をついて起き上がった。

			あまりの悪夢に、息が上がっていた。寝汗もびっしょりとかいている。

			見るからに病んでしまったユキノの姿が衝撃的で、未だに心臓がバクバクと鳴っていた。

			所詮、夢は夢だと自分に言い聞かせるも、妙にリアルで恐ろしかった。

			しかし、世間知らずのユキノが学園を退学し家出するような事態になったら、どこまでも堕ちていってしまう可能性だってあるのだ。

			──まさか、な……。

			そう思うも、いつまで経っても胸の中の暗い気持ちは去らなかった。

			


			


			「ふぅ……」

			翌日の休日。何の趣味も持たない正義は時間を持て余していた。

			家にいても腐りそうだったので、特にアテもないままに街中を歩いているのだ。

			昨晩の悪夢が強烈過ぎて、少しでも気を晴らしたいというのもある。

			「……それにしても」

			繁華街は華やかで、誰も彼も楽しそうにしている。

			女と腕を組んで歩いている者、仲間と盛り上がっている者、色々な人間が本当に楽しそうにしている。

			今の正義には、全てが目障りで仕方がなかった。

			そんな荒れた気持ちのまま、普段行きもしないゲーセンに行ったりパチンコをしたり、そうこうしているうちに日も暮れて、辺りはすっかり暗くなっていた。

			「さてと……」

			──もう時間も時間だし、そろそろ家に帰るか。

			そう思った正義の目に、意外な女子生徒の姿が飛び込んできた。

			「…………」

			「あれは……桐原？」

			それは桐原ユキノに間違いなかった。

			「……おい、何してるんだ桐原」

			「……っ！」

			声をかけるとユキノは驚いた表情を浮かべて、次の瞬間逃げるように駆けだしていた。

			「あっ、おい。待てよ！」

			走り去るユキノの後ろ姿を、慌てて追いかける。

			幸いユキノは元々俊敏な方ではない。路地に入ろうと曲がった辺りで、その細い肩を捕まえた。

			「おい、無断欠席して……おまけにこんな時間にこんなところで何をやってるんだ」

			「…………

			ユキノは手を振り払うでもなく、問いに答えるでもなく、ただ俯いたまま口をつぐんでいた。

			「別に怒っているんじゃないぞ。ただ……その……なんだ……」

			「…………」

			「こんな時間まで、こんな所をフラフラしてると危ないだろ……遅い時間になると、危ない奴らだって出てくるんだし……」

			「…………」

			無言のままのユキノを前に、つい自分ばかり話してしまう。

			「それに……あまり遅くなると家の人が心配するだろ。特にお前は……大財閥のお嬢様なんだし」

			「……っ」

			桐原家の話をした途端、ユキノの表情が少し歪んだ。

			──もしかしたら家に帰りたくなくて、街を彷徨っていたのか？

			もしそうだとしても、このまま放っておくわけにはいかない。

			「桐原……なにか答えてくれないか？」

			「…………」

			いくら言っても、ユキノはうつむいたまま何も言わずに佇んでいた。

			──こうなると、とりあえず何とかしなければならないな。

			正義は思わず肩をすくめると、優しい口調で囁きかけた。

			「仕方ないな……うちに来るか？　ここだと人目につくから……」

			そんな言葉に、ユキノはコクリと小さく頷いた。

			


			


			「どうだ？　落ち着いたか？」

			「……はい」

			いつも相談に乗っているときのように、コーヒーを飲ませて落ち着かせることにした。

			それが功を奏したのか、ユキノはやっと声を出してくれた。

			その声を聞いてなんだかホッとしている正義がいた。

			どうやらユキノはかなり泣いていたらしく、部屋に入ったときに目が腫れていることにビックリしたほどだ。

			それもようやく落ち着いてきたようなので、事情を聞く事にする。

			「何が……あったんだ？」

			「…………」

			「言いたくないならいいけど……一人で抱え込むよりも話した方がスッキリするかもしれないぞ」

			「……先生……」

			「力になれるかどうかは、わからないが……聞いてやるぐらいのことは、俺にでもできる」

			「…………実は」

			その言葉に心を開いたのか、ユキノはゆっくりと語り始めた。

			それはやはり桐原家の内紛についての話だった。

			それをまとめるとこうなる。

			まず、前の話で跡を継ぐべき長兄が勘当されたところまでは聞いていた。

			それをユキノは悲しんでいたのかと思っていたが、そんなに話は単純ではなかったらしい。

			長兄の勘当が決まるとすぐに、ユキノには婿養子が紹介されることとなったのだ。

			要するにユキノが婿養子を貰って跡を継ぎ、お家安泰……とまあ、そういう筋書きのようだ。

			「なるほどな……」

			「私……こうなることがわかってたから。実家は兄が継いでくれれば良いとずっと思ってました……。ごめんなさい先生、私、本当は打算的な性格なんです」

			「別に……それは打算的とは言わないだろ」

			もっと打算的な女を見てきているし、何よりも正義自身も打算的に生きてきたのだ。

			望まない相手と結婚したくないという考えが打算的なはずはない。それは自然な感情だ。

			「……しかしこうなってくると、桐原の兄も割と無責任な男だな。妹の迷惑も考えないで、大きな荷物を投げ出してしまうなんて」

			そんな感想に、ユキノは自嘲的な笑みを浮かべた。

			「兄は昔から自由な人でしたから……」

			自由と言うよりも我が儘のように思えるのだが、というのはあえて正義は心の中に仕舞い込んだ。話が主題から逸れることは好ましくない。

			それからもユキノは、ポツポツと自らの胸の内を語り始めた。

			「……私は兄に比べて出来が良くなかったから、よく比較されて……私が両親の言いつけを守っていても、褒められるのはいつも兄の方で」

			「そうか……」

			要するにユキノは出来る兄に対して憧れを抱きながらも、出来ない自分というのにコンプレックスを抱いていたというわけなのだ。

			「あっ……ご、ごめんなさい先生。こんな話、聞きたくないですよね」

			「いや……桐原。お前は溜め込み過ぎなんだよ。俺に何でも話してみるといい」

			そんな言葉に安心したのか、ユキノは小さく微笑むと話を続けた。

			「……先生。私……知らない人と結婚するなんて嫌なんです」

			「それは……そうだろうな……」

			正義が肯定すると何かの歯止めが利かなくなったのか、笑みを浮かべていた顔が歪み、瞳には涙が溢れてきた。

			「お、おい……桐原……？」

			言葉を挟もうとしたが、ユキノは一気に言葉を紡ぎ出す。

			「だから私、両親の前で言ったんです。その……私はもう……男性経験があるって」

			「なっ……!?」

			その言葉に心臓が止まるかと思うほどに驚く。経験を半ば無理矢理させたのは、正義自身なのだから。

			──良家では、やはり処女とかそういうのを重んじてるのか？　そうなると俺は……。

			思わず冷たい汗が背中を流れ落ちてゆく。

			桐原家を敵に回すとなると、世界を敵に回すのに等しい。

			「大丈夫です。先生のことは、一言も言ってません」

			まるでこちらの考えを読んでいたかのように、ユキノはそう告げた。

			それが真実かどうかはわからないが、ここで動揺を見せてはまずい。

			「そ、それでどうなったんだ？」

			少し声が上ずったのは事実だが、できるだけ冷静を装ってユキノに先を促した。

			「そうしたら……ものすごい怒られたけど、そんなの手術でどうにでもなるって……お父様が……」

			「おいおい……」

			手術でどうにでもなるとは、やはり発想が違う。

			ユキノの心など全く考えずに、商売の道具ぐらいとしか思っていないのだ。

			だが、そこまで自分の言葉も心も踏みにじられれば、ユキノが家を飛び出したくなる気持ちもわかる。

			もしかしたらユキノの兄も、そんな親についていけなくなって家を飛び出したのかもしれない。しかしその結果として、背負ってた重い荷物が全部ユキノの上に降ってきたというわけだ。

			「そ、それで私、考えたんです！」

			ユキノは突然語気を強めると、身を乗り出してこちらの顔を覗き込んできた。

			「な、何を……考えたのかな……？」

			あまりの勢いと、イヤな予感に、正義は思わず半歩後ずさった。

			そんな正義にユキノは、少し恥ずかしそうに頬を赤らめながら言った。

			「私が……その……に、妊娠してしまえば、さすがに父も諦めるんじゃないかって」

			「…………そうか。それでお前、自分から中に出して欲しいって言ったのか」

			「…………」

			さすがに自分が口にしたことがはしたないと感じたのか、ユキノは赤面しながら小さくコクリとうなづいた。

			だがこれで、ユキノがあのとき自分から中出しを求めた理由が理解できた。

			──しかし、さすがお嬢様育ち。発想が大胆すぎるというか、何というか……びっくりしたな。

			そんな事を考えていると、ユキノは悲壮な面持ちで懇願してくる。

			「先生に迷惑かけませんから。私ひとりで育てますから……せめて、好きな人の子供を産ませてくれませんか」

			「産ませてくれませんかと……言われても……」

			「お願いします……先生……」

			そう言われて、正義は自嘲気味に覚悟を決めた。

			──ふんっ。まったく……俺らしくもない……。

			「ダメ……ですか？」

			ユキノは悲しそうにそう呟いて、見つめてくる。

			その姿に正義は思わず肩をすくめた。

			「……俺もとうとう年貢の納め時かもな」

			自嘲するように呟く。するとユキノは不思議そうな表情を浮かべた。

			「……先生？」

			「桐原、無責任な事を言うなよ」

			「えっ……？」

			「お前のような世間知らずのお嬢様が、一人で子どもを育てるのは無理だ。そもそも一人暮らしすら危うい。悪い大人に騙されて骨までしゃぶられるのがオチだ」

			「そ、そんなことは……無いです……私だって」

			「いや、無理だ。まず、お前には男を見る目がない」

			「男を……見る目？」

			「そうだ、背負っていた物を全て妹に背負わせるような甲斐性無しの兄に憧れ、自分を無理矢理犯すような男に惚れているようじゃ、な」

			「せ、先生……」

			さすがのユキノも、その言葉にかなり困惑しているようだった。

			──何しろ今の俺は内なる俺と外面の俺がゴッチャになっているからな。

			自分の言葉も自分で制御しきれていない状態である。

			ユキノと同じように、正義もたがが外れたまま言葉を続けた。

			「家を出て一人でどうやって稼ぐ？　しかもお前は家を出ようと大財閥のお嬢様だ。心も体も食い物にしようって奴は、その辺にゴロゴロ転がっている」

			「…………」

			「お前の恥ずかしい姿をビデオに撮って、お前の親父さんをゆする奴だって現れるかもしれないだろ」

			「そ、そんな……」

			「男だって、一人で生きるのは大変なんだ。お前が子連れでそんな状況に対応できるとは、とても思えないな」

			「だ、だったら……私は、どうすれば？　大人しく家に帰って、知らない男と結婚しろというのですか？」

			悲しそうに呟くユキノを、正義はそっと抱きしめた。

			「えっ？　あっ……せ、先生……？」

			「お前は、このまま暮らしてればいい。春になったら卒業だ。そしたら籍を入れよう」

			「……え？　せ、先生……それって……」

			「ばかっ……プロポーズだよ、わからないか？」

			そう耳元で囁くと、ユキノの目からはやがてポロポロと涙がこぼれ落ちてきた。

			「せ、先生……また、そんな……う、嘘ついて……」

			その言葉に、正義はまた肩をすくめてみせた。

			「悪いな。生憎と嘘を吐きすぎていてね、もうどれのことだかわからないな」

			「先生……」

			「それに俺はもう……疲れたよ」

			「疲れたって……？」

			「まあ……色々と、な。自分を装うのにも、嘘を並べるのにも……もう疲れたよ……」

			──だがこの女なら……ユキノなら、疲れた心を癒してくれる。

			正義は、心からそう信じた。

			ユキノのためならば、財閥だろうが世界だろうが、敵に回してもいい。

			「で、どうなんだ。俺のプロポーズを、受けてくれるのか？」

			「先生…………それじゃあ、その言葉……信じさせてくれますか？」

			「ああ、信じさせてやるよ……桐原……」

			ユキノにそう言うと、服に手をかけて脱がせてゆく。

			「せ、先生……」

			「桐原……」

			ユキノの服をゆっくりと脱がして全裸にさせると、優しくベッドの上に押し倒す。

			「あんっ……」

			可愛い声を漏らして身体を横たえたユキノに、覆い被さってゆく。

			正義は腹をくくるとユキノの身体をゆっくりと撫で回し始めた。

			「んっ……あっ……あんっ……せ、先生っ……」

			「桐原……」

			そう囁きかけるとユキノは、少し上目遣いに見つめながら呟く。

			「先生、あの……ユキノって、呼んでくれませんか」

			「えっ……？」

			「名字じゃなくて……名前で呼んで欲しいんです、先生」

			「……わかったよ、ユキノ」

			そう呼んでやると、小さく微笑んだ。

			「……嬉しい」

			その天使のような清純可憐な顔に柄にもなくドキッとしてしまう。

			その気持ちを誤魔化すように、正義も要求を告げようとした。

			「じゃあ俺のことは……」

			そこまで言った瞬間、ユキノの指先が唇を押さえる。

			「ダメですよ。先生は……先生ですから、他の言い方はできないです」

			その主張に思わずそれ以上は言えなくなる。

			どうやら自分は名前で呼ばれたくて、こちらはあくまで先生じゃなくちゃならないらしい。

			──まあ、それはそれでいいか。それなら俺が先生として、これから性知識の他に生きてゆくための知識もしっかり教え込まなくちゃならないな。
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			そう考えながら身体を重ね、すでに勃起した肉棒を秘裂へと押し当てていった。

			「あんっ……せ、先生……先生の固いのが……私のアソコに……」

			「アソコじゃないだろ。ちゃんと言わないと、入れてやらないぞ」

			焦らすように、肉棒の先で割れ目をなぞる。

			「んんっ……そんな……先生、意地悪……しちゃ……やっ……あぁんっ」

			「何せ俺は先生だからな。ちゃんとしたことを教えてやらないと。ほら、俺のおちんちんが当たってるのはどこだい？」

			「……あっ、んっ……そ、そこは……お、おま……おまんこ……です」

			「そうだ。ここはユキノのオマンコだな。そのオマンコが今、どうなってる？」

			「……わ、私のおまんこに……先生の固いおちんちんが……当たって……くっ……うぅぅんっ」

			「そうだ、それでいい。それじゃあ、ちゃんと言えたユキノにご褒美をあげないとな」

			そう言うと、上下に動かしていたペニスを膣の入り口にあてがう。

			「せ、先生……い、意地悪しないで……早く……」

			「ああ、それじゃあいくよ……ユキノ……」

			耳元でそう囁きかけながら、反り返ったペニスをゆっくりと挿入してゆく。

			「んっ、んんんんっ……あっ、せ、せんせ……いのが……は、入って……くる……ぅぅんっ……中に入って……あっ、あああっ！」

			「くっ……ううっ」

			ズブズブと入り込んでゆくと、膣内の肉襞がペニスに絡みついてくる。いつ味わっても最高の感触だ。

			何とも言えないその締めつけに、ゾクゾクと背筋に快楽が駆け上がってゆく。

			「あっ……ああっ……お、奥までくるぅ……んんっ！　あっ……はぁんっ」

			「ま、まだまだ……もっと奥まで……んっ、んんっ」

			「はうっ……うぅぅんっ……あっ、あああぁぁっ……」

			甘い声で喘ぎながら、ユキノは身体をくねらせ身悶えた。

			すでに膣内は熱を帯び始めてきていて、しっとりと濡れている。

			「ユキノの中は……気持ちいいな……」

			そう耳元で囁きかけながら、ゆっくりと腰を前後させ始める。

			「あっ……はぁんっ……あんっ、あぁんっ……せ、先生……先生のおちんちんも……き、気持ちいいです……」

			甘えるように言いながら、自ら求めるように腰をくねらせる。

			その動きでペニスを咥え込んだ膣がうねり、襞が激しく擦れてきた。

			「くっ……すごいな……オマンコが吸いついてくる……」

			「だ、だって……先生のおちんちん気持ちいいから……私のオマンコ、ギュってなっちゃうんです……」

			自分から淫らな言葉まで口にするようになったユキノに、思わず苦笑いを浮かべてしまう。

			「お嬢様だったユキノも、すっかり淫らになったものだな」

			「あんっ……そ、それは……先生のせいです……せ、先生が……ちゃんと言えっていったから……んっ、あはぁんっ……」

			「はは……そうだったな……それなら、もっと淫らになって貰おうかな」

			からかうようにそう言うと、腰の動きを徐々に激しくさせる。

			「あっ、はぁんっ……あんっ！　あっ、あぁんっ！」

			「ほらっ……ほぉらっ……」

			「んっ！　んんっ……あっ、はぁぁんっ……お、おちんちんが……で、出たり入ったりして……はうっ！　んっ……はぁぁぁぁ」

			「いい感じで締まるな……ふんっ……ふんっ」

			「あんっ、あぁんっ……せ、先生っ……くっ、んんんっ……あっ、あはぁんっ」

			肉棒が出たり入ったりする度に、愛液がどんどん溢れてくる。

			それがペニスに絡みついて、グチュグチュというイヤらしい音を立て始めてきた。

			「ほらほらほらっ……どうだ？　ユキノのオマンコからエッチな音が鳴ってるぞ」

			「んんっ……あっ…ああっ……だ、だって……気持ちいいから……あふっ、あぁんっ！」

			「そうか……そんなにコレが気持ちいいか……」

			大きく腰をグラインドさせると、ユキノは激しく身体をよじった。

			「んはぁぁぁっ！　あっ……ああっ！　い、いいですっ！　気持ちいいっ！」

			「まだまだ……もっと気持ちよくしてやるよ」

			膣内を抉るように大きく掻き回すと、更に身体を痙攣させて悶える。

			その姿は、清純さと可憐さと淫らさが混在する美しい姿だった。

			「くぅんっ！　あっ……ああっ！　す、すごいっ……あんっ！　あぁんっ！　せ、せんせっ……んっ、んんんっ！」

			「はぁ、はぁ……うっ、くぅぅっ」

			すでに大きく勃起した肉棒が、さらに膨張して反り返っていった。

			「あはぁんっ！　せ、先生の……おちんちんが……大きくなってビクビクして……んはっ……ああぁぁぁぁっ」

			唇をワナワナと震わせながら、可愛らしい声で喘ぐ。その声をもっともっと聞きたくて、夢中で抽送を繰り返していった。

			「ユキノ……ユキノぉぉ……！」

			「せ、せんせいっ！　いっ、いいっ……気持ちいいです……あはぁんっ！　あっ、あんっ！　あぁんっ！」

			「お、俺も……すごく気持ちいいぞ……うっ……うううっ」

			腰が大きく前に出る度に、ユキノのオマンコはクイクイと締めつけてくる。

			柔襞が一斉にペニスに絡みついてくる感覚に、思わず背筋がゾクゾクしてしまう。

			「はぁんっ！　あっ……ああっ！　アソコが……キュンってなっちゃう……あっ、あぁんっ……！」

			「ユキノ……アソコじゃ、わからないだろ……」

			「は、はいっ……せ、先生のおちんちんでズンズンされると……わ、私のオマンコが……キュンってなっちゃうんです……あはぁんっ」

			「そうみたいだな……お前のオマンコがキュンとなると、すごく気持ちいいぞ」

			「あっ……ああっ……せ、せんせい……もっと私のオマンコを……きゅんきゅんさせてください……！」

			「ああ、わかってるよ……」

			少し息を切らせながらそう答えると、腰の動きを加速させてゆく。

			「んんんっ！　あっ、あはぁんっ！　ひ、響くっ……お腹に響くぅぅっ！　はうっ！　あっ、はぁぁぁぁんっ！」

			「くっ……うううっ……ううっ……」

			ピストン運動を速めるうちに、反り返った肉棒の先からネットリとした汁が溢れ出るのを感じた。

			肉襞に竿が擦れる度に、ペニスがドクンドクンと派手に脈打ってしまう。

			「あぁぁっ！　お、おまんこの中で……せ、先生のおちんちん……ビクビクして……あ、暴れてるぅ！」

			「ユ、ユキノ……っ……くっ、ううっ」

			「あんっ、あぁんっ……せ、先生っ……わ、私っ……わたしぃぃっ……んはっ！　ああぁぁぁぁんっ！」
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			ユキノもかなり感じてきているようで、膣全体が一回り小さくなったかのような気がするぐらいに強烈に締めつけてくる。

			一突き毎に確実に、オマンコの締めつけがキツくなってきていた。

			それでも腰の動きを止めずに、秘部を何度も何度も貫きまくってゆく。

			「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……」

			息が苦しいほどに気持ちがいい。

			それでも、正義は腰を激しく使った。後先考えずに、快楽を求めてスパートをかける。

			「はあぁっ！　んっ！　ああっ！　せ、先生っ！　わ、私、もう……イクッ……イッちゃう……はぁぁんっ！　ああぁぁぁぁぁっ！」

			「お、俺も……くぅぅ」

			感情の高まりが、ふたりの絶頂をいつもより早めていた。

			でも、まだまだこれからいくらでも出せそうだ。

			「せ、先生っ……な、中に……中にいっぱい出して下さい……あんっ！　はぁあっ！」

			「あ、ああっ……たっぷり……出してやるからな……」

			中出しをせがむユキノに応えるように、腰の動きを激しくさせてゆく。

			「あひぃっ！　んっ！　あああっ！　せ、せんせっ……激しいっ！　はうっ！　んはぁぁぁぁぁんっ！」

			「そらそらそらそらそらっ！」

			「あああああああっ！　そんなに激しくされたら……イクッ！　イッちゃうぅぅぅっ！」

			ペニスを奥まで突っ込む度に、オマンコのヒダヒダがまるで搾りとるかのように締めつけてくる。

			「くぅぅっ……」

			激しい抽送に射精感が強まってくる。

			我慢できるレベルでない快楽衝動が、股間を襲う。

			「あんっ！　あぁんっ！　ひっ…んんんっ！　あああっ！　イクッ！　イッちゃう……んはぁぁぁっ！」

			「うっ！　で、出るっ！　うっ……ううううっ！」

			堪えきれず声を上げて大きく腰を突き出す。

			その瞬間、ユキノの身体がビクンビクンと激しく跳ねる。

			「はぁぁぁんっ！　イッ、イクぅぅぅぅっ！　イクッぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ〜〜〜っ！」

			膣内に射精すると同時に、ユキノは絶頂に達した。

			途端に膣の締まりがキツくなって、何度も何度も射精してしまう。

			「……くっ！　うううっ！」

			ドクンドクンと脈打ちながら、ペニスから熱い精液が断続的に迸る。

			それを受けたユキノは、わなわなと唇を震わせながら恍惚の表情を浮かべていた。

			「あああっ……な、中に出てるぅぅ……せ、先生の……熱い精液が……私の中に……んんっ……あっ、はぁんっ」

			すっかり中出しがクセになってしまっているようだった。

			その淫らで可憐な表情を見ているだけで、心臓がドキドキしてくる。

			「ま、まだ……出るぞっ……んっ！　んんっ！」

			込み上げてくる感覚のままに、ユキノの中に熱いザーメンを注ぎ込み続ける。

			射精の度にビクンとペニスが跳ねると、それと同時にユキノの身体もビクビクと不規則に痙攣した。

			「い、いっぱい……先生の精液が私の中に……あぁぁぁ……ドクドク、くるぅぅぅ」

			「うっ……ううううっ……」

			「……んっ、ああっ……はぁ……はぁ……せ、先生……」

			一発出しても、ペニスはまるで萎える気配がなかった。

			それもこれも、まだ足りないと思っているからだ。

			もっとユキノを抱きたい。

			まだまだペニスを突っ込んで、たっぷりと射精したい。

			そんな衝動が正義を突き動かしていた。

			そう思わせる最高の美少女に出会えたことを神に感謝したい気すらしてくる。

			「くっ……うっ……うううっ……」

			精液でドロドロになったユキノのオマンコを、まだまだ固い肉棒でゆっくりと掻き回してゆく。

			「あっ、あんっ……せ、せんせっ……あっ、ああっ……」

			「ユキノ……んっ、んんっ……」

			「せ、せんせ……ま、また……先生の……出たり入ったりして……あっ、あぁぁ……」

			「まだ……いいだろ？　ユキノ」

			耳元で囁くと、ユキノはコクリと小さく頷く。

			「わ、私も……もっと……先生にして欲しかったんです……だから……」

			「ユキノ……それじゃあもっと……してやるぞ」

			「あっ……！　んんんっ！　あんっ、あぁんっ……せ、せんせいっ……」

			再び肉棒が膣を出入りし始めると、ユキノは甘い声を漏らして身悶えた。

			抽送する度にグチュグチュと溜まったザーメンと愛液が派手に水音を立てる。

			「たっぷり出したから……ユキノのオマンコ、グチョグチョだな」

			「あぁぁ……せ、先生っ……も、もっと……もっと私のオマンコ……グチョグチョにしてください……」

			「ああ、わかってるよ……」

			優しく囁きかけながら腰を大きくグラインドさせる。快楽が渦巻き状に押し寄せてくる。

			「あうっ、んんぅっ！　せ、せんせっ……そ、そんな……掻き回しちゃ……あ、あああっ！」

			「そぉら！　そぉら、そぉらっ！」

			「はぁんっ！　あんっ！　あぁんっ！　せ、せんせ……い、いきなりそんな……んああっ！　あ、はああっ！」

			肉棒で膣内を思いっきり掻き回すと、ユキノは身体を跳ねさせて悶える。

			一度イッて敏感になっているのか、オマンコが激しくヒクついてペニスにキュウゥと吸いついてきた。

			「はぁあ……ユキノのオマンコは本当に気持ちいいな……一回出したのに、もうすっかり反り返ってきたよ」

			オマンコを褒めながら、大きく腰を前後させる。

			「あんっ……せ、先生っ……わ、私も……い、いいっ……」

			その突き上げにユキノも、淫らな声を漏らして身をよじった。最高に艶っぽい表情だ。

			「ユキノ……うっ、うううっ……」

			「んんっ！　あんっ！　あぁんっ！　気持ちいいっ……はぁんっ！　す、すぐ……イッちゃいそうっ……ああぁぁぁっ」

			「くっ……すごい締まりだな……うっ、ううっ」

			締めつけは強いが、精液がローション代わりになっているので出し入れはしやすい。

			それだけに擦れる肉襞の感触を強く感じてしまう。

			「……あんあんっ！　ひっ……んんんっ！　す、すごいっ！　すごいのぉ！　せ、先生っ……き、気持ちいいっ！」

			「お、俺も……こんな感覚は初めてだ……すごく気持ちいい……」

			身体のみならず、心も満たされたことによる幸福な快楽がふたりを包んでいた。

			「ダメッ……もうイッちゃう……イッ、イッちゃうっ……んっ！　あっ……はぁんっ！」

			「いいよ……何度でもイキな……ほらっ！　ほらほらっ！」

			「あはぁんっ！　あんっ！　あぁんっ！　イクッ！　イッ、イクッ！　ん、んんっ！」

			ペニスを根本まで突っ込む度に、軽く絶頂に達しているようだった。

			「あぁぁ、いいよ……ユキノのオマンコ……最高だ……ヒクヒクして……俺のチンポに絡みついてくるよ」

			「せ、せんせっ……あふっ、んっ！　あっ、あぁんっ！　あんあぁんっ！」

			「このオマンコなら……何発でもいけそうだ……」

			「あぁぁ……いっぱい……いっぱい私のオマンコに出して……ドピュドピュしてください……あぁんっ！　あんっ、はぁんっ！」

			「くぅぅっ……いいぞっ……まだまだたっぷり……中に出してやるからな！」

			かなり狭くなっている膣内を、強引に押し広げながら抽送を繰り返す。

			「はぁあっ……せ、先生のおちんちん……いいっ……き、気持ちいい！　あはぁんっ！」

			「お、俺も……気持ちいいよ……ううっ……くっ、んんっ……」

			夢中に腰を振り続ける。

			いや、もう半ば腰が勝手に動いているような状態だった。

			「あああっ！　奥まで届いて……ズンズンして……し、子宮に響くぅぅぅっ！」

			「ま、まだまだ……もっと……う、ううっ……」

			「んんっ！　あっ、あはぁんっ！　ひっ、ひいっ！　す、すごいっ！　あはぁんっ！　き、気持ちいい！　またイクッ……んんんんんっ！」

			「くっ、ううっ……」

			出入りするペニスをまるで離すまいとするように肉襞が絡みついてくるが、それでも激しく腰を前後させる。更にお互いが気持ちよくなるために。

			「ひっ、んんんっ！　あうっ！　え、えぐれるぅ！　あっ！　あああああっ！」

			「くぅぅっ……どんどん締まって……食いちぎられそうだ……」

			「はぁんっ！　あんっ！　あっ……はぁぁんっ！　せ、先生っ……わ、私…おかしくなっちゃう！　あああっ！」

			「いいよ、おかしくなっちゃいな……何もかも忘れて、気持ちよくなりな」

			「は、はい……せんせい……んんっ！　あんっ、あぁんっ！　あはぁんっ！」

			「そらそらっ！　思いっきり感じて……何度もイクんだ」

			そう言った途端、膣が急激に締まって、ユキノは激しく顔を左右に振った。

			「んはぁぁぁぁっ！　あんっ！　あんっ！　ひっ……あああああっ！　イクッ！　イクぅぅぅぅぅっ！」

			絶頂の延長線上にいるらしく激しく悶えまくる。

			出した精液でグチョグチョの膣は、さらに溢れ出た愛液でネットリしてくる。

			「ううっ……こ、これはすごいことになってきたな……こんな感じ……初めてだ……すごい……うぅぅっ」

			満足感を得ようとしての二回目なのに、それどころかますます貪欲になってゆく。

			もっともっとユキノのことを感じていたい。その衝動がピストン運動を加速させてゆく。

			「ユ、ユキノっ……くっ、んんんんっ！」

			「は、激しいのっ！　ひんっ！　あっ……はぁぁんっ！　奥までズンズン来るのぉ！　あっ！　あああああっ！　また、イクゥッ！」

			「ま、まだまだ……もっと突き上げてやるよ……そぉらっ！」

			「はぁんっ！　あんっ！　あぁんっ！　あ、頭の中真っ白になっちゃう！　あはぁぁぁぁんっ！　あ、ああああああぁぁぁぁぁっ！」

			まるで断末魔の悲鳴のようにユキノは大声で叫んだ。

			途端に膣痙攣でも起こしたんじゃないかと思われるほどに、強い締めつけがペニスを襲ってきた。今までで一番の締めつけだ。

			「うっ！　くっ……うううっ！」

			あまりの締まりに思わず呻き声を漏らしてしまう。激しく吸われるような感覚に、また込み上げてくる衝動が股間に走る。

			「ま、また……出すぞ……」

			そう告げて、最後の力を振り絞ってキツいオマンコを貫く。

			「はぁんっ……せ、先生……中に……また中に……んっ！　あはぁんっ！」

			「うっ……くっ、うぅっ……う、うううっ！」

			大きく腰を突き出し、膣奥深くペニスを捻じ込んで一気に射精する。

			あまりの気持ちよさに、全身を震わせながら精液を放ち続けた。

			「……あっ、あああぁぁ……また出てる……私の中に、先生の精子が……ドクドク出て……る、ううっ……！」

			「ま、まだ……出るぞっ……んっ、……くううっ！」

			「はううっ……いっぱい……お腹の中に……あふっ……ああぁぁぁ……」

			膣内で肉棒が脈打ちながら熱い精液を注ぎ込むと、ユキノは恍惚の表情を浮かべて唇を震わせて喘いだ。
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			「せ、先生っ……いっぱい中に……中に……あはぁぁぁんっ」

			「ユ、ユキノ……うっ、ううっ……」

			「ああっ……ああぁぁぁ……」

			ペニスを締めつける肉襞は、心から正義を求めるかのようだった。ギュウッと強く締めつけてくる。

			それは、強くもあり優しくもある感触だった。

			その締めつけに任せるように、最後の一滴までユキノの中に注ぎ込んで果てる。

			「くっ……うっ……はぁ、はぁ……はぁ……」

			「んっ……あっ……あぁぁ……お腹が熱い……いっぱい中に……ああぁぁぁ……」

			抜かずの連射は疲れるが、それだけに快楽も大きいものがあった。

			「はぁぁぁぁ……」

			「せ、せんせっ……あっ……あぁぁ……」

			「まだまだ物足りないが……ちょっと休憩しよう……」

			そう言って、ゆっくりと腰を引いてゆく。

			精液が満ちてドロドロになったイヤラシイ膣から、ペニスがジュルンと抜けた。

			「……あっ」

			「んっ？　どうしたんだ？」

			ポッカリと開いた穴からは、白濁液がドロリとこぼれ落ちる。

			それを見てユキノは、ポツリと呟いた。

			「たくさんこぼれちゃって……も、もったいない……です……」

			心底残念そうなユキノの言葉に、正義は思わず肩をすくめた。

			「なぁに。こぼれたらこぼれたで、またいっぱい出せばいいさ」

			「えっ？」

			その言葉にユキノは、驚いた表情を浮かべた。

			正義はそんなユキノに優しく笑いかけて告げる。

			「だから……夜はまだまだ長いんだから、また中に注ぎ込んでやるよ」

			「本当ですか？　先生……この後も、いっぱい中に出してくれるんですか？」

			「当たり前だろ。朝まで何度でも中に出してやるさ」

			「ああ……う、嬉しい……」

			「ユキノ……」

			「せ、先生……」

			そのまま、ふたりで熱い口付けを交わす。

			身も心も、ひとつになれた気がした。

			そのまま朝まで、ふたりは中出しセックスを繰り返したのだった。
			
  


  
[image: P000.png]


			あれから数ヶ月──。

			ユキノは無事に卒業を迎えた。

			それと同時に正義は教師という職を辞した。

			教え子を孕ませたとなれば懲戒免職は免れないし、相手がユキノとなれば更に問題が大きくなる。何しろ櫻谷学園には桐原グループから巨額の寄付金が寄せられているのだ。

			そうなる前にとっとと辞表を提出してやったというわけだ。

			退職直前に「最後は教え子孕ませて結婚とは、さすが神成先生ですな」と共犯者であり同好の志である教師に茶化された。

			別に更生したとか善人になったとかでは無い。

			ただ成り行き上、一人の女に落ち着いたというだけのことだ。

			すでに他の女への興味が無くなっていたというのも大きいが、ヤキが回ったと言われればそれまでのこと。

			だが、これはこれで悪くない。

			


			


			卒業式を終えて、ふたりは肩を並べて街中を歩いていた。お互い大きなカバンを抱えながら。

			「すっかり暖かくなりましたね、先生」

			「なあ、ユキノ。お前、いつまでその呼び方なんだ」

			呆れる正義に、ユキノはニコニコ笑いながら言った。

			「先生は先生ですよ。まだまだ、色々教えて貰わないと」

			「まったく……ユキノはすっかりいやらしい娘になったと思うぞ」

			勘ぐった答えを口にすると、その顔が一気に赤く染まってゆく。

			まだまだお嬢様なのだ。

			──いや、お嬢様云々ではなくて、ユキノは一生この性格だろうな。

			そう思いながら、正義はユキノの顔を優しく見つめた。

			「教えて貰うって……そういう意味じゃないです……」

			顔を赤くしながら、ユキノはこちらの顔を見た。

			「なんだ？　教えて欲しくないのか？」

			からかうような言葉に、ますます顔を赤らめる。

			「も、もう……先生ったら……」

			横を向くユキノを見つめながら、正義はここに至った経緯を思い起こしていた。

			まず考えたのは、ユキノの実家のことだ。

			何しろ世界的な大企業。一教師である正義が真正面からかかっていったところで、一瞬で消されるのが関の山だ。

			──そんな馬鹿な勝負をするほど、俺はお人好しではない。

			おまけにそんな大企業があるこの街は、完全にふたりにとってアウェーである。

			この街自体、桐原グループの落とす税金と寄付金で潤っていると言ってもいいのだ。

			故に、いつまでもここに止まっていたら危険すぎる。いや、この国にいるだけで危険を感じてしまうほどだ。

			そう考えると、つくづくスケールの大きな連中である。まったくもって、そんな奴らとは付き合ってはいられない。

			そこで正義は、桐原グループの手が届かない海外にさっさとズラかることにしたのだ。

			今ならユキノの兄が海外に出た意味が理解できる気がした。

			「先生、何考えているんですか？」

			「あっ……いや。別に大したことは考えてないさ」

			「もしかして……後悔したりしてません？」

			「馬鹿言え。俺は後悔だけはしないように生きてるんだ」

			「ふふふっ……先生らしいですね」

			「もう俺は教師じゃないんだがな……」

			「何を言ってるんですか。先生はずっと私の先生なんですから」

			そう言ってクスクスと笑うユキノを見て、正義は思わず苦笑いをしてしまう。

			「さてと……そろそろ行こうか。飛行機に乗り遅れるからな」

			「はい、先生」

			返事をしたユキノの手を取ると、先に向かって歩き出した。

			──何が待っているかはわからないが、このつないだ手だけは決して離さない。

			正義は、強く一歩を踏み出した。生涯をかけてユキノを守るために。

			


			ＥＮＤ
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			こんにちは、春風栞です。

			この度は「箱入少女」を手にとって頂きありがとうございます。

			今回のヒロインは思わず守ってあげたくなってしまうような（＝襲いたくなってしまうような）箱入お嬢様、桐原ユキノです。

			原作では大きく和姦・陵辱ルートに分かれているのですが、ノベライズでは両ルートを組み合わせつつ一つの物語としてまとめてみました。

			ノベライズにあたって、できるだけ多くのシーンと挿絵を読者の皆様に楽しんで頂きたいという思いがありまして、そのためにも色々と工夫してみました。

			全体の文量を調整しつつモノローグ等を加筆してゆくのはなかなか大変な作業なのですが、良い感じにまとめられた時はやはり嬉しいものです。

			これからも更に筆を磨いて、良い作品をお届けできればと思います。

			最後になりましたが、クレージュA様、編集Ｍ様、読者の皆様、この本に関わって下さった全ての方々に心よりお礼申し上げます。

			それでは、またお会いできる日を楽しみにしております。

			


			ついに花粉症デビュー　春風栞
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。




●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、印刷出版と異なる表記になっている場合があります。

また本作品で紹介したｗｅｂサイトのＵＲＬは印刷出版した時点の情報となります。リンク切れや情報が異なる場合があります。
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